
        
            
                
            
        

    
























































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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○一いち之の瀬せ帆ほ波なみの独白









　私は、自分を善人や悪人だと思ったことはない。

　ただお母さんの願い通り、素直な自分でいられたと思う。




　小学校も中学校も、私の生活は順調そのものだった。

　男の子にも女の子にも、たくさんの友達がいた。

　スポーツはちょっと苦手だったけど、勉強と同じくらい頑張った。

　中学３年生に上がった際には、憧れだった生徒会長になることも出来た。

　私立の高校にも、特待生として入学できるとお墨すみ付つきをもらっていた。




　楽しい学校生活。

　楽しい私生活。




　だけど……。そんな私は、一度の過あやまちを犯した。

　けして許されることのない、やってはならない『過ち』。




　病に臥ふすお母さんの、あの時の怒った顔。あの時の涙。

　傷つき、殻からに閉じこもってしまった妹の悲痛な顔。

　忘れることなんて出来やしない。

　今でも時々、あの時のことを思い出す。

　震ふるえた指先。

　震えた身体からだ。

　黒く染まった心。

　私は中学３年生の半分を棒に振り、半年近く引きこもることになった。




　でも、それはある日終わりを告げた。

　この学校の存在を知った時、終わらせなきゃいけないと思った。

　もう一度───お母さんと妹の笑顔を取り戻すためにも。

　だから私は自らの『咎とが』から逃げたりはしない。

　正面から受け止めてみせる。




　そう、誓った。




　でも───。
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　夢を抱いて入学したこの学校で、私は試練に直面していた。

　一枚の手紙を見つめ、ただただ硬直する。

　周囲では、私の同級生が興味本位の視線を向けてきている。

　手紙に書かれた一行を、何度も何度も読み返す。

　何度読んでも、その文字が変わることはない。




『一いち之の瀬せ帆ほ波なみは犯罪者だ』





　　　　１






　事件が起きる、ずっとずっと前。

　少女はひどく緊張していた。

　休みの日の生徒会室。

「１年Ｂクラス一之瀬帆波、か」

「はいっ」

　喉の奥から声を引っ張り出す。

　南な雲ぐも副会長と向き合う一之瀬帆波の表情は、やや固かった。

　１対１の特別面談。

「生徒会長からは、何て言われたんだ？」

「今はまだ、時期じゃないと……」

　生徒会入りを希望していた一之瀬は、入学早々に生徒会の門を叩たたいた。

　しかし、堀ほり北きた生徒会長は一之瀬と面談し、生徒会入りを拒絶した。

　生徒会に入ることを強く希望していた一之瀬はそのことに落胆したが、その事実を知った副会長の南雲は、すぐに一之瀬へと声をかけた。

　理由は３つ。１つは彼女がＡクラスではなく自分と同じＢクラスであったこと。１つは学力が優秀だったこと。そして最後の１つは、南雲が異性に求める高いルックスのハードル。それを一之瀬が十分に満たしていたからだ。

　ただし前の２つはあくまでも付加価値にしか過ぎない。

　大切なのは私物として、傍そばに置く見栄え的価値があるかどうか。

「中学時代も生徒会、しかも生徒会長をやってたんだって？」

「はい。だからこの学校でも、同じように生徒会に入りたかったんです」

　一之瀬の真実。そして嘘うそでもあった。

「担任の星ほし乃の宮みや先生に聞いた。入試も抜群の成績だったそうだな」

「ありがとうございます」

　褒められたことを素直に受け取る。

　ただ、南な雲ぐもの目を直視することは出来なかった。

「正直相当な逸いつ材ざいだ」

「でも……堀ほり北きた生徒会長には、認めてもらえませんでした……」

　苦笑いを浮かべた後、一いち之の瀬せはそんな自分を恥じた。

　生徒会入りすることは出来る、そう思っていたからだ。

　それでも笑顔はギリギリ残した。

　ここで落ち込んだ顔を見せても、良い印象を与えられないと思ったからだ。

「堀北生徒会長は厳しい人だからな。恐らくＡクラスに配属されなかった点から、一之瀬の採用を見送ったんだろう。あの人は肩書きを重視する」

「そう、ですか……」

　それは南雲の嘘うそだった。

　堀北学まなぶは一見、そういった肩書き、階級にこだわっているように見える。

　しかし本当のところは真逆。人間の本質を見ている。

　ＤクラスだろうとＡクラスだろうと、優秀なら評価する人間。

　だがふるい落とされた一之瀬にしてみれば、南雲の言葉の方が真実に感じ取れた。

「生徒会に入るにはＡクラスに上がるしかないんでしょうか」

「どうかな。仮にすぐＡクラスに上がれたとしても、堀北生徒会長が認めるかどうか。要は一之瀬、この学校に入学した時点でおまえはサラブレッドとは思われてないってことだ。今からどれだけ努力しようと、Ｂクラスという判定をされた生徒を、堀北生徒会長は絶対に受け入れない」

　その残酷な通告に、一之瀬から残された僅わずかな笑顔が消えていく。

「で、でも南雲先輩はＢクラス出身ですよね？　それで副会長になれているのは───」

　その僅かな希望を、南雲は即座に断ち切る。

「俺の場合は２つ理由がある。１つは、元々俺を生徒会に入れてくれたのは、堀北先輩が生徒会長になる前、つまり去年３年生だった生徒会長たちだ。ただし、そのとき副会長だった堀北先輩だけは、最後まで俺の生徒会入りに対して肯こう定てい的じゃなかった」

　一之瀬の顔は曇くもっていく。それを見ていて、南雲は心が躍おどった。

　絶対に一之瀬を生徒会に入れる。そして私物として可愛かわいがろう、と。

「それともう一つ、俺は自分のポテンシャルの高さを自覚している。本来ならＡクラスで然しかるべき人間だったと自負している。だからこそ、生徒会入りを希望した時、真っ先にＢクラスになったと思われる原因を全て告白した。包み隠さずな」

「告白、ですか……」

「ああ。実力ではけしてＡクラスに負けてないと証明したのさ。それが今の俺に繋つながっている」

「その原因の告白……南雲先輩のそれは何ですか」

　その言葉に、南雲は内心でほくそ笑んだ。

「悪いが答えるつもりはない。今、それを問われているのはおまえだ一いち之の瀬せ」

「私、ですか……」

「俺は納得がいってないのさ。普通に考えればおまえはＡクラスに配属されるのが妥だ当とうだ。成績優秀、コミュニケーション能力も申し分ない。そして生徒会長の実績も。なのにＢクラス？　それには何か理由があるはずだ」

　鋭い南な雲ぐもの指摘に、一之瀬は動どう揺ようを隠せなかった。だがこれは、南雲が予あらかじめ一之瀬の担任である星ほし之の宮みやから得ていた情報を元に推理したもの。

「思い当たる節を、今ここで話せ。そしておまえがＡクラスに相応ふさわしい生徒だと俺を納得させることが出来たなら、責任を持っておまえを生徒会に入れてやる」

「そんなことが……可能なんですか？」

「確かに堀ほり北きた生徒会長の権力は絶対だ。だが、堀北先輩が卒業したあと生徒会はどうなる。一年が生徒会入りしなければ将来の生徒会役員を育てることが出来ない。それで困るのは次期生徒会長の俺だ、そうだろ？」

「……そうですね……」

「このチャンスを掴つかめない人間に生徒会入りする資格はない」

　一之瀬には、抱え悩む秘密があった。

　中学３年生の半分を、部屋の中で過ごした思い出が蘇よみがえる。

「この場でのことは───」

「もちろん他言はしない。おまえの秘密は、俺とおまえだけの秘密だ」

　誰にも話さず、抱えて生きようと思った過去。

　でも、前を向かなければならない。

　人の信用を失ったからこそ、人を信用しなければならない。

「……私は……私は───」

　一之瀬は全てを口にした。




　自らの『過あやまち』を。






○生徒会長の意向









　合宿が終わり、再び高度育成高等学校へと戻った２月上旬。

　１年Ａクラスの坂さか柳やなぎ有あり栖すは生徒会室の中にいた。

　愛用の帽子を机の上に置き、目の前で相対するのは２年Ａクラス、生徒会長の南な雲ぐも雅みやび。

「生徒会室も、随ずい分ぶんと派手になりましたね。以前とは見違えました」

　よく言えば誠実。悪く言えば堅苦しかった生徒会室だが、壁紙まで一新され、南雲の私物と思われる小物なども大量に持ち込まれていた。生徒会のための一室というよりも、南雲のための一室。そんな代わり映えを見せている。

　自らの権力の強さを象しよう徴ちようするための場所。坂柳はそんな印象を抱いた。

「まさか堀ほり北きた先輩に生徒会入りを勧められたか？」

　生徒会とは無縁そうな坂柳の訪問に、南雲はそう尋ねた。

「残念ながらあの方のお眼鏡めがねには適かなわなかったようで、お誘いはありませんでしたよ」

「それは見る目がないな」

「なら、あなたは違うということですか？　新生徒会長」

　南雲は薄っすらと笑う。

「もちろん俺なら歓迎する。ただし、あくまでも俺の私物扱いでだがな」

　そう答え、南雲は手近に置いてあったウサギのぬいぐるみの頭を撫なでた。南雲の趣味か、あるいは南雲の周囲に張り付く女の趣味か。

　私物扱い、つまり能力を買うわけではないということ。外見だけでの評価。

　聞き流しても良かったはずだが、坂柳はその発言にあえて食いつくことにした。

「どうすれば、南雲生徒会長のお墨すみ付つきがいただけるのでしょうか？」

「俺に対し相応の実力を示す。それしかないだろうな。ひとまず生徒会に入ってからでも遅くないぜ？　こっち側に来いよ坂柳」

「なるほど」

　微笑ほほえんだ坂柳だが、すぐに言葉を繋つなげる。

「それはやめておきましょう。一つの組織の主導者が２人になっては困るかと思いますので。何より上級生のメンツを潰つぶすのは忍びありません」

「主導者が２人、か」

　１年でありながら、坂柳は自分が南雲と対等、もしくはそれ以上の存在だと答えているようなもの。

　それを聞いても、南雲は怒るどころか先ほどよりも頬ほおを緩めて笑った。

「おまえといい龍りゆう園えんといい。今年は面白い１年が多いようだな」

　この学校では、生徒会を敵に回そうと考える生徒はまずいない。Ａクラスに上がるために少なからず擦り寄っておくもの。あるいは目を付けられないようにする。ところがここにいる坂さか柳やなぎ、そして龍りゆう園えんは誰に対しても牙を向ける。それも容よう赦しやなく。

「賢い生き方とは言えないな」

　そう言った全方向への敵意を評価する生徒もいるだろうが、南な雲ぐもは違う。

　時にプライドを捨ててまで権力を利用し、のし上がろうとする者の方を高く評価する。

　と、ここで机の上に置かれていた南雲の携帯が一度震ふるえた。その後、短い間隔で二度、三度と振動は続く。

「よろしいのですか？」

「今はおまえのために用意している時間だ。気にするな」

「人気者のお辛つらいところですね。いつも連絡がひっきりなしに来るのでは？」

「それが分かっているのなら、本題に移らせてもらおうか。生徒会への配属を希望しているわけじゃないのなら、人払いさせてまで俺に何の用だ？　悪いがこの後、他の『１年』も訪ねてくることになってる。向こうが先約だからそう長くは時間は取れないぞ」

「そうですか。それでは手短に進めましょうか」

　意図的に南雲は『１年』と坂柳に告げたが、坂柳の表情に変化は見られない。

　それは逆に、興味を抱いている裏返しだと南雲は判断した。

「今回は一つお願いがあってやってきました。１年Ｂクラス、生徒会役員の一いち之の瀬せ帆ほ波なみさんに関してです。私はこれから彼女に対して攻撃を仕掛けます。その際、多少荒々しいことが起こるかも知れません」

「それは以前にも聞いた話だな。それで？」

　南雲は続けるように促す。ここまでのことは、以前より南雲が坂柳と２人で会った時に告げられていたことだった。もちろん、その事実を知る者は極めて限られている。

「彼女は１年生唯一の生徒会役員。言わば将来の生徒会長候補ということになります」

「このまま生徒会役員が１年から出てこず、余程優秀な存在が新入生から現れない限り、まず当確だろうな」

「ええ、そうですね」

　つまり一之瀬の損失は、生徒会、そして南雲にとっての損失ということ。

「先日の『お礼』を兼かね、こうして事前にお伝えしに参りました。最悪の場合、一之瀬帆波さんは退学することになるかも知れませんので、どうぞご容赦を」

　坂柳は南雲に臆おくすることなく、そう宣言した。

「『そこまで』許可した覚えは無いぞ坂柳」

　ここで初めて、南雲の顔から笑みが消えていく。

「ええ。生徒会長は一之瀬さんを虐いじめる程度にしておけ、と仰おつしやっていましたね。ですが、少々手荒にさせていただこうと思いまして」

「帆波は俺が可愛かわいがる予定の私物だ。おまえには弱らせるまでの権利しか与えてない」

「十分承知しています。が、予測できないことは常に起こりえます」

　南雲は坂柳を、やや鋭い視線で見つめる。

　人によっては睨にらみつけた、と表現する者もいるかも知れない。

　そんな南な雲ぐもの視線を坂さか柳やなぎは涼しげに受け流す。

「彼女が退学になってしまったとしても……構いませんね？」

　南雲は椅子のひじ掛けに置いていた肘ひじをゆっくりと移動させた。

「大胆な女だ。俺相手に物もの怖おじしないか」

「そういう性しよう分ぶんなもので」

「ひとつ聞かせろ。おまえなら俺に許可を取らず、実行に移してしまうことも出来たはずだ。だが、こうして律りち儀ぎに許可を取りに来た。それは俺を敵に回したくないからってことか？」

　礼などという言葉に騙だまされることなく、南雲は坂柳を問いただす。

「どう捉とらえて頂いても結構です」

「隠すな。素直な意見が聞きたい」

　お世せ辞じはいらない、南雲は本音を探る。

「この学校における生徒会は、私が当初考えていた以上の力をお持ちのようです。一いち之の瀬せさんを守るために生徒会……いいえ、南雲生徒会長が直々に動かれると、こちらとしても面倒なんです」

　一之瀬のバックに南雲がつくことは、坂柳としても避けたい。

　そういう回答だった。その答えに南雲は満足そうに白い歯をこぼす。

　遠まわしな表現ではあったが、南雲を敵に回したくないということ。

「俺がおまえに与えた情報は有効だったようだな」

「ええ。あなたのお陰で彼女の、一之瀬さんのウィークポイントを突くことが出来そうです。これからその情報をもっと有効的に活用させていただきます」

「いいぜ坂柳、おまえがこれからやることの全てを───生徒会側としては黙もく認にんする」

「生徒会側として『も』黙認すると信じてよろしいのですね？」

　南雲が僅わずかに残した言げん質ち。坂柳が見抜けないはずがない。

「……ふっ。ああ、生徒会側として『も』二言は無い。何をするつもりだ？」

「それはお楽しみ……ということにしておきましょう」

　この場でその戦略を口にすることにメリットはない。

　坂柳はそう判断した。目の前にいる南雲は、全くもって信用ならない男。

　生徒会の懐ふところ刀がたなになりうる存在を簡単に切り捨てようとしている。

「ところで、こうして２人きりでお話しできる機会は多くありませんし、予あらかじめお聞きしておきたいことがあるのですが」

「なんだ？」

「可能性は低いと思っていますが、状況が悪くなると強硬策……つまり腕力にモノを言わせて来る生徒がいないとも限りません。それに関して生徒会長はどうお考えですか？」

　[image: ]かつら城ぎや一之瀬、あるいは堀ほり北きたのような知略タイプに、坂柳は負けることはないと自負している。しかし、暴力行為だけは別だ。非力な坂さか柳やなぎには全く勝ち目がない。

「土壇場で力によってねじ伏せてくるタイプは苦手か？」

「得意ではありませんね」

　身体からだにハンデを負っている坂柳にとっては、尚なお更さらだ。

「生あい憎にくと、俺は力ずくも嫌いじゃない。そもそも学生に喧けん嘩かはつきものだ。堀ほり北きた先輩のように厳しく取り締まるつもりはないし、ある程度のこと……小こ競ぜり合あいによる喧嘩程度であれば笑って済ませるつもりさ」

　その宣言は、暴力を苦手とする坂柳にとってマイナスとなるかに思われたが、坂柳が危き惧ぐしていたのは別の部分だった。

「なるほど……では以前問題になった、１年のＤクラスとＣクラスの喧嘩騒動。南な雲ぐも生徒会長であれば、元生徒会長とは違ったジャッジを下したと？」

　須す藤どうと石いし崎ざきたち、どちらが殴り殴られたのか。監視カメラの有無などで争われた一件。

　直接南雲が関わっていないとしても、堀北学まなぶに固こ執しつする南雲が知らないはずがない。

「そうだな……。学校を巻き込んだあの一件、流石さすがに無罪放免とはいかないが、退学をチラつかせるような真ま似ねはしない。精々当事者たちが、停学処分になるくらいに留とどめただろうな。もちろんクラスポイントやプライベートポイントの罰則も求めない」

　あくまで生徒会側の意見では、と南雲は付け加えた。

　いくら生徒会が許しても、学校側がノーを突きつければノーになる。その点は坂柳も重々承知しているだろう。一般的な生徒会よりも遥はるかに強い権力を持っていても、所しよ詮せん学生。その部分を忘れてはならない。

「なるほど。あなたが非常に寛かん容ような方であることは十分に理解できました」

　今後、恫どう喝かつや暴力による戦いも現実味を帯びてくる、ということを計算に入れておかないといけない。

「もしその点に不安があるのなら２年の助すけっ人とを用意してやってもいいぜ」

　２年が１年を力で屈服させる。そんな行為を肯こう定ていするかのような生徒会長からの提案。

「ありがたい申し出ですが、それは不要。手持ちの駒だけで戦うのが私のやり方です」

　坂柳が知りたかったのは『どこまでやっても大丈夫なのか』という点。

　仕掛けられた際に反撃する権利があると分かっただけで、十分だった。

「満足したか？」

「ええ、十分に」

　南雲とのやり取りに満足した坂柳は、杖つえを掴つかみゆっくりと立ち上がった。

「ああ、そう言えば───」

「まだ俺に話が？」

　長くは時間を取れない。そう言っていた南雲の言葉などお構いなしに坂柳は言う。

「これはもう完全な雑談ではありますが、面白いお話を耳にしたので。何でも卒業間近の３年生から、プライベートポイントを購入しようとしている生徒がいたとか。卒業前に学校側に回収されることが決まっているものを卒業後の現金で買い取る戦略。事実なら非常に強力な……Ａクラス卒業の必勝法と言えそうですね」

　先日の合宿。高こう円えん寺じと南な雲ぐもの会話の中で飛び出した内容だ。男子だけが耳にしていた情報だが、男子の誰かが坂さか柳やなぎの耳に入れても不思議ではない。むしろ、坂柳の耳に入れておくべき話とも言えるだろう。

「あの手はもう使えないようにしておいた。それに高円寺だけが思いついた目新しい戦略ってわけでもない。昔から卒業間近の３年生が持つ余分なプライベートポイントを譲じよう渡としてもらおうと考える生徒は少なくなかったからな」

　過去から繰り返し行われてきたことだ、と南雲は鼻で笑う。

「だからこそ学校側は『卒業時に残ったプライベートポイントを買い取る』という限定ルールを３年生時に公開する。これが通例だ」

「そういうことですか。確かに私たちの知るルールでは、プライベートポイントは卒業時に没収されてしまうため、卒業時には無価値になってしまう。それなら仲の良い後輩に、プライベートポイントを託たくそうと考える３年生がいても不思議はありませんからね」

　塵ちりも積もれば山となる。数人からプライベートポイントを譲り受けるだけで、かなりの額が特定の生徒に集められてしまう。高円寺が早い段階で動いていたことを、南雲が察知していても不思議はない。

「本来３年生だけに開示される情報。それを２年である生徒会長が知っていることについては、この際無視するとして……１年の前で大々的にそれを公開したのは、今仰おつしやった限定ルールを変更させるためですか」

「高円寺にだけは学校側の提示額以上が出せるみたいだからな。反則の一手だ」

　全学年の男子が集まるタイミングで発表することで、学校側にルール上の抜け穴、問題点を認識させた。近々３年生に対し、プライベートポイントの譲渡を躊躇ためらわせるような追加ルールが設けられる可能性が高いだろう。

　普通、幾いくら裕福な家庭に生まれたとしても、卒業後に本当に金を支払える保証はない。しかし、高円寺の場合は極めて特殊な例だった。

　高円寺財ざい閥ばつの公式ＨＰの中には高円寺六ろく助すけが高校１年生の時点で莫ばく大だいな個人資産を築いていることが明記されていた。反ほ故ごにされる可能性があるにしても、賭けてみる価値は十分にあると思わせられるものだろう。

「しかし生まれ持った財力、それもまたひとつの実力。彼に許された戦略では？」

「だったら、それを先回りして阻そ止しするのも実力だろ？」

「フフ。確かにそうですね」

　坂柳は面白そうに笑い、杖つえを一度小さく鳴らした。

「元々、俺は２０００万ポイントを貯ためてＡクラスに移動するという学校のルールを評価していない。出来れば制度そのものを見直させたいくらいさ。まあ、仮にその制度が今後無くなるとしても、おまえたち１年には適用されないだろうけどな」

　既に学校側の措そ置ちとして坂さか柳やなぎたち１年にはそのルールが明確に伝えられている。２０００万ポイントを貯ためることに戦略の重きを置いている生徒がいる可能性を考えれば、撤回は出来ない。

「しかし、これまで誰一人、２０００万ポイントを単独で貯めた生徒はいないとか。お飾りに過ぎないルールであれば気に留める必要もないでしょう」

「単独では貯めれないってだけだ」

「クラス単位で貯められたところで、あまり意味はありません。スパイ行為として相手クラスに送り込む戦略を打ってくる、と危き惧ぐする生徒もいましたが現実的ではありませんね。仮に下位クラスから上位のＡクラスに生徒を送り込まれたとしても、既に優位なＡクラスに配属されれば簡単に裏切るでしょう」

「そうだな。わざわざ強いクラスを叩たたき落おとすメリットはない。が、仲間のために行動する正義感の強い生徒がいないとは言い切れない」

「そうですね。しかし、当然上位クラスも、突然やって来た生徒に情報を渡したりはしないでしょう。それにこの学校の試験では、個人によるマイナスはそのまま自分に返ってくるものが多い。意図的に自らのクラスの妨害をすれば、自身が退学になるでしょう」

　坂柳が制度を完璧に理解していると分かった南な雲ぐもは、満足そうに頷うなずいた。

「一つだけ忠告しておいてやる。おまえの好戦的な性格は嫌いじゃないが、今の段階から四方八方に敵を作ると苦労するぜ？　まずは周囲との信頼を築いておいた方が良かったんじゃないか？　今からでも遅くない。信頼を築け」

「そしてその信頼を武器に、勝利をもぎ取れと？」

「それがもっとも効率的な戦略だ」

　絶対に裏切らないと思われた相手からの裏切り。

　それは致命的ダメージを負わせるに十分な一撃になるだろう。

「ですが、信頼を築けと言うのであれば、生徒会長は大切にしてきた信頼というカードを投げ捨てるのが、少々早すぎたようにも思います。仰おつしやるとおり、最後の最後で使う方が、遥はるかに効果的だったのではありませんか？」

　合宿での元生徒会長への宣戦布告。そしてその信頼に対する裏切り。

「信頼を投げ捨てた？」

　その坂柳の言葉に、南雲は笑いを堪こらえるように言った。

「確かに堀ほり北きた先輩や３年Ａクラスの生徒たちからは、完全に信頼を失った。だが２年や他の３年からの評価は全く変わらないさ。１年もすぐに分かる」

　南雲の強がりや思い上がり。一瞬坂柳はそう思ったが、すぐに考えを改めた。

　堀北学まなぶとのルールを破ることすら、当初からの計画。

　それはすでに２年の中では統一された意思なのかも知れないと。

「この場で訂正してやる坂柳。おまえの実力を認める。この先、いつでも生徒会に入ることを許可するぜ」

「ありがとうございます。ともあれ今日は足を運んで良かったです。南な雲ぐも生徒会長の人となりを知ることが出来ました。少なくとも堀ほり北きた元生徒会長より相性が良さそうで安心しました」

　頭を丁寧に下げ坂さか柳やなぎは生徒会室を後にする。

　するとすぐ、南雲は坂柳の後を追ってきた。

「帽子を残したままだ」

「これはこれは。ありがとうございます」

　帽子を受け取ると、坂柳はもう一度頭を下げた。

「これで失礼します」

「坂柳、綾あやの小路こうじについて何か知っていることはあるか？」

　南雲からのそんな不意の問いかけ。

「綾小路……？　何となく耳にしたことはある名前ですが。１年生ですよね？」

「そうか、いや、なんでもない」

　知らないのなら話す必要はないと、すぐに南雲は話を切り上げようとした。

「もし必要ならお調べいたしますが？」

　あえて、一歩前に踏み出すように坂柳が助力を申し出る。

「いや、余計なことを言った。忘れろ」

「そうですか、では」

　坂柳が歩き出すと、一人の女子生徒と鉢合わせした。

　交友関係の広くない坂柳でもよく知っている、１年Ｃクラスの[image: ]くし田だ桔き[image: ]きよう。

「こんにちは、坂柳さん」

「偶然ですね。ひょっとして生徒会室に御用ですか？」

「うん。生徒会に立候補しようかな、なんて。もしかして坂柳さんも？」

「似たようなものです。失礼致しますね」

「またね～」

　このタイミングで生徒会入りを希望する[image: ]田に、やや疑問を感じた坂柳。通常、彼女のような優等生であれば、生徒会を熱望しても不思議は無い。ただ、時期に納得がいかなかった。南雲の特別試験での行動は女子にも広く知れ渡っている。生徒会長を深く知る上級生ならともかく、１年生であれば南雲の行動に不信感を抱いてもおかしくない。

　もし彼女が綾小路清きよ隆たかの裏の素顔を知っていて、協力関係にあったとすれば、南雲を探るために送り込まれた、という可能性も出て来る。

　しかし、綾小路の性格を考えれば、今の段階で不用意に南雲と関わろうとはしない。

　[image: ]田桔[image: ]。彼女の悪い噂うわさなど一度も耳にしたことが無い。善人の塊かたまり。

「フフ。そういう人間ほど、案外悪人だったりするのですが」

　少なくとも坂柳は完全なる善など信じない。






○変わっていく関係









　Ｃクラスの早朝は、異様な光景から幕を開ける。

　軽かる井い沢ざわ恵けいを中心に一つの輪が出来ているようで、その輪を形成する女子たちからは、動どう揺ようにも似たざわめきが起きているようだった。

「今日は随ずい分ぶんと遅い登校なのね綾あやの小路こうじ君」

　始業のチャイムまで５分を切っていたこともあり、隣人の堀ほり北きた鈴すず音ねにそう突っ込まれる。

「寝坊したんだ」

「へえ」

　興味無さそうに返事をした堀北。

　こちらの感情の無い会話とは違い、恵のグループはきゃいきゃいと盛り上がっていく。

「軽井沢さん、平ひら田たくんと別れたそうよ」

「それで、妙にそわそわしてるわけだな。ビッグカップルの破局か」

「ご丁寧にクラス中に響くように話してくれるから、嫌でも内容が頭に入ってくるの」

　うんざりといった様子で、堀北は一度息を吐いた。それから言葉を続ける。

「あなた、平田くんや軽井沢さんと仲が良いみたいだし、知ってたんじゃないの？」

「知るわけないだろ。プライベートな問題なんて」

　合宿の段階ではまだ平田に切り出していなかったようだが、実行に移したらしい。

　学年の中でも一際目立っていたカップルだけに、その波は紋もんの広がりは凄すごい。

　第三者がこの事実を聞いたら間違いなく驚くだろう。

　しかし、これで恵と平田の繋つながりは表向き消えたことになる。

　もっとも、それで女子グループの求心力が恵から失われるわけではないだろう。

　唯一例外があるとすれば、このクラス内に平田の心を射止める本当のパートナーが誕生した場合だが、そのケースでも恵が押しのけられるようなビジョンは見えない。

　仮にその女子が恵を蔑ないがしろにするような行動を取ろうとすれば、誰よりもまず平田が阻そ止しするからだ。

　そうでなければ、平田が偽りのカップルになってまで恵を救った意味がなくなる。

「で、どっちが振ったんだ？」

　オレは堀北にそう聞いてみた。

　この部分はオレ自身も知らないことなので、堀北には疑いようが無い。

「軽井沢さんの方みたいね」

「意外だな。良い男と付き合うことをステータスだと思ってそうなもんだが」

「そうね。少なくとも私はそう思っていたけれど……」

　一瞬、怪しむような目でオレを見たがすぐに自分から逸そらした。

　オレの表情から得られる情報などあるはずがない。

　それを堀ほり北きたもよく理解し始めた証拠だ。

　しかし恵けいから平ひら田たを振った、か。

　元々恵から始めた偽カップル。どっちが振るも振らないも本来はない。

　だが恐らく平田から、その方が恵にとっては良いと打診があったのだろう。

　もし平田が恵を振ったとすれば、恵に問題ありとして恵の立場も危うくなっていたかも知れない。ともかく、Ｃクラスにとって２人の別れが衝撃的だったことは、今の周囲の様子からもよく分かる。

　ただ女子が凄すごいなと思うのは、そんな恋愛事情を堂々と話していることだ。

「え、え？　軽かる井い沢ざわさん新しい彼氏が出来たわけじゃないのに別れたの!?」

　篠しの原はらの包み隠さぬ声が響く。

　池いけや須す藤どうたちが雑談しながらも、その会話に耳を傾けているのは明らかだ。

「あたしもさ、ステップアップしなくちゃって思ったわけ。洋よう介すけくんに甘えるのは簡単なんだけど、自分で色々考えてみたくなってさ」

　ビッグカップルの破局は、Ｃクラスへの影響はもちろん、それ以外のクラスにも影響を与えることになるだろう。間違いなく平田を巡る女子の争そう奪だつ戦せんが行われる。

「よく恋愛をしようなんて気になれるものね。この学校のルールを考えれば、明日の保証なんてどこにもない状況だと分かりそうなものなのに」

「明日の保証がないからこそ、今を全力で楽しんでるのかも知れないだろ」

「それが他の人の明日を奪うことにならないのなら、否定する理由はないのだけれど……」

　一方、話題の一人である平田洋介はというと、いつも通りの優しい表情で、クラスの男女に囲まれるように座っていた。

　彼女に振られたとは言え、平田に惨みじめな印象がつくことは皆無だ。

　池や須藤がからかいに行く様子が無いのが立派な証拠。

　いや、あるいは……もはやそういうことは卒業した、と言うべきか。

　話を気にしている素振りは多少あるが、コソコソ陰口を言ったりといった様子は見られない。むしろオレと堀北の方が野や暮ぼな会話をしているくらいだ。

　これまでの特別試験、そして前回の合宿。

　それらが未熟だった人間たちに、少しずつ変化を与え始めている。

　が、もちろん全員が一様に成長しているわけではない。

「よう平田～。おまえ軽井沢に振られたんだって～？　どんまいどんまい！」

　場の空気を読めるようになった、そう思ったのだが、山やま内うちだけは違った。

　ヘラヘラと愉快そうに近づいて平田の肩を叩たたく。

　それを見た池と須藤が、ちょっと不快感を露あらわにして近づいていくと、山内の両脇をそれぞれが抱える。

「おいなんだよ。おまえらも一緒に平田を慰なぐさめてやろうぜ。イケメンだって振られる！」

「悪趣味なんだよおまえは。やめとけ」

「はあ？　イケメンが振られるところなんて、滅めつ多たに遭そう遇ぐうできないんだぜ？」

　須す藤どうが山やま内うちを窘たしなめるも、聞き入れず反論する。

「悪いな平ひら田た、すぐ連れてくぜ」

「いいよ。事実だしね」

　不快感を示してもおかしくないものだが、平田は気にした様子を見せない。

「そう言えば……一いち之の瀬せさんのこと、何か知ってる？」

　不意に、隣の堀ほり北きたから飛んできた話題はＢクラスに関するものだった。

「ここ最近彼女に対する、誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようのようなものが聞こえてくるようになったけれど」

「人気者を妬ねたんだ嘘うそ、ってヤツじゃないのか？　あるいはＢクラスを陥おとしいれたい誰かの戦略とかな。誹謗中傷の内容は？」

「……口にするのは多少抵抗があるものもあるわ」

　そう言って、具体的に口にはせず、机の中からノートを取り出した。そしてそこに幾いくつかの文字を書いてオレに見せてくる。

『暴ぼう力りよく沙ざ汰たを起こした過去がある』『援助を受けて交際をしていた』『窃盗、強盗を行った』『薬物の使用歴がある』などなど。

　そこらの不良でも全ては経験していないだろうことが並んでいる。

「よくここまで酷ひどい噂うわさをばら撒まいたもんだな」

「とてもそんな風に見える生徒ではないけれど……」

「噂を立てて流すだけなら、罪には問えないからな」

「そんなことないわ。名めい誉よ毀き損そんは真実、嘘を問わず公然……不特定多数に摘てき示しした場合に適用される。訴えることは可能よ」

「社会ならまず間違いなく、それで成立するだろうさ」

　だがここは高校。未成年の生徒たちの間、閉鎖空間でのこと。

　全世界に発信されるインターネットに書き込んでいるわけでもない。

「到底罪には問えない、ってことね」

　社会的な罰則は無理でも、学校の裁さい量りようで罰則を与えることは可能だ。だが噂を流した張本人、その特定は困難だろう。噂の類たぐいを広めたのは自分ではなく人づてにそう聞いた、何となく日常の会話で聞いた気がする、と言われてしまえばそれまでだ。学校側も深く追及することは出来ず最終的にうやむやになるだろう。

　精々、これ以上不用意に噂を広めるなと注意することしか出来ない。

　何にせよ、一之瀬を潰つぶすための戦略が着実に実行されていることだけは確かだ。

　裏で糸を引いているのは、十中八九坂さか柳やなぎ。しかしその事実を知る者はまだ多くない。

「一之瀬は、それに対してなんて？」

「そこまでは知らないわ。彼女と親しいわけでもないし。それに、下手に踏み込めば私たちが仕掛けたと疑われるかも知れない」

「ま、傍ぼう観かんしておくのが一番賢いのは事実だな」

「でも……一いち之の瀬せさんにこんな陳ちん腐ぷな戦略が通用するかしら」

「と言うと？」

「幾いくら悪い噂うわさを立てたところで、与えられるダメージは知れてるわ。一之瀬さんの学校内での評判は私だって知ってる。さっきあなたが言った妬ねたみだけで行うにはあまりに惨みじめな嫌がらせよ」

「なら、戦略ミスってことだ」

「そうね。でも、火の無いところに煙は立たない、とも言うわ」

「一之瀬が暴力の常習犯だったり、薬をやってたりするってことか？」

「全てじゃなくても、何かひとつくらいならあるんじゃない？」

　もちろん、可能性は極めて低いけれど……。そう付け加えた。

　確かに堀ほり北きたの言うように全てが嘘うそや噂である証拠はどこにもない。

　坂さか柳やなぎが何かしら匂わせる発言をしていたことからも、これらに関する一部分にでも、事実が含まれているかも知れない。

「まぁ……考えて答えの出るものでもないわね。それよりも、合宿の結果を元に各クラスの状況が現状どうなっているのか、改めて出してみたの。見てもらえる？」

「え、興───」

「興味ないのは知ってるわ。いいから頭にだけ入れておいて」

「……そうしよう」

　強引にオレの机に置いたノートのページをめくった。





　　　　１






　朝の平ひら田たと恵けいの破局騒動も覚めやらぬ中、またもや色いろ恋こい沙ざ汰たでＣクラスに事件が起こる。

「失礼します」

　放課後を迎え、それぞれ部活に行く者、帰宅する者などが現れ始める頃、意外すぎる人物が一人で現れた。

「こちらに、山やま内うち春はる樹きくんはいらっしゃいますか？」

　教室の中に残った生徒たちは、驚きながら一斉に山内の方へと目を向ける。

　これから池いけと寮に戻ってゲームでもするつもりだったのだろう、山内は何かのゲームに関する攻略本を開いているところだった。

「え、俺だけど……何か用？」

　可愛かわいい子を見ればテンションを上げる山内だが、度ど肝ぎもを抜かれたらしい。

　１年Ａクラスのリーダー、坂柳が現れて山内を名指ししたのだ。

「少しお時間よろしいでしょうか」

「も、もちろん空いてるけどさ……」

「……ここではなんですので、階段傍そばの廊下でお待ちしていますね」

　他の生徒の視線が気になったのか、坂さか柳やなぎは俯うつむき加減に廊下へ消えていった。

　一度静寂に包まれるＣクラス。

「いやいやいやいや！　ありえないだろ！」

　沈黙を破ったのは、指名を受けた山やま内うちの傍そばにいた池いけ。

　ここに須す藤どうもいれば更に大騒ぎだったところだが、既にバスケ部の練習に向かっている。

　あまりに大胆な登場と誘いに、山内本人含め他の生徒も思考が追いつかない。

　ただ本能で動いている部分があるのか、山内はすぐに鞄かばんを持った。

「悪いな！　ちょっと用事が出来た！」

「あ、ああ……」

「待ちなさい山内くん」

「な、なんだよ堀ほり北きた」

　今にも教室を飛び出す勢いだった山内。

　その出鼻を挫くじくように堀北が入り口に立ちふさがる。

「もしかしたら、彼女はＣクラスを陥おとしいれる何かをしようとしているんじゃないかしら」

「はあ？　なんでそうなるんだよ」

「あなたが誘われるという事態が、異常だと言っているの」

　終始真面目な表情の堀北ではあるが、言っていることは直球、あまりに鋭い言葉のメス。

　常人なら、ほぼ間違いなくバカにされていると気づくレベル。

　しかしそこは山内、むしろポジティブだった。

「パンを咥くわえた転校生と街角でぶつかって恋に落ちる……そんな王道を知ってるか？」

「え？　パン……街角？」

　何を言っているのか理解できない堀北が眉み間けんにしわを寄せる。

　確かに山内の発言だけを拾えば、何を言っているのか全くわからないだろう。

　ただ、合宿で坂柳と衝突して転ばせてしまった山内を見ていたオレには、そのときのことを言っているであろうことが推測できた。

「坂柳ちゃんが待ってるから行くぜ」

　堀北の制止を聞き入れるはずもなく、山内は歩き出す。

「もしこれが罠わなだったらどうするつもり？」

「どうするもこうするも、罠なんかじゃないって」

　全く信じようとしない山内。

「確かに俺はこのクラスのリーサルウェポンだ。でも、だからこそ大丈夫なんだよ。万が一罠だったら、そこはうまくやっとくから」

　何をどううまくやっておくのか、具体的な対策があるなら聞いてみたいところだ。

　十中八九、何も考えていないと思われる。

「……分かったわ。あなたが行くというなら、私には止める権利は無い。でも、クラスの内情にかかわるような迂う闊かつな発言だけはしないで」

「心配するなって。よくわかってるからさ」

　そう言って、山やま内うちはニヤッと笑って教室を出て行く。

　池いけを含め、一部の生徒は慌ただしく山内の後をつけるように続いた。

「私たちも行ってみようよ」

　そう言って声をかけてきたのは、波は瑠る加かだった。啓けい誠せいと愛あい里りにも声をかけたのか、２人も一緒だった。わざわざ断ることでもなかったので、軽く頷うなずいて席を立った。

　廊下に出ると、すぐに池たち数人の男子を見つける。

「あ、ストップストップ。こっちこっち！」

　オレたちが素通りしようとすると、博士はかせが気づいて呼び止める。

「そっちで今、二人が話してるからさっ」

「……え、何その喋しやべり方かた」

　博士が『ござる』口調じゃないことに気づいた波瑠加が、一言呟つぶやく。

「合宿で矯正されたみたいだな」

　博士が真面目な口調になったことを、オレが補足しておいた。

「なんていうか、没ぼつ個性って感じ。まぁ、興味ないけど」

　波瑠加はすぐに博士からは興味を失くしたようで、オレたちは山内と坂さか柳やなぎに注目する。

「えぇと、それで話って何かな……」

　緊張した面持ちで話しかける山内。

　一方の坂柳も、どこかテレ臭そうにしながら左手で少しだけ髪をかき上げた。

　これを心理的な観点から読み解くなら、気になる異性に対して自分を綺き麗れいに見せたいという無意識の表れ、と解くことが出来る。

「もしかして、マジで坂柳は春はる樹きに気があるのか？」

　二人の様子を見ながら、池がどこか悔しそうに呟く。恐らく坂柳の表情や仕草のひとつひとつから、無意識にそう読み取ったのだろう。

　しかし、坂柳の場合は意図的にその空気を作り出しているとみるべきだろう。

　そう冷静に分析するのに対し───

「いやいやバカすぎ、超あざとっ。絶対山内くんのこと好きじゃないよね」

　女の直感とでも言おうか、波瑠加が吐くような真ま似ねをしながら毒づいた。

「う、うん私もそう思う」

　見ていた愛里も、それを感じ取ったのか、波瑠加に同意した。

「男って単純って言うか、あんなのに騙だまされるわけ？　絶対演技じゃん」

「……本当に演技なのか？」

　見ていて分からなかった啓誠。

　まあ、実際裏を読もうとしなければオレにも分からないが……。

「絶対演技」

　言い切る波瑠加。
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「堀ほり北きたさんの言うように、Ｃクラスの情報を手に入れようとしてるのかも」

「けどそれにしては露骨すぎないか？　もっと上う手まいやりようはあるだろ。こっそり山やま内うちに接触する方が警戒もされないし成功率も高いはずだ」

「それは、そうだけど……」

　啓けい誠せいの言う通りでもある。もし、仮に山内を罠わなに嵌はめるつもりがあるなら、幾いくらでも接触方法はある。わざわざＣクラス全体に悟られるように行動しても百害あって一利なし。これで問題が起きようものなら、間違いなく坂さか柳やなぎが絡んだ一件だと断定されてしまう。そういう意味では、啓誠や池いけの言うように、実は山内に気があって……というほうがしっくりくる。だが好戦的かつ大胆な坂柳、どっちとも取れるところだ。

「実は以前から、山内くんとは少しお話がしたいと思っていたんです」

「ままま、マジで？　マジのマジで？」

「こんなことで嘘うそをつくほど、私は暇ではありませんよ？」

　こちらで勝手な分析を繰り広げている間に、二人の間に会話が成立していく。

「ここでは落ち着きませんし、移動しませんか？」

「そ、そうだなあ。うん、そうしようそうしよう」

「では、少々お付き合いください」

　二人が並んで歩き出す。

　山内は坂柳のゆっくりとした足取りに合わせるようにしていた。

　一応最低限の配はい慮りよはできるらしい。

　流石さすがにこれ以上を追いかけるのは難しいと判断したのか、他の生徒も二人を見送った。
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　部活に向かった明あき人とを除いた、綾あやの小路こうじグループ全員がカフェに集まったところで、すぐに波は瑠る加かが切り出した。

「さっきの山やま内うちくんと坂さか柳やなぎさん、あの茶番劇の真相はなんだと思う？」

「茶番劇と決め付けていいのか？」

　啓けい誠せいは波瑠加に改めて聞いてみる。

「それは───だってさ。ねえ愛あい里り？」

「私……あれは、やっぱり、その、アレなんじゃないかなぁ……」

　やや頬ほおを赤らめながら愛里が言った。

「えー？　でもさぁ、わざとらしかったじゃない」

「うん、仕草はそう見えたけど……でも啓誠くんも言ってたけど、Ｃクラスを訪ねてまで何か悪いことしてくるかなって」

「それは、ほら。逆にそう思わせといてってヤツよ」

　あえて姿を晒さらすことで、安易すぎて罠わなじゃない、と思わせる。

　そういったことも確かにあるだろう。

「きよぽんとゆきむーはどう思った？　マジで恋愛の可能性はあると思う？」

　改めて聞いてくる波瑠加。

「俺はその手の話題に疎うといんだ、何度も聞かないでくれ」

　これ以上恋愛話はごめんだと、啓誠は回答を拒否した。

　必然、波瑠加と愛里の視線がこちらに向く。

「山内と坂柳の間にこれまで接点はなかったし、唐突すぎる。恋愛に直結させるのは安易じゃないか？」

「きよぽん冷静な意見ー。恋愛に過程は必要ないって言いたいところだけど、相手が平ひら田たくんとかならともかく山内くんじゃあねえ」

　結局、今持ちうる情報ではこれ以上話を広げることも出来ない。

　やがて山内と坂柳の恋愛話ではなく、Ｃクラス内の事情へと移り変わる。

「あ、平田くんと言えばさ……軽かる井い沢ざわさんと別れたよね」

「そっちは意外でもないって言うか、私はいつか別れると思ってたけどね」

「え、そ、そうなの？」

「男子と女子のリーダー的なカップリングで見れば妥だ当とうかもしんないけどさ、釣り合ってないじゃない？　なんていうか平田くんならもっと大人しい美人とかのが好きそうだし」

「軽井沢さんだって可愛かわいいと思うけどな……そう、思わない？　清きよ隆たかくんは」

　何とも答えづらい質問を愛あい里りが投げてきた。

　と言うより、それに関することが聞きたくて聞いてきた、とも言える。

「どうかな。あまり軽かる井い沢ざわに対して注目したことがないからな」

　愛里がどう思っているかは分からないが、そう答えておくくらいしか出来ない。

「ま～そうよね～。まあ、軽井沢さんはともかく、問題は平ひら田たくんがフリーになったことでしょ」

　上う手まい具合に波は瑠る加かの方が話題を平田へと戻してくれた。

「クラスの中でも平田くんが好きな子は結構いるっぽいし、どうなるかなー」

「そう、なんだ？」

「えー気づいてないわけ？　例えばさ、みーちゃんなんて間違いないと思うけど」

「あ……言われてみたら、確かに時々平田くん見てたかも」

「でしょでしょ？」

　啓けい誠せいは恋愛話に辟へき易えきしたのか、ノートを取り出し始めた。

「ちょっと勉強させてもらうぞ」

「あ、もうすぐ学年末試験だっけ……憂ゆう鬱うつなこと思い出した」

「波瑠加たち用にも、色々と作らないといけないからな」

　ははあ、と波瑠加はテーブルに土下座するように頭を下げた。

　学年末試験に関しては、茶ちや柱ばしらから特別な説明はなかった。つまり従来通りの筆記試験。

　赤点になる生徒が出てくれば、即退学になる。そういうものだろう。

「いつから勉強会開く？」

「そうだな……15日に行われる仮テストが終わった段階からにしよう。そこから学年末試験までは10日ほど。出題された問題や傾向から、集中してやれば十分だ」

「さっすがゆきむー、完璧な計画。賛成賛成」

　今から勉強なんてしたくないようで、波瑠加は嬉うれしそうだった。

「学年末試験が終わった３月には、恐らく学年最後の『特別試験』が待ち構えているはずだ」

「学年最後の特別試験……。そっか、もうすぐ１年生が終わるんだね」

「色々あったけど、過ぎてみると早いもんねー」

　愛里と波瑠加はそれぞれ、１年間を振り返る。

「回想するには早すぎるぞ。学年末試験で転べば退学、特別試験も内容次第だ」

　現実を突きつける啓誠。それは波瑠加たちを思ってのことだろう。

「あ」

　啓誠が勉強に向かった直後、波瑠加が何かに気づいた。

　その視線をオレも追うと、そこには一いち之の瀬せの姿があった。男子数人、女子数人と行動しているようで、全員Ｂクラスの生徒だ。オレたちのような集まりなんだろうが、見える範囲での生徒たちの表情は硬めだった。

　誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようを受ける一いち之の瀬せを守るための配はい慮りよにも見えた。

　ただ、一之瀬がそういう状況を望んでいないのだろう。彼女はいつものように振る舞い、仲間内に話しかけるのはもちろん、行く先々で友達に明るく声をかけている。

　気になった点があるとすれば、神かん崎ざきの姿がなかったことくらいか。

　一之瀬の側近として、結構な頻ひん度どで一緒にいるイメージだった。

「今、結構問題になってるよね」

　そんな一之瀬たちの様子を、どこか冷めた目で見る波は瑠る加か。

「……変な噂うわさ、のことだよね。誰が流したのか知らないけど、酷ひどいよね……」

「特別珍しいことでもないんじゃない？　今回のはちょっと行きすぎてる内容だけど、似たようなことって結構あるもんなのよ。人気の女子が背負う宿命ってヤツ？」

「そうなの？」

　知らなかった、と愛あい里りが不思議そうな顔をする。

「もしも愛里が一之瀬さんくらい積極的なタイプだったら、今頃妬ねたみとか凄すごかったと思うよ？」

　確かに、そういうものかも知れない。

　とは言え愛里には、自分が積極的なタイプであるイメージは全く持てなかったらしい。

　考えてはみるものの、全く想像できなかったようだ。

「ま、気にしないことが一番なんじゃない？」

　その辺、一之瀬も分かってるでしょ、と波瑠加は言う。

　オレはこの話題に特に触れることもなく、波瑠加と愛里の話に耳を傾け続けた。
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　それから２時間ほど。女子同士で雑談したり、啓けい誠せいはノートと向き合ったり。

　オレは時々愛里たちの会話に混ざりつつ、なんとなく携帯を触っていた。

　テーブルに置いていた波瑠加の携帯が震ふるえた。

「あ、みやっちからだ」

　画面を操作して、スピーカーで通話に出る波瑠加。

「部活終わった？」

「悪い、ちょっと遅れそうだ」

　やや緊張した声の明あき人とから遅れる旨の連絡だった。

「あれ、もしかして部活の居残り練習とか？」

「いや……ちょっと厄やつ介かいなことになりそうだ」

「何、厄介なことって。もうちょっと分かりやすく説明してよ」

「ＡクラスとＢクラスが揉もめてんだよ。最悪喧けん嘩かになったら止めなきゃまずいだろ」

　明人が巻き込まれているわけではないようだ。

　しかしＡクラスとＢクラスが？

　先ほどのＢクラス、その主要メンバーたちの顔が過よぎる。

　だが、喧けん嘩かに発展するような不用意なことを一いち之の瀬せがさせるだろうか。

「そんなのほっとけばいいじゃん。ウチらのクラスに関係ないんだからさ」

「明日は我が身、だろ」

　そう言って明あき人とは通話を切った。普段、あまり明人の口数は多くないが合宿では誰も関わりたがらない龍りゆう園えんをグループに迎え入れたりと、意外と熱い部分を持った男だ。

「誰が揉もめてるんだろうね……？」

　その点が気になるのか、愛あい里りが聞く。

「揉もめ事ごとを起こすのは、いつも決まってあのクラスだったのにねえ」

　もちろん、今Ｄクラスに落ちた龍園のクラスのことだ。

「言われてみればそうだね」

　意外なＡクラスとＢクラスの対立に、二人は首を傾かしげた。

「ねえ愛里、きよぽん、ちょっとみやっち探しに行ってみない？」

「で、でも危なくないかな？」

「まーね。もしかしたら、触発されてウチらのクラスまで飛び火してくるかもだし」

　からかうように答えた波は瑠る加か。

　愛里は、ちょっと怯おびえるように身を縮ませた。

「大丈夫。いざとなればみやっちが何とかするんじゃない？　昔は悪だったみたいだし」

「わ、悪？　そうなの？」

「本人からぽろっと聞いただけだけどねー」

　龍園相手に物もの怖おじしないところも、自分の腕にある程度自信があるから、ということもあるのかも知れない。

「まぁ愛里がピンチになったら、きよぽんが助けてくれるって。ね？」

「……善処はする。でも喧嘩は勘弁してくれ」

「あははは、まぁ大丈夫でしょ。この学校で暴力行為なんて、そうそう起こらないし。多分」

　何度か前例があるだけに、波瑠加は最後を曖あい昧まいにした。

　明人探しを拒否する材料もなかったためついていくことになった。
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　弓道部へと向かう道すがらに、明人の姿は無かった。

「あっれー？　どこいったんだろ、みやっち」

　明人がカフェに向かおうとしていたことは間違いないだろうから、途中で揉めている連中を見つけ場所を変えたということだろう。

　三人で固まって、明あき人とを探す。

　捜索開始から数分して、部活帰りのクラスメイトから有力な情報を手に入れた。

　そして校舎から少し離れた、体育館傍そばにたどり着く。

　そこには二人の男子生徒が向き合っていた。

　両者とも、波は瑠る加かたちの想定にはなかった人物ではないだろうか。

　一人は１年Ａクラス橋はし本もと。

　もう一人は１年Ｂクラス神かん崎ざき。

　そして、その二人を見張るように、明人が立っていた。

「本当に喧けん嘩かってわけじゃないんだな？」

「しつこいぜ三宅みやけ。そもそも、因縁をつけてきたのは俺じゃなく神崎の方さ」

　絡まれて参っている、といった態度を見せる橋本と、オレの目が合った。

「お仲間の到着みたいだぜ？」

　橋本の指摘で、明人と神崎がほぼ同時にこちら側を見た。

「……おまえら、来たのか」

　首を突っ込んでほしくなかったようだ。

　まあ、こういった問題に女子が絡んでも得はない。

　しかし波瑠加は食い気味に言う。

「みやっちが変なことに首突っ込むからでしょ。助けに来てあげたわけ」

「助け……ね」

　話すんじゃなかった、と明人は後悔したように一度空を見上げた。

「なに、この二人が喧嘩してたわけ？」

　来てしまったものは仕方が無いと、明人は頭を切り替える。

「俺の勘違いだ。多少険悪な様子ではあるみたいだけどな」

「険悪なのは神崎だけさ」

　確かに橋本はいつもと変わらない様子のようだ。

　だが明人はその言葉を鵜う呑のみにはしない。

「そうだといいけどな」

　明人はこの場から離れる様子を見せなかった。

　いつ騒動に発展するか分からないと思っているようだ。

　一方、神崎はややばつが悪そうにオレたちを認識していた。

　つまり、この場に他の人間がいてほしくないらしい。

　しかし、人払いできる状況じゃないことも分かっている。

　だからこそ何も言わない。

　結局神崎はオレたちに一言も発さず、再び橋本へと向き直る。

「先ほどの続きだ橋本。放課後、何をしていた。部活に所属していないおまえが、この時間まで残っている理由は？」

「部活がなきゃ、早く帰らないといけないのか？　放課後どこで何をしてようと自由だろ。それにこの場じゃ、部活に所属してるのは三宅みやけだけだと思うんだがな。なぁ？」

　揚あげ足あしを取るように橋はし本もとがこっちを積極的に巻き込んできた。

　神かん崎ざきと違い、橋本にとってオレたちの登場は好都合らしい。

　オレたち綾あやの小路こうじグループは一度顔を見合わせる。

　ＡクラスもＢクラスも、オレたちにとっては味方とは言えない。

　とは言え、どちらかにつくのなら必然的にＢクラスになるだろう。

　堀ほり北きたと一いち之の瀬せが結んでいる停戦協定があるからだ。

「はっ。答えちゃくれないか」

　こちらが橋本の問いかけに沈黙で答えると、察したように笑った。

「おまえの場合は誰かと待ち合わせていたわけでもない。適当な人間を捕まえて『噂うわさ』を吹き込んでいたんじゃないのか」

　表情こそいつもの冷静な神崎だったが、その気迫は中々のものだ。

　どうやら神崎は例の一之瀬の噂に対して橋本に詰め寄っていたらしい。

　それが喧けん嘩かに発展することを明あき人とが心配して、この状況に至ったのか。

　神崎の物言いから、橋本もある程度動きを掴つかまれていると感じたのだろう。

　二度三度小さく頷うなずいた。

「噂？　ああ、一之瀬が色々悪さをしてたってヤツか？　俺とその噂に何の関係が？」

「とぼけるだけ時間の無駄だ。この場でハッキリさせておきたい。おまえたちのやっていることは、悪質すぎる。これじゃ龍りゆう園えんと何も変わらない」

「そんなことを俺に言われてもな。どうとも答えようが無い」

　普段から掴みどころの無い橋本は、神崎からの追及にものらりくらりだ。

　明人は即つかみ合いの喧嘩になることは無いと判断し、距離をとった。

　そしてオレたちの隣にやって来る。

「ねえ、どうするの」

　波は瑠る加かが小声で明人に聞く。

「どうするもなにも、とりあえず見守る。何事もなく別れるならそれで終わりだ」

「でも……私たちが聞いてていいのかな」

　やや不安げな愛あい里りの気持ちも分かる。

　この話し合いにＣクラスは全く関係が無い。

　少なくとも神崎は歓迎してない。そういった空気は伝わるものだ。

「どう思う清きよ隆たか」

　明人から助言を求められる。

「向こうに行けと言われるまではいいんじゃないか？　もし、この先諍いさかいになったときには第三者がいた方が正当性も主張しやすいだろうし。それは神崎にとってもメリットのはずだ」

　それで明あき人ともすぐ納得がいったのか、小さく頷うなずいた。

　橋はし本もとは、神かん崎ざきに対して噂うわさの件へ一歩踏み込む。

「なあ神崎。そもそも一いち之の瀬せの件、本当にただの噂なのか？」

「なに」

「火の無いところに煙は立たない。多分多くの生徒がそう思ったはずだぜ」

「噂は火がなくても煙を立てることが出来る。人間の悪意さえあればな」

　橋本は傍そばの壁に背中を預ける。

「なるほど、確かに火と噂は別物だ」

　何でも世の中の出来事を、ことわざに当てはめられるわけではない。

「だが、一之瀬に黒い過去がないと、おまえに言い切れるのかよ神崎」

「約１年。Ｂクラスで苦楽を共にしてきた。だからこそ分かることもある」

「やめてくれよ神崎。臭すぎて直視できないぜ」

　そう言って視線を落とす橋本。

「もちろん、直接一之瀬にも話を聞いている」

「へえ。それで一之瀬はなんて？」

「噂などに惑わされず気にしないでいて欲しい。そう答えた」

「つまり否定も肯こう定ていもしなかったわけか？」

「そうだ。だから信じることにした」

「おいおい、本気か？　どこまでお人好よしなんだおまえは」

　鼻で笑う。そしてすぐに橋本は続けた。

「自分の黒い過去なんて、話したくないのが普通だ。仲間に聞かれたからって、全部本当のことを話すわけがない。だからクラスメイトに対して真実を語らなかったんだよ。それとも、今が善人だから、過去も善人だったと決め付けてるのか？」

　橋本の揺ゆさぶり。

　神崎はそれに対し、動どう揺ようする様子はない。

　一之瀬を信じきっている、そんな目をしていた。

「一之瀬の右腕だからって、全部話してもらえてると？　どこまで甘いんだよ」

　妄信した信者のようだと、橋本は呆あきれを隠さない。

　むしろこれ以上の対話に意味は無いと結論付けたかも知れない。

「今、俺が聞いているのはそんなことじゃない。おまえが今日していたことの詳細だ」

「教えてやるよ。確かに俺は一之瀬の噂について他人に話した」

　橋本がそう認める。

「なぁ神崎。おまえは頭もいいし、思いやりもある男さ。けどな、だからこそこういったことには深入りしない方がいいぜ。信じるしか出来ない人間にはどうすることも出来ない一件なのさ」

「つまり噂を取り消すつもりは無い、と」

「勘違いするなよ？　噂うわさを取り消すもなにもない。噂は右から左へ、どこからともなく流れてくるだけなんだ。俺もまたその噂を聞きつけ、左へと流しただけのこと」

　噂を聞かせたことは認めたが、噂を流した張本人であることはきっぱりと否定した。

　しかし神かん崎ざきはそれだけでは引き下がらない。

　最初から、噂の出所が橋はし本もとでないことなど分かりきっているからだろう。

「ここ数日間、おまえたちＡクラスを徹てつ底てい的に調べさせてもらった」

「それで？」

「噂の出所は全て、１年Ａクラスの男女数名にたどり着いた。そして、その数名に、噂をどこから聞いたのかと問い詰めると、決まって『覚えていない』『どこかで聞いた』と曖あい昧まいな回答をした。今おまえが答えたようにな。これが何を意味しているか、おまえなら分かるはずだ橋本」

　全ての生徒に対して、指示した人間がいるということ。

「悪いな神崎、さっぱり分からない。よかったら説明してくれよ」

「一いち之の瀬せを陥おとしいれる噂の出所は、ほぼ間違いなく１年Ａクラスだということだ」

「へえ」

「言い逃れをさせるつもりはない。１年だけではなく、２年と３年でも、おまえから噂を聞いたという生徒にたどり着いている。必要なら呼び出して事実を目の前で確認させてもいい」

　どうやら神崎たちは、その噂の出所を徹底して調べ上げたようだ。

　そして１年Ａクラス主導で、行っていたということに確信を持った。

　だから今、こうして橋本に接触している。

　複数を従えず神崎単独で行っているところを見ると、一之瀬への配はい慮りよだろう。

　下手に大勢で騒ぎ立てれば、噂に興味のない生徒も関心を示しだす。

　いや、もしかするとこの一件、神崎一人で対応していた可能性もあるな。

「なるほど。それで今日も俺をストーキングしていたわけだ」

　今日『も』ということは、神崎の尾行にはいつからか気づいていたのだろう。

　だが尾行に関しては気にしなかった。

　それが自分の不利益にならないと分かりきっているからだ。

　両肩をすくめ、息を吐く。

「その噂を広めるよう指示したのは坂さか柳やなぎか」

「いいや？」

「なら誰だ。おまえたちＡクラスに指示を出せるのは、後は[image: ]かつら城ぎしかいない」

「さあ？　俺も他の生徒と一緒さ。どこかで耳にしたんだよ。出所がＡクラスだと言われても思い当たる節は全く無いな。もしかしたら隠居したと見せかけた龍りゆう園えんの仕し業わざかもなぁ」

　ならば、と神崎は方向性を少し変える。

「事実かどうかも分からない話を鵜う呑のみにして、広めて回るのか」

「そんなことは世の中に溢あふれてるだろ。嘘うそだろうと本当だろうと、興味深い噂うわさなら誰だって他人に話したくなる。そんな経験、女子なら男子よりも沢山あるんじゃないか？」

　そう言って橋はし本もとは、波は瑠る加かや愛あい里りへと視線を向けた。

「まあ……確かに噂って好きだけど……」

「それが下世話であるほど、悲しいことに盛り上がるのさ。もう少し客観的に考えてみろよ神かん崎ざき。一いち之の瀬せは噂を肯こう定ていも否定もせず、この噂に対して誰にも助けてもらおうとしてない。おかしいと思わないか？　嘘八百だって言うなら、出所を掴つかむために協力を要よう請せいするべきだろ」

「一之瀬は極端に争いごとを嫌う。自身の悪い噂を流した相手でも、同情の余地はあると思っているんだろう」

　一之瀬が語らない以上、神崎はただ信じることしか出来ない。

「全くＢクラスの連中は───」

　ともかくこれまでの橋本の口ぶりや態度で、オレはひとつ確信を持つ。

　一之瀬に対して流されている噂は……やはりその全てが『嘘ではない』ということ。

　いったん、学生という立場を捨て社会的観点からこの件を紐ひも解とく。

　当然、一之瀬は噂を流した相手を名めい誉よ毀き損そんで訴えることができるだろう。噂の内容が真実であれ嘘であれ、公然と人の名誉を損なわせたのだから正当性は十分にある。

　ただし……それには事実の公共性が伴わない場合に限る。

　もしも、今回の一件が坂さか柳やなぎの計画なら、当然策を巡らせているだろう。

　一之瀬が沈黙を貫いているのも、その策が上う手まく作用している証拠だ。

　一度神崎の肩を叩たたくと、橋本は両ポケットに手を入れ歩き出す。

「まだ話は終わっていない」

「もういいだろ？　これ以上話し合っても平行線なのは変わらないさ」

　軽く波瑠加と愛里に手をあげ、橋本は校舎へと戻っていった。

　その橋本に、オレは奇妙な違和感を覚えた。

　合宿の時とは明らかに、オレへ向ける気配が違うように思えた。

　これはあくまでも、直感に近い。

　何が変わり、何が違うのかを具体的に示すことは出来ない。

「失礼する」

　神崎はオレたちに軽く会え釈しやくすると、校舎ではなく寮の方へと戻っていった。

「なーんか、凄すごいところ目撃したって感じ」

「どこか楽しんでないか？　おまえ」

　明あき人とからの突っ込みに、波瑠加はちょっとだけ舌先を出した。

「だってほら、暴力って刺激的なところもあるし。万一襲われても、みやっちなら何とかできたんじゃないの？」

　そう言って、シュシュッとジャブするような仕草を見せる波瑠加。

「不良だったんだって？」

　流れに合わせてオレが突っ込むと、明あき人とは重いため息を一度ついた。

「話すなよ波は瑠る加か。広めたいことじゃないんだからよ」

「別にいいじゃん。今は違うんだしさ。やっぱり強かった？」

「言っとくけどな、俺は有名な不良ってわけでもなかったからな。俺のいた中学には不良の頭が別にいたし俺より強かったからな」

「へぇ。荒れてる学校だったんだ？」

「住んでた区が、元々その手の大人がガキ産んで、育ててって場所だったからな。ちなみに隣の中学にはＤクラスの龍りゆう園えんがいた」

「ええっ、マジで!?」

「ああ。何度か学校同士で抗争に発展した時、接近したことがある。ま、あいつは俺なんて眼中になかっただろうけどな」

　喧けん嘩か慣れしているから、明人はああいった状況に強いのだろう。

「もうこの話は終わりにしようぜ。グループ以外で広めるなよ？」

「分かってるって。じゃあカフェ戻ろっか、ゆきむーも待ってるしさ」

「そうだな」

　オレたちはあくまで他ひ人と事ごと。

　深入りしないことが一番正しいことだけは確かだ。






○変わらないつもり









　木曜日の夕方。オレは帰宅中の一いち之の瀬せの背中を見つけた。

　いつも男女問わず沢山の生徒に囲まれていることの多い一之瀬だが、今日は珍しく一人らしい。どことなく覇は気きがないように感じる。友達が周囲にいないのは偶然というよりも、自ら遠ざけたのではないだろうか。今、学年の中でも一番注目を浴びている人物。

　下手に自分の噂うわさに巻き込まれると、二次災害の被害を受けかねない。

　一之瀬ならそう判断してもおかしくない。先日の神かん崎ざきと橋はし本もとの話を思い出す。

　少し声をかけてみるか？　そう思ったのだが……。

　オレは背中に気配を感じて、行動を中止することを決めた。

　携帯を取り出し、カメラモードを起動。

　背面のレンズからの映像を、画面側についたカメラのものへと切り替える。

　そしてさりげなく背後の様子を窺うかがう。同じように１年の寮に帰る生徒が２人。

　そのうちの一人は、橋本だった。

　普通に歩いているだけだが、先日のことといい偶然とは思いがたい。

　オレの後を追っている、か？

　だが、それを確認する間もなく、もう一人の生徒がオレへと近づいてきた。

　その生徒は迷わずオレへと接近している。

　即座にカメラを終了させ、携帯をポケットに仕し舞まう。

「あ、あの綾あやの小路こうじくん。ちょっと時間いいかな……？」

　背後から声をかけてきた生徒。それはクラスメイトの王ワン美雨メイユイだった。

　呼びづらいため『みーちゃん』とするが、頭の中でそう呼ぶだけでも少しテレ臭い。

「これから……ちょっとだけ時間をもらえないかな？　少し相談したいことがあって」

　オレに相談？　これまで彼女とは殆ほとんど接点がない。

　こうして面と向かって話しかけられたことも、ほぼ初めてと言っていい。

　みーちゃんの他に誰かがいる、というわけでもなさそうだが……。

　一いち之の瀬せはこちらに気づくこともなく遠ざかっていく。

　今から小走りに追いかけて話しかけるというのも、変な話だ。

「ごめん、忙しかったかな……」

「いや、帰るだけだったからな。大丈夫だ」

　そう言うと、みーちゃんは少し嬉うれしそうにホッと息を吐いた。

　みーちゃんと話している間に、橋はし本もとはオレとすれ違い寮へと戻っていった。

　視線を向けてくることもなければ、声をかけてくることもなかったが。

「それで───オレに相談って？」

「ここだと、ちょっと」

　辺りを見渡して、もじもじしている。道すがらで話すような内容ではないらしい。

「そうか」

　寮は近いが、オレの部屋に来るか？とは流石さすがに言えない。

　かといってオレがみーちゃんの部屋に行くなどという選択肢は更にないだろう。

「どうする？」

　こちらからではなく、みーちゃん側に場所の選択権を委ゆだねることにした。

　少しだけ考えた後みーちゃんが提案する。

「カフェ……でもいいかな？　帰るの遅くなっちゃうけど」

　本人がカフェを希望しているのなら、こっちから断る理由は特にない。

　遅くなると言っても徒歩で５分10分の違い。大した問題じゃない。みーちゃんの提案通りオレはケヤキモールのカフェへと、場所を移すことに。とは言っても、慣れない二人。くっつくように歩くというよりは、やや距離を置いての移動となった。
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　いつ来ても人気のカフェは今日も繁はん盛じようしていた。

　普通の高校生、という常識がやや欠落しているオレでも、今ならその理由は分かる。

　ここは世間でいう超メジャーな企業が出店している、巷ちまたでも特に女子に大人気のカフェ。一杯当たりの値段も高校生にすれば高く、いつでも飲めるようなものじゃない。アルバイトをしていない普通の高校生なら月に数回訪れるのが精一杯。しかし、この学校の生徒たちにはクラスポイントに応じたお金が支給されるため、余程苦しい状況でもない限り、多くの生徒は好きなだけカフェを楽しむことが出来る。

　そうなれば、連日賑にぎわうのも必然というものだ。

　ただ、席が取れないほどではなかったので、２人向き合って座ることに。一度も視線を合わせようとせず、みーちゃんは注文した手元のカップの一点を見つめる。愛あい里りとタイプが似ているんだろう。下手にこちらからプレッシャーを与えると余計に口が堅くなる恐れがある。こちらからは切り出さず、みーちゃんの反応を待つことにした。

　その間オレは、砂糖を取ってくると言ってカウンターへ。

　そこでシュガースティックを１本貰もらう。

　視線を泳がせず、カフェに橋はし本もとが来ていることを確認する。

　急にコーヒーが飲みたくなった、というわけでもないだろう。

　間違いなく、橋本はオレの後をつけている。

　坂さか柳やなぎから送り込まれた監視役？　いや、それはしっくり来ない。坂柳は現状オレの存在を広めることを嫌っている節がある。やるにしても手足のように使っている神か室むろをその役割にするだけで十分のはずだ。橋本がどういう人間かを坂柳が掴つかんでいるのなら、こういったケースの利用に向かないことは分かっていそうなもの。

　下手に橋本にオレの情報を与え、それが第三者に漏れ広がるのを嫌がるだろう。

　なら、独断でオレの後をつけている？

　合宿で、オレは橋本がいるところで余計なことをした覚えはない。

　単なるグループの仲間の一人でしかなかったはずだ。龍りゆう園えん、石いし崎ざきやアルベルト、それに伊い吹ぶき。可能性のある人物を頭に浮かべては消していく。

　まあ……今考えたところで結論は出せないか。

　ただし近々、どうにかしなければならない問題にはなりそうだ。

　ひとまず、無視してみーちゃんとの話を進めるのが先決だろう。

　それから１分ほどして、席に戻った直後、みーちゃんが沈黙を破る。

「あのね……その、平ひら田たくんのことに関してなの」

　平田に関して、か。

「色々教えてほしくて……」

「特別親しいってわけじゃないぞ、オレと平田は」

　予防線を張るようにすぐそう答えたが、みーちゃんは意外そうな顔を見せる。

「でも、平田くんは綾あやの小路こうじくんが一番頼れるってアドバイスしてくれたよ？」

「……そうなのか」

「うん。クラスの中で一番しっかりしてるって。凄すごく褒めてた」

　平田に褒められたことは素直に嬉うれしいが、こうやって話が広がっていくと面倒なことになりそうだ。ただ平ひら田たがオレを名指しするのも、分からなくはない。

　頼れる生徒は沢山いるが、ことＣクラスに限っては複雑なところだろう。

　男子に限定すれば、平田の次に白羽の矢が立ってもおかしくはない。

　しかし平田の件か。

　波は瑠る加かとの会話から照らし合わせると、何となく想像がつく。

「最近、平田くんと軽かる井い沢ざわさんが、その……別れたって話、知ってるよね？」

「流石さすがにな」

　それがどうしたのか？　と推察していない風を装う。

「そ、その、えっと……」

　何度か話すのを躊躇ためらった後、ついに本題を口にする。

「……ひ、平田くんって今、好きな人いるのかなっ？」

　そう、聞かれた。この場合はなんと答えるのが正解だろう。

　そんなことを一瞬思ったものの、素直に答えるのが一番だとすぐ判断する。

「いないんじゃないか？」

「ほ、ほんとに？」

「もちろん絶対とは言い切れないが、知る限りはいない。そもそも軽井沢に振られたばかりで、誰かを好きになるには早すぎるだろうしな」

　それは確かに、とみーちゃんも鼓こ動どうを落ち着けながら言う。
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「ひとつだけ、興味本位で聞いてもいいか？」

「う、うん」

「いつからその、平ひら田たのことが好きになったんだ？」

「えええええ[image: ][image: ][image: ]っ」

　何か変なことを聞いただろうか。みーちゃんは顔を真っ赤にして、慌てた。

「そそそ、そんなこと聞いちゃう？」

「いや、答えられないことなら無理に答えなくても───」

「───入学式の後にね？」

　話すのか。

「私、ちょっとドジなところがあって……」

　平田との出会い、そしてそれが恋に落ちるキッカケ。

　それをみーちゃんは赤裸々に語った。

「……って感じ、かな。です」

「そうか」

　様々あれど、ひとつ確かなこと。それは平田の優しさに惹ひかれた、ということだ。

「でも───」

　平田との出会いを語り、頬ほおを赤らめていたみーちゃんだが、すぐに現実に引き戻されたように表情が曇くもっていく。

「私は……私なんかが、平田くんの彼女になれるわけ無いんだよね……」

「どうして」

　何な故ぜそう言い切れるのか、不思議に思い聞き返す。

「だって、ライバルが多すぎるよ……それに、恋愛とか、したことないし……」

　好きな思いは溢あふれていても、実行に移す勇気はないらしい。

　恋愛経験の有無がハンデに繋つながるとはあまり考えたくないが、全く影響がないかと言われればそうとも言い切れない。

「えーっとみーちゃんは……って、みーちゃんって呼ぶのは流石さすがに悪いか」

「ううん、全然大丈夫。皆そう呼んでくれてるし。私の両親はどちらも中国人なんだけど、日本でのあだ名を気に入ってくれて、みーちゃんって呼んでくれてるんだ」

　つまり、ハーフではないということか。

「留学でこっちに？」

「えっと、私が中学１年生になるときに、お父さんが仕事で日本に来ることになって」

　それで家族で日本へと引っ越してきたのか。

「不自由はなかったか？　言葉の壁とか」

「最初は大変だったけどね。言葉よりも、友達が出来るかが心配で……だけど、私が入学した中学には英語が得意な人も沢山いたから上う手まく打ち解けられたの」

　そういえば、みーちゃんは英語が得意だった記憶がある。

　英語でコミュニケーションをとりながら、中学の３年間で日本語を完璧にマスターしたようだ。中国人は日本人よりも遥はるかに厳しい競争社会の中で学業に励はげむと聞く。

　恐らくみーちゃんも、そんなレベルの高い学習を受けてきたからこそ、スムーズに日本へと溶け込めたのだろう。

　あとは、愛あい里りと同じようにコミュニケーション能力を高めていくだけだ。

「私でもチャンス、あるかな……」

「無責任なことは言えないが、十分あるんじゃないか？」

「本当？」

「嘘うそは言ってない。ただ……」

「た、ただ？」

　不安にさせるようだが、難しい問題点も伝えておく必要はあるだろう。

「平ひら田たは良いいヤツだろ？」

「うんっ」

「だからこそ、もしかしたら次に付き合う時には慎重になるんじゃないか？　あいつのことだ、軽かる井い沢ざわを幸せに出来なかった、とか責任を感じてるかも知れないしな」

　なるほど……とみーちゃんは頷うなずく。

「そうだね。私も、すぐに告白……なんて出来ないと思うし」

「ライバルが気になるかも知れないが、焦あせって告白しても断られる可能性が高そうだ」

　ゆっくり、どっしり構えていればいいとアドバイスを送る。

　もちろん本当にそうであるかなど、平田に聞かなければ分からないこと。

　しかし、平田が不用意に女子と付き合うビジョンは今のところ見えない。

　恐らく告白してくる女子の大半とは、付き合う選択肢を選ばないだろう。

　そういう意味じゃ、ゆっくり攻めた方が勝機もある。

「……私ね、ちょっと綾あやの小路こうじくんのこと誤解してたかも」

「誤解？」

「ほら、普段あまり喋しやべらないって言うか、無口だから……。怖いイメージみたいなのがあったんだ。でもこうやって面と向かい合って話してみると、凄すごく話しやすいって言うか、ああ本気で私の話聞いてくれてるんだなって感じて……」

　どうやら褒められているらしい。

　ただ、本気で聞いているというより無意識の内に会話を分析しているだけ。その情報が自分にとって後々有益か無益か、利用できるか利用できないかを精査しているに過ぎないのだが。受け取り手がそう感じているのなら、こっちとしては好都合だ。

　もう少し踏み込んでおくか？　今なら色々と聞き出せるチャンスもありそうだ。

「あら？　みーちゃんと……綾小路くんじゃないですか」

　やっと重い口を開かせ、これから色々と聞き出せそうと思ったところへ、１年Ｄクラスの椎しい名なひよりが現れた。オレは開きかけた口を閉じる。

「ひよりちゃん。こんにちはっ」

　ひよりちゃん、みーちゃんという互いの呼び方から、二人はそれなりに親しい関係らしい。

「もしかしてお二人は、デートというヤツでしょうか？」

「ちち、違う、違うよひよりちゃんっ」

　慌てて立ち上がって、全身全霊、身振り手振りで否定するみーちゃん。

　そこまで過か剰じように否定されると、何となく傷つく。

「では私もお邪魔して、よろしいですか？」

「もちろんだよっ。……いいかな？」

「ああ」

「ありがとうございます」

　嬉うれしそうにひよりは微笑ほほえみ、みーちゃんの傍そばの椅子へと腰をおろした。

「珍しい組み合わせのように思えますが、どんなお話をされていたんです？」

「え、えぇっとぉ……」

　好きな人に関して、とはみーちゃんも答えづらいようだ。

「中国に興味があって、少し話を聞いていた」

「中国に……ですか？」

「ああ。一度行ってみたい国の一つで、中国人のみーちゃんに話を聞いていたんだ」

　そうだよな？とみーちゃんに視線を送る。慌てて二度、三度と頷うなずいた。

「いいですよね、中国。私も万ばん里りの長ちよう城じようとか凄すごく興味あります」

　両手を合わせて笑顔を見せるひより。

　どうやら思いのほか食いついてくる話題だったようだ。

「中国と言えば外せないスポットだろうな。けど、個人的には平へい遥よう古こ城じように行ってみたい」

「平遥古城、ですか」

　聞き覚えがなかったのか、初耳のひより。

　一方でみーちゃんはオレが知っていたことに目を丸くする。

「世界遺産だけど、よく知ってるね……」

「聞きかじった知識だけどな」

「ところで二人は……友達なの？」

　オレとひよりが自然と話していたのを見て、みーちゃんが聞いてきた。

「はいっ。読書友達です」

「まぁ、間違ってはないな」

「読書友達……？」

　よく分からない、とみーちゃんは不思議そうな顔をした。

　だがその後、すぐ前向きな考えに変わったようだ。

「クラスを越えて友達が出来るのっていいよねっ」

　と、そう言った。

　恐らく合宿以前までは、クラスメイト以外に友達がいなかったのだろう。

「私もそう思います。敵対しあうだけが、学校生活ではありませんし」

　基本的に他人と争うことが課されている高度育成高等学校。

　多くの生徒はクラスメイト以外、つまり他クラスの生徒をライバル視する傾向が強い。

　しかしこの時期に来て、クラスを越えて打ち解けだす生徒も増え始めた。

　学校側にも、ある程度その狙いが見え隠れしている。

　そうでなければ、あの合宿のようなルールにはならない。ただ、後でこれがマイナスになる、ということも無いとは言い切れない。強制的にいがみ合う関係に持っていかれたとき、中途半端な友情が、かえって逆効果を生んでしまうこともある。
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「今日はありがとう、綾あやの小路こうじくん」

「いや、お礼を言うのはオレのほうだろ。一方的に中国の話を聞いたんだから」

「あ、そ、そっか。そうだね」

　思わずお礼を言ってしまい、みーちゃんは恥ずかしそうに頬ほおを人差し指でかいた。

「オレはちょっとポスト見てから上がる」

　エレベーターに乗り込んでいくみーちゃんとひよりにそう言って、背を向けた。

　オレは週に１、２回ポストの中身を確認する。

　もちろん他の生徒も似たような頻ひん度どだろう。

　主にポストに届くものは学校からが多いが、個人同士のやり取りで荷物が届くこともある。あるいは学校を経由した通販などだ。

　もっとも、オレが確認したいのはそれらの一般的なことではない。

「今日もなし、か」

　父親がこの学校を訪ねてきて以来、定期的に郵便物をチェックしている。

　何かしらの接触をしてきても、おかしくない時期だからだ。

　特に何もなくエレベーター前まで戻ってくると、ひよりがオレを待っていた。

「少しよろしいですか？」

「ああ」

　エレベーター前から離れ、ロビーのソファーの傍そばへ。

「先ほどはみーちゃんの手前、お聞きしなかったことがあるのですが……」

　ちょっとだけ周囲を気にしてから、ひよりが口を開く。

「一いち之の瀬せさんのこと、何か聞いていますか？」

「と言うと？　妙な噂うわさのことなら一応知ってる」

「そのことです。あれはどなたが言いふらしたことなのか、ご存ぞん知じですか？」

「いや……分からない」

　坂さか柳やなぎ、あるいは橋はし本もとの名前を出すのは簡単だが、それは避けておく。

「正直、私は一いち之の瀬せさんが苦しめられている姿を見るのは嫌なんです。彼女は私のように友達の少ない生徒にも、他と変わらず接してくれます」

　確か、ひよりは先の合宿で一之瀬と同じグループだったか。同じ食事を食べ、同じ場所で眠り、他の生徒たちよりも強い絆きずなのようなものを感じたのだろう。

「綾あやの小路こうじくん」

　ひよりは、何か秘めた決意の目をしていた。

「本来、私は誰かを傷つけたりすることは好きではありません。ですが、友達を守るためであれば、時には戦う必要があると思っています」

「そうだな。誰も彼も平等に救うなんてことは、できるはずも無い」

「敵同士である一之瀬さんですが、きっと助ける方法があるはずです。その方法は、今はまだ思いつきませんが……協力してもらえないでしょうか」

「協力、か。だったら堀ほり北きたにでも相談してみるといい」

　そう言ってオレは、ひよりに堀北を紹介しようと考える。

「堀北さん、ですか」

　しかしひよりの表情は浮かない。

「もしかしたら、Ｃクラスも一之瀬につく、ということになるかも知れない」

　そうなれば３クラスでＡクラスを包囲する展開も起こりうる。

　しかしひよりは、喜ぶ素振りを見せなかった。

「綾小路くんではダメですか？」

「オレの存在はＣクラスへの影響力なんて皆無だぞ」

「そうなのです？」

　不思議そうに首を傾かしげる。

「女子は堀北。男子は平ひら田た。そのどっちかに話をつけてもらうしかない」

「そう、ですか……」

　どこか残念そうにひよりは肩を落とした。

「不満か？」

「いえ……ただ私は堀北さんや平田くんとは、殆ほとんど面識がありませんし……。綾小路くんとならば、そう思ったんです」

　しゅんと肩を落とす。見るからにショックを受けていた。

「悪いな。どうにも出来ないことはどうにも出来ない」

「いえ……私が勝手に考えて、一方的に話したことですから」

　そう言って、頭を下げる。

「一応オレから、軽く話だけは振っておこうか？」

「そう、ですね。そうしてもらえるでしょうか」

　一度はそう言ったひよりだったが……。

「すみません、やはりまたの機会にしましょう。下手に話が広がれば、その分一いち之の瀬せさんにご迷惑をかけてしまう可能性も上がってしまうかも知れません」

「そうだな。そうかも知れない」

　一之瀬に仕掛けている連中が、どんな次の一手を打つかも分からない状態だ。

　下手な刺激は逆効果。一之瀬の噂うわさを真実へと近づけてしまう恐れもある。
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　部屋に戻った後、オレの下にチャットが届く。堀ほり北きたからだった。

『少しいいかしら』

　返事をせず見つめていると、チャットが続けて飛んでくる。

『既読がついているみたいだから、勝手に話を続けさせてもらうわ。今日の夜、一之瀬さんが私の部屋に来る。あなたも来ない？』

　そんな予想外のチャット。

　適当にボーっと眺めているだけのつもりだったが、返事をすることにした。

『どういう経けい緯いでそうなったんだ？』

『Ｂクラスとは同盟があるもの。状況に応じて手を貸すのは当然のことよ。でも、今回の件は全貌が見えなすぎる。だから本人に話を聞こうと思ってる』

　それで、一之瀬に接触し直接会うことを取り付けたわけか。

　結構大胆に動いたもんだな。

　断ることは簡単だ。

　後で堀北に聞けば、どんな話し合いがあったかくらいは語ってくれるだろう。

　とは言え、それで全てが知れるわけじゃない。

　側近である神かん崎ざきすら、一之瀬のことについては知らないことがある様子だった。

　ならオレが直接一之瀬を見て話した方が、より真実に近づけるか。

　問題はここで足を半分踏み入れることでオレも関係者になってしまうこと。

　どうしたものかな。

　少しだけ考えた後、オレは堀北へと一文を送る。

『何時だ？』

『７時よ』

　少し遅めの時間。

　他の生徒の目に触れないよう配はい慮りよしたものだろう。

『分かった。向かう直前に連絡する』

　オレは堀北と共に一之瀬に会うことを決めた。
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　それから約束の時間まで、オレは部屋でのんびりと過ごした。

　午後７時５分前、そのタイミングで部屋を出た。

　そして堀ほり北きたの部屋へと足を運ぶ。

　すると、ほぼ同時に隣のエレベーターから一いち之の瀬せが姿を見せた。

「あっ。こんばんは綾あやの小路こうじくん」

　オレは軽く手を挙げて一之瀬に答える。

「お邪魔するぞ」

「あはは。お邪魔するのは私もだけどね」

　そう言い、一之瀬主導でチャイムを押すと、すぐに内側の鍵が開けられる。

「どうぞ」

　７時の待ち合わせ。同時に来ても不思議ではないため、堀北は特に何も言わず部屋に招き入れた。

　オレは適当な床に腰を下ろす。

　堀北の部屋は以前訪れたことがあるが、そのときと然さ程ほど変わった様子はない。オレの部屋と似たり寄ったり、色のない部屋だ。

「平日の夜に呼び出してごめんなさい一之瀬さん」

「私のために配はい慮りよしてくれたんでしょ？　謝ることじゃないよ」

　こうして対面している限り、いつもの一之瀬だ。

「さてと……遅くなったら明日に響くし、長話をするつもりはないんだけど……。とりあえず、色々不安にさせる噂うわさが飛びかってるよね」

「ええ。あの噂を広めているのは誰？」

　単刀直入に、堀北が一之瀬に聞く。

　オレにしてみれば、素直に一之瀬が答えるかも気になるところだ。

「絶対の保証は出来ないけど、坂さか柳やなぎさんなんじゃないかな」

　そう、思ったよりもずっとハッキリと答えた。

　もしこれが半分以下の確率であれば、一之瀬は特定の人物の名前を口にしなかったんじゃないだろうか。無意味に人を疑うような真ま似ねをするタイプではないからだ。

　その点から見えてくる事実。

　噂を流される覚えが、少なくとも一之瀬にはあるということだ。

「坂柳さん……。どうしてその可能性が高いと言えるの？」

「分かりやすく言えば、宣戦布告されたから、かな。それだけじゃ納得できない？」

　坂柳が好戦的な性格の持ち主であることは堀北も知るところだろう。

　[image: ]かつら城ぎを蹴落とすために自らのクラスでも対立を深めていた部分から考えても、Ｂクラスに仕掛けるためにリーダーの一之瀬を狙うことは容易に想像ができる。

「いいえ。それで十分よ」

　堀ほり北きたもオレと同じように考えるからこそ、今以上に深く聞き出そうとはしなかった。

「根も葉もない噂うわさを彼女に流され、ダメージを負っているというわけね」

「んー……それはどうかな」

「噂を否定しないの？」

「ごめんね堀北さん。その部分に関して、私は答えることが出来ないの。堀北さんや綾あやの小路こうじくんは友達だけど他クラスの生徒。協力関係にあるとは言っても、いずれは戦う運命にあるわけじゃない？」

　聞けば何でも答えてくれそうな一いち之の瀬せが、そう言って回答を拒否した。

　だが当然の選択だろう。

「無理に聞き出すつもりはない。でも、沈黙は噂を認める発言と同じと受け取られかねないわよ」

「噂を耳にしてどう受け止めるかは堀北さん、そしてみんなの自由だよ。でも私は今回の件に関して、過か剰じように反応するつもりは一切ないの。Ｂクラスをかき乱すための坂さか柳やなぎさんの戦略。その唯一の攻略法は、沈黙にあると思ってるから」

　一之瀬は笑顔を見せた。いつもと変わらない自然体だった。

　この手の嫌がらせはどこでも日にち常じよう茶さ飯はん事じに起こっている、１００％の解決方法のない状況だ。過剰に反応しようと、あるいは沈黙を続けようと、結局ギャラリーは好きなように騒ぎ立てる。憶おく測そくで物事を進める。だから一之瀬は最初から何も反応せず、時間が経たつのを待つ選択肢を選んだ。

「私が今日、堀北さんに会ってこの話をしようと思ったのは、この件に不用意に足を踏み入れないでほしいと思ったからなの。折せつ角かく沈黙を続けてても周りが騒げば、沈静化には余計な時間がかかる。何より私を助けるためにＣクラスが坂柳さんに目をつけられる必要は無いからね。私は大丈夫だから」

　一之瀬は力強く頷うなずき、変わらない笑みを向ける。

「……あなたの心が強いことはよく分かった。真実はどうあれ、あんな下げ劣れつな噂を流されたら誰だってダメージを受ける。なのに、あなたは自分のことだけじゃなく、周囲の人間のことを考えてくれている」

「そんな立派なものじゃないけどね」

　少しテレ臭そうに、一之瀬は言って続ける。

「だから、堀北さんたちはいつものようにしていて。私の問題は私が片付けるから」

　一之瀬はそう言って、早々に腰を上げた。

　堀北に手出し無用の注意喚起だけをするために、わざわざ出向いてくれたようだ。

「神かん崎ざきたちのことは分かってるのか？」

　余計なことかも知れないと思いつつ、オレは少しだけお節介することにした。

「神崎くん？」

「先日も、Ａクラスの橋はし本もとに詰め寄って噂うわさの垂たれ流しをやめるよう頼み込んでいた。いや、頼み込むって領域は出てるかも知れないが」

「そっか……神かん崎ざきくん優しいから。何もしなくて大丈夫だよって言ったんだけどね」

「多分、神崎くんだけじゃないでしょうね。あなたのために、何人ものクラスメイトが何とかしようともがいているはず」

　神崎のことは初耳だった様子の堀ほり北きただが、その推察は当たっているだろう。

「クラスメイトには、もう一度私から言っておくね。今日の話は終わりでいいかな？」

「本当に大丈夫なのね？」

　念のため、堀北は一いち之の瀬せを引き止め再確認する。

「もちろんだよ」

　迷わず答える一之瀬。

「心配してくれてありがとう。綾あやの小路こうじくんも、夜遅くにありがとう」

「いや。オレはオマケみたいなものだ」

　今度は堀北は引き止めなかった。

　一之瀬はおやすみとオレたちに告げ、部屋から出て行った。

「本当になんてことは無いのかしら」

「さあ、どうだろうな」

　接する限りでは、いつもと変わらなかった。

　気丈に振舞っているというより、あまり考えないようにしている。そんな印象だった。

「私はどうするべきだと思う？」

「意見が欲しいのか？」

「ええ。素直に欲しいわ」

　迷わず堀北は言った。

「だったら、何もしないことだな」

「その理由は？」

「噂の出所が一之瀬の言うように坂さか柳やなぎであるなら、おまえがこの一件に関与することで、Ｃクラスが目を付けられることになるかも知れない」

「そうね。でも、もし一之瀬さんが坂柳さんに敗れたら？　次の矛先はＣクラスである私たちになるんじゃない？」

　どちらにせよ狙われる、そう言いたいのだろう。それは当然の話だ。

「遅かれ早かれ、オレたちのクラスは狙われることになるかも知れない。けどその時は、厄やつ介かいなＢクラスのリーダーが潰つぶれてくれている。それはそれでありがたい話だ」

「……一之瀬さんがどうなっても構わないということ？　随ずい分ぶんと冷れい徹てつね」

「冷徹？　元々、おまえはそういうスタンスじゃないのか。クラスメイトを助けるならともかく、一之瀬は他クラス。いずれは戦って倒さなきゃならない相手だ。それを潰してくれるなら歓迎することはあっても憂うれえる必要はない」

「彼女とは共闘関係にある。坂さか柳やなぎさんたちＡクラスが落ちて、Ｂクラスと一騎打ちの状態に持ち込むまで───」

「それは理想論だろ？」

　都合よくＡクラスがＣクラスにまで落ち、一いち之の瀬せやオレたちがＡクラスとＢクラスに浮上したところで互いに健闘しあう。そんなものは夢物語でしかない。

　頼られている状況ならいざ知らず、一之瀬自身が手助けを拒んでる。

　初期の堀ほり北きたであれば、もっと早い段階で納得したはずだ。

　どこをどうして、今のような考えを持つようになったのか。

　ま、[image: ]くし田だとの関係改善を目指していることから、推察することは出来るが。

「放っておくべきだ」

「そう、そうね……」

　本心では堀北だって、そうすべきだと分かっている。

　だからこそ強くオレに対して反論してこなかった。

　今回、オレたちは同盟のパートナーとして心配している、助ける用意はあると一之瀬にアピールできた。それで良しとしておくべきだ。Ｃクラスは目立たず、静かに他クラスに追従すればいい。上同士で潰つぶしあっている間に、ゆっくりと詰め寄るのが得策。

　ただし、ここで大切なことは『助けてはいけない』ということではない。

　意見を求められたためこう答えただけで、どうするかは最終的には堀北が決めること。

　しかし、恐らく堀北はこれ以上Ｂクラスに関わらないだろう。

　一之瀬の作戦の邪魔をしてまで、好転する状況に持ち込む術すべを持っていないからだ。

「オレも帰る。遅くに男子一人で女子の部屋にいるわけにもいかない」

　午後８時を過ぎると厄やつ介かいなことになるだろうしな。

「そうね……」

　考え込んでいる堀北は、こちらに目を向けることもなくそう言った。

　少しずつ変化し始めている堀北。

　だが、今はまだあまりに極端な変動の中、自分というものを見失い、その場の空気に流される傾向が増えてきている。

　当面の間、自他共に苦労する時間は続くだろう。

　その先にある、本当の自分にたどり着けるかどうか。

　それが重要だ。

　部屋を出るとエレベーター前には一之瀬の姿があった。

　オレが出て来るのを待っていたのか、こちらを見て笑顔で片手を挙げた。

「こっちこっち」

　小声で呼ばれ、そのまま吸い込まれるようにエレベーターに乗り込んだ。

　一之瀬はロビーに降りる１階へのボタンを押す。

「ちょっと付き合ってもらえるかな？」

「それは構わないが……どこに行くんだ？」

「んー。ちょっと外でよっか」

　ロビーに降りる。ちょうど人の気配は無かったが、そのまま外へ。

　すっかり陽ひが落ちて暗くなった中、一いち之の瀬せと共に学校へ向かう途中の休憩場へ。

「寒いと思うんだけど……目立ちたくないからさ」

「分かってる。一之瀬の方こそ大丈夫か？」

「私は平気。あー……えっと、なんていうかさ……本当にごめんね」

　何を話すかと思えば、一之瀬から最初に出てきたのは謝罪の言葉。

「なんで謝罪なんだ？」

「堀ほり北きたさんや綾あやの小路こうじくん、Ｃクラスの人たちに迷惑をかけてるから、かな。噂うわさのせいで必要のない心配までかけちゃってるし。とにかく気にしないでいて」

「神かん崎ざきたちにもそう言ってるんだってな」

「それが最善の答え。噂がどこかに行くまでの間、私はこのスタンスを崩さないから」

　そう言って決意の視線を向けてくる。こんな風に言われては、一之瀬を支える神崎たちＢクラスの生徒はそれに従うしかないだろうな。

「それだけなんだけどね……寒いね。帰ろっか」

「そうだな」

　僅わずかな時間話しただけ。

　先に帰るよう促され、オレは一足先に寮へと戻ることとなった。
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　オレの周りが慌ただしくなりだした日常。

　自分から積極的に、何かをすることはなく、周囲に流されるように過ごす時間。

　多少大変ではあるが、手にしたかった日常の形はこういうものなのかも知れない。

　ひとつの答えにたどり着きそうな予感。

　しかし、そんな時に野や暮ぼな出来事が起こる。

　夜。枕元に置いていた携帯が静かに振動した。

　時計に刻まれた時刻は、午前１時過ぎ。

　非常識な時間に鳴った電話を確認すると、登録していない番号だった。

　ただ、外部からの連絡ということはないだろう。

　学校で支給された携帯は指定された電話番号以外はかけられない、そして受けられないように予あらかじめ設定されていて、それを変更することは出来ないようになっている。不用意に外部と連絡を取れないようにするためだ。

　然さ程ほど珍しい機能でもなく、小さな子供に携帯を持たせた時などにも利用されるセキュリティーシステムを利用したものだ。つまり、オレが番号を登録していない敷地内で生活する誰かからの電話、ということになる。

　それが生徒なのか教師なのかは、定かじゃないが。

「……もしもし」

　多少警戒しながら、というか眠い状態で通話に出る。

　左耳に押し当てた携帯。

　向こうからは声が聞こえてこない。

　無言は続く。

　だが、呼吸する音だけは、耳の先端に微かすかに届く。

　出方を待ち、30秒ほど互いに沈黙。

「何も話さないなら切るぞ」

　いい加減、無言に付き合うのも疲れたので警告する。

「綾あやの小路こうじ清きよ隆たか」

　名前を呼ばれる。

　全く聞き覚えの無い声だった。

　しかし声の若さからして、大人とは思えない。

　となると、生徒が濃厚か。

「あんたは？」

　そう聞き返す。

　またも沈黙が流れた。

　そして、通話が切れる。

「名前だけ呼ばれてもな」

　これでは単なる間違い電話とは言い切れない。

「動き出した、ということか……」

　相手が誰なのかは些さ細さいな問題だ。

　あの男による策略が、オレに対して動きを見せ始めた。

　ただ奇妙なのは、何な故ぜこのような形でこちらに悟らせることをしたのか。

　もしもオレの退学を目もく論ろんでいるのなら、もっと不意打ちに近い形を取るべきだ。

　わざわざ潰つぶすぞと、脅すようなもの。

　何らかの、あの男の力の及ばないことでもあったのか……。

　どちらにせよ、始まったことに変わりは無い。






○一いち之の瀬せの秘密、神か室むろの秘密









　神かん崎ざきと橋はし本もとの接触から今日で４日目。金曜日。

　一之瀬に対する噂うわさは日増しに広がり、今や全校生徒が知っていると言っても過言ではない状態にまで広がりを見せていた。

　だが、一之瀬自身から学校側へは何も申告されていないらしい。

　本人も強く意識した様子はなく、日々を当たり前のように過ごしている。

　嫌がらせのような悪評を流されても、毅き然ぜんと対応する一之瀬に対し、一部からは流石さすがとの声も上がり始めていた。やはり噂は噂、全て真っ赤なでっち上げ。嘘うそだったのだ、と。




　人の噂も七十五日。




　一之瀬を陥おとしいれる策略は不発に終わった。

　沈黙を貫き通したことで乗り切ることに成功した。誰もがそう思い始め、学年末試験へと気持ちをシフト、本腰を入れ始めていた。

　そんな時期に、再び噂に火をつける出来事が起こることになる。

　それは金曜日の放課後。

　寮に戻ってきたオレは、ロビーに出来た人だかりを目撃することになった。

　帰宅部が寮に戻ってくるタイミングでの、以前どこかで見たような光景。

「デジャヴ、だな」

　しかも面白いことに、あの時と同じような位置に[image: ]かつら城ぎが立っていた。前回と違うのは傍そばに弥や彦ひこも立っていることくらいだろうか。他に話しかけられそうな相手もいなかったので[image: ]城に近づき声をかけることにした。

「何か騒動でも起きたのか？」

「ああ。ポストに手紙が投とう函かんされていたらしい。前に起こった事件と類るい似じしている」

　[image: ]城は不服そうに腕を組み、嘆くように呟つぶやいた。

「おまえのところにも入ってるんじゃないか？　綾あやの小路こうじ」

　弥彦にそう催促され、軽く頷うなずく。

「一応確認してみる」

　オレは自らのポストの前に行き、ダイヤルを回して中を確認する。

　するとご丁寧に、以前と同じ四つ折の形式で『紙』が仕込まれていた。

　これが以前と同じであるならば印字物、つまり『プリント』ということになる。

　本来、この四つ折状態では『手紙』か『プリント』かを見分ける方法は無い。

　ゆっくりと紙を開いた。




『一いち之の瀬せ帆ほ波なみは犯罪者である』




　そう書かれてあった。

　だが、今回は以前のように差出人の名前が入っているわけではなかった。

　あくまでも１行だけ。

　フォントもありきたりなもので、非常にシンプルな作りになっていた。コンビニを使って印刷したとは思えないため、恐らく購入した印刷機を使ったのだろう。

　沈静化しかけた噂うわさを、思い出させるような一文。

　しかも今回はこれまでとは異なり『犯罪者』と言い切っている。

　何を犯したか、という点には一切触れていないが……。

「一之瀬も呆あきれていることだろうな、この悪戯いたずらには」

「けど、ここまであからさまな表現で書くと、色々不都合が起こりそうなものですよね。二度も三度も悪意のある行動をして、支障は出ないんでしょうか」

　弥や彦ひこが手紙の存在は悪手ではないのか、と[image: ]かつら城ぎに問う。

「確かに、以前とは状況が全く異なる。あの時は一之瀬が不正にポイントを貯ためた可能性があるという告発でしかなかった。不正行為ではなかったものの、大量ポイントの保持を学校側も認めたため、異例の発表を行ったほどだからな。しかし、今回は明らかに一之瀬を陥おとしいれるだけの内容だ。学校に報告し対処を求めれば、投とう函かん者を特定させられる可能性はある」

「バカですよねー」

「いや、そうとは言い切れない」

「そうなん、ですか？」

「そんな単純なことが分からない人間でもないだろう、あいつは」

「え……もしかして噂を流した人間が誰か、[image: ]城さんは分かってるんですか？」

「あくまでも目星に過ぎないがな」

　坂さか柳やなぎはオレに対して予告こそしていたが表面上は事実を認めていない。橋はし本もとが単独で工作を行っている可能性、あるいは２年や３年の指示を受けて動いただけの可能性。今回の噂の出所は全く異なる場所からだった、ということだってあるのだ。

　しかし[image: ]城が出所に対して心当たりがあると言った。

　そうなると、やはり本命の坂柳が浮上するか。

「学校が動くかどうか。それはこの件の中心となっている一之瀬の対応次第だろう」

　プリントを投函した人間は、噂を流された時同様、一之瀬が学校側に一切訴えないことを確信している。何をしても沈黙を続けると踏んでいるということを。

　一之瀬が噂や手紙に対してアクションを起こさなければ、学校が動くはずもない。

　そんな中、一之瀬が帰宅してきた。というよりもＢクラスの仲間から連絡を受けて、急きゆう遽きよ寮に戻ってきた、そんな様子だった。

　そしてすぐ、友人からプリントを渡され目を通す。

　オレや[image: ]かつら城ぎ、この場にいる10人ほどの生徒が一いち之の瀬せを見つめる。

「…………」

　一之瀬は言葉を発することもせず、ただただ、ジッとプリントを見下ろしていた。

　脳内で読み上げるのに、１秒ほどしか要しない１行。

　それを何十秒もかけて、繰り返し読んでいるのが視線から伝わってきた。

「……これがポストに？」

「うん……酷ひどいことするよね。多分１年全員に……」

　Ｂクラスの女子、朝あさ倉くら麻ま子こが一之瀬を抱きしめるように近づいてきた。

「ねえ、もう我慢する必要ないよ。先生に相談しよう？　こんなの許せないよ」

「そうだよ。先生たちなら、きっと犯人を見つけてくれるよ！」

　これまでは目に見えない噂うわさが相手だったが、今回は違う。物的な証拠となりうるものが出てきた。誰かが悪意を以もつて一之瀬を攻撃しているという明確な証拠だ。

「大丈夫。私、これくらいのこと気にしないから」

「だ、ダメだよ。これじゃ帆ほ波なみちゃん、どんどん悪い噂広まっちゃう」

　クラスメイトが必死に一之瀬を説得しようとするのも、無理はない。

　仮に10人のうち９人が噂を信じなくても、１人が信じればそれは大事だ。一之瀬帆波という生徒へのイメージは、ゆっくりと暗転していくことになる。

　沈黙を貫くことに迷いのない一之瀬だが、周囲は違う。

　何とかして一之瀬を助けようとする。潔けつ癖ぺきだと証明させれば、相手への制裁にも繋つながるだろう。しかし、それが一之瀬を追い込んでいく。

「皆ごめんね、私のことで変に気を使わせちゃって。でも、本当に気にしないで」

　そう言って、Ｂクラスの女子たちに笑顔を向けた。

　この紙が仕掛けられたのは、ほぼ間違いなく深夜。誰もが寝静まった夜中だろう。朝、ポストをチェックする生徒はかなり限られているため発覚は帰宅する放課後になる。

　あとは誰かが見つけて、一之瀬の耳に入るのを待つだけ。

　動どう揺ようするＢクラスの様子を、注意深く見ている女子がいた。

　[image: ]城は、その女子を鋭い眼光で睨にらみつけるように見た。

　１年Ａクラスの神か室むろ真ま澄すみ。坂さか柳やなぎの傍そばについて回る女子だが、今日は一人のようだ。

「神室がどうかしたのか？」

「いや……なんでもない」

　[image: ]城は答えず、プリントを傍のゴミ箱へと捨て、エレベーターのボタンを押した。既に１階に待機していたエレベーターに乗り込んだ[image: ]城と弥や彦ひこは、最後まで険しい顔のままだった。そのエレベーターが上がっていくのを見て、オレも部屋に戻ることを決める。
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　オレの部屋は寮の４階、４０１号室。

　エレベーターに乗ると神か室むろも同時に乗り込んできた。

「何階だ？」

　操作盤の前に立っていたオレがそう聞くも、答える様子はないため黙って閉じる。

　静かに動き出すエレベーターは、瞬く間に４階へ着いた。

　オレがエレベーターから降りると、それに続くようにして神室も降りる。

　単なる偶然。男子の誰かを訪ねに来た。

　なんてことはないだろう。

「オレに何か用か？」

　一応部屋の前まで（と言ってもすぐだが）歩いてから、神室に声をかけた。

「話があるんだけど」

「出来れば、もっと早く言ってもらいたいもんだ」

「何、予定ある？」

「いや。立ち話じゃ困るか？」

「私冷え性だから。良かったら入れてくれない？」

　良かったら、と言うが、もはやそれは入れろという半ば脅しでもある。

「いいけどな……」

　鍵を開け、部屋の中へ。

　神室は一切表情を変えず、真顔で室内を見渡した。

「色の無い部屋」

「強引に上がりこんでおいて、最初の一声がそれか」

「どこが強引？　ちゃんと許可取ったでしょ」

　そう言って、神室はオレのベッドへと腰を下ろした。

「その許可の取り方が……まぁいい。で？」

「何か飲み物出して。少し長話になるし」

　何とも、図ずう々ずうしいヤツ。

「じゃあお茶かコーヒーを淹いれる」

「ココアはないの？」

「……ある」

「じゃあ、ココアで」

　２択を用意してやったのに、まさか自分から第３の選択肢を要求してくるとは。

「それで話ってなんだ。寒いならロビーでも良かっただろ」

　ロビーは暖房も効いているため、問題なく話が出来たはずだ。

　ココアを準備しながら、神室に話を振る。

「ここなら誰の邪魔も入らないだろうし、話をするにはベストでしょ」

「どんな話なんだか」

　正直、興味もないし聞きたくもない。

「もしかして警戒してる？」

「警戒しないほうがおかしいだろ。親しくもない女子、しかも敵であるＡクラスの生徒が部屋に上がりこんできたんだ」

「あんたのとこの山やま内うちとは違うわけだ」

　こちらを見ながら、神か室むろはそう言った。試すように。

「気になる？」

「全く」

「そう。じゃあそっちの件は触れないようにしておく。どうでもいいしね」

　携帯による盗聴、あるいはボイスレコーダー。その手の道具を隠し持っている可能性もあるが、神室の場合はやや特殊な立ち位置にある。坂さか柳やなぎがオレのことを知っている以上、その点において言葉を選ぶ必要は無いだろう。

　必要なら、ヤツはいつでもオレに対して仕掛けることが出来る。現状それを実行していないのは、坂柳自身が、オレが目立ってしまうことを嫌っているからだ。

「さっきの一いち之の瀬せの手紙。どう思った？」

「どうとは？」
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「そのままよ。犯罪者だって話、信じる？」

「さあ。それにも興味がないからな」

「興味がなくても考えるくらいするでしょ。一いち之の瀬せが善人なのか悪人なのか」

「犯罪者だからって悪人とは言えないし、犯罪者じゃないから善人だとは言えない」

　そもそも、善か悪かなど、曖あい昧まいな定義だ。見る視点や立場、関係で大きく異なる。

「…………」

　神か室むろは面白く無さそうにオレを見つめる。

　それから、何も話を進めようとしない。

　ここで会話の本質を避け続けても話は前に進まないんだろうな。

「どこかの誰かが流した噂うわさがあるだろ」

「そうね。どこかの誰かが流した噂は耳にしてる」

「オレの予想じゃ、あの噂の中の１つ以上に、真実もしくは事実に近い何かが含まれていると思ってる。だから一之瀬は、噂やプリントを受け取っても反撃しようとしない。反撃すれば、その隠しておきたい真実が露ろ呈ていするからだ」

「無視し続ければ、疑惑のままで済むってわけね」

「ああ。だが、これは解決にはならない。結局隠したい事実を知っている人間が噂を流しているのだとしたら、認めずともいずれもっと具体的なことを書かれる。そうなった時には誤ご魔ま化かしきれない可能性が高い」

　お湯が沸き、カップにお湯を注ぐ。

　そしてココアの入ったカップをテーブルに置いた。神室は、すぐには飲もうとしない。

「飲まないのか？」

「猫舌だから」

　どこまで本当なんだかな。

「あんたの予想通り。今、一之瀬は隠したい事実を知る生徒に狙われてる」

「なんでそんなことがおまえに分かるんだ」

「分かってるでしょ。坂さか柳やなぎはあんたの前では言ってたんだから」

　もちろん、そのことは覚えている。

　しかし神室自ら、それをオレに教えてくるとは。

　これも坂柳の戦略のひとつか？

「言っとくけど、今私がここであんたに、この話をしていることを坂柳は知らない。多分知ったら怒るでしょうね」

「つまり、坂柳を裏切ってると？」

「そういうこと」

「悪いが信じられないな」

「でしょうね。だから、一之瀬が隠してる事実をあんたに教える。多分明日か明後日あさつてには、その事実を他の生徒も知ることになるでしょうから」

　それで、神か室むろの言っていたことが本当だったと証明される、か。

「だけどその前に。どうして私が坂さか柳やなぎにこき使われてるか。その話からする必要があるわね」

「身の上話、か」

「興味ないのは分かってるけど聞きなさいよ」

　興味がなくて構わないのなら、聞くだけ聞くとしよう。

　そうしない限り、帰ってはくれないだろうからな。





　　　　２






　私が坂柳に声をかけられたのは、入学式が終わって、１週間経たった頃だった。

　寮に戻る途中にあるコンビニに立ち寄り、所用を済ませて店を出た直後だ。




「待ってください」

　コンビニを出て、寮へと向かう途中の私をクラスメイトの女子が引き止めた。

「何か用？」

「入学して間もないですし、少しお話がしたいなと思いまして。神室さん」

「私の名前、覚えてたんだ」

「クラスメイトの名前と顔くらいは、覚えさせていただきました」

　そう言って歩く女子の歩みは遅い。

　片手に握られた杖つえが、彼女の足が悪いことを表している。

　名前は確か───坂柳有あり栖す、だっけ。ハンデを持つ彼女は目立つから、クラスメイトを覚えるつもりのない私も、何となく名前を記憶していた。

「一緒に帰っても構いませんか？」

　普通なら断る。だけど、足の悪さは直接の関係はないものの、断りにくい空気が流れる。

「勝手にすれば」

「ありがとうございます」

　嬉うれしそうに笑うと、彼女はやや歩みを速めるように隣に並んだ。

「無理して転んでも助けないから」

「大丈夫です。杖との付き合いも長いですので」

　そうは言うが、歩みはけして速くない。

「はあ……」

　重いため息をわざとついてやったのに、坂柳は気にした素振りも見せなかった。

　見かけは細いくせに、心は図太いらしい。

「ところで───先ほどはコンビニで何を？」

「何をって？」

「見たところ何も買われていないようでしたので」

「別にいいでしょ。欲しいものがないことだってある」

　話を切り上げようとした私の腕を、坂さか柳やなぎが掴つかんできた。




「万引きしましたよね」




　私の目を見ながら、坂柳はそう言った。

　まるで面白いおもちゃを見つけた、そんな輝いた目をしていた。

「何度か下見に行ってカメラの位置は把は握あくしていたと思われますが、学校では初めてですか？　それとも今回で何回目か？」

「私が盗んだって確信があるわけ？」

「ええ。あなたは私を気にも留めていなかったようですが、確信しています。そうでなければ万引きしましたよね？なんて言いませんよ」

「そうね。確かにそう」

　その現場を見たからこそ、坂柳は私に声をかけてきた。

「盗んだとしたら、何だって言うの？　学校にチクる？」

「そうですね。報告するのは簡単ですが、その前に聞かせてください」

「は？」

　私のしかめっ面に気づいたのか気づかないのか、坂柳は続ける。

「あなたの手際は見事でした。何より驚いたのは、その冷静さです。普通はガムや飴あめのように安いものだけでも購入して罪悪感を減らしたりするものです。しかしあなたにはそんな素振りは一切見受けられなかった。それは、こういった万引き行為があなたの中で日常化してしまっている証拠でもあります」

　坂柳の言っていることは当たっていた。行動一つで、何度も繰り返してきたことだと見抜かれた。だけど、それがどうしたというのか。

　長々と話をするつもりはない。

　どれだけ手際が良かろうと、見つかった事実は取り消せない。

「好きにして」

　鞄かばんの中に手を入れ、コンビニから盗み出したアルコールの缶を取り出した。

　通常20歳に満たない人間には買うことが許されないもの。

　校内で生活する教員向けに置かれてあるものだ。

「さっさと連絡しなさいよ」

　そう言ったのだが、坂柳は全く関係ないことを口にした。

「アルコールを常飲されるんです？」

「は？　……しない。別にお酒に興味なんてないし」

「つまりあなたにとって万引きとは、日々の生活を楽にするための行動ではなく、あくまでもその罪の意識、そしてスリルを味わうための行動でしかない、ということですね」
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　勝手に分析を続ける。

「あんたが冷静に分析できるのは分かったから、さっさと学校側に突き出せば？」

「よろしいのですか？　万引きともなれば、停学は免れないでしょうね」

「だから？」

「入学して、まだ１週間。これから楽しいことも楽しくないことも沢山ありますよ？」

「あんたが連絡しないなら、私からする」

　携帯を取り出そうとすると、その手を止められた。

「気に入りました、神か室むろ真ま澄すみさん。あなたには私の最初のお友達になってもらいます」

　そう言って、携帯を仕し舞まうよう促した。

「何言ってんの」

「あなたの秘密を守る代わりに、色々と私に協力してください」

「それ、友達って言わない」

「そうですか？」

「それに、素直に従うと思ってるわけ？」

「確かにあなたは、学校側に申告されてもダメージは少なそうです。しかし、それでも神室真澄という人間が万引きをする存在である、ということは露見してしまいます。そうなれば今後、万引きを行う際にも問題が生じるのではありませんか？」

「万引きを見逃すどころか、もっとやってもいいって？」

「どうされるかはあなたの自由です。その部分に私が関与することはありません。そもそも道徳的にあなたに犯罪行為はダメだと訴えたところで、心に響かせることができるはずも無い。違いますか？」

「それは、まぁね……」

「ですが───私についてくれば退屈はしないと思いますよ。万引きすることでしか満たされないあなたの心を、別のモノで埋めることはできるかも知れません」




　それが、私と坂さか柳やなぎ有あり栖すとの出会い。





　　　　３






「───あー疲れた。こんなに口を動かしたのは久しぶり」

　話し終えた神か室むろは、当初と変わらない目でオレを見上げる。

「つまり私は万引きの常習犯」

「最近は？」

「万引きする暇もないくらい、坂柳のヤツにこき使われてる」

　本位ではない、そう言いながらも満更でもないようだ。

　神室は、恐らく今まで誰にも必要とされていなかった。そこに闇を抱えていた。

　だが坂柳が必要としてくれることで、罪を犯さずに済んでいるということだ。

　坂柳は上う手まく利用したな。神室に万引きを繰り返されれば、いずれ足がつく。

　敷地外ならいざ知らず、ここは限定された学校のテリトリー。

　在庫が合わない現象が続けば、すぐに事実にたどり着く。

　そうなればＡクラスが受けるダメージも大きくなることは明白だ。

「合宿で坂柳が言ってたな。おまえの秘密と一いち之の瀬せの秘密は同じだと」

　つまり、これらの話が全て本当であるとするなら一之瀬は万引きの経験がある、ということになる。

「そういうことね」

「だが、過去を赤裸々に話してまでオレに何を求めてるんだ」

　場合によっては過去にさかのぼって、調べさせることも不可能じゃない。

　そうなれば不利益を被るのは神室だけだ。

「私は別に、坂柳も一之瀬も好きじゃない。でも、一之瀬が万引きをしてるって事実は、正直言って衝撃だった。あんなに人気があって、何もかも満たされてるはずなのに、私と同じなんてね」

　自嘲するように神室は笑った。

「坂柳を止めてよ。あんたならそれが出来るんじゃないの」

「つまり、一いち之の瀬せを助けろと？」

「そう。このままだと、間違いなく一之瀬は潰つぶされる。肉体的にじゃなく心がね」

「なるほど」

　神か室むろの話が本当かどうかを確かめるのは困難で実証が難しい。

　在庫価か額がくや棚たな卸おろし価額から導き出せるロス金額を出したとしても、ロスの原因が何であるかを特定するのは難しい。店員の処理ミスであることだってあるだろう。入学当初に万引きをしたと言っても、露骨に同じ商品を繰り返し狙ったわけでもなく、一度きりの行動。

　かといって監視カメラを見せてくれと頼み込むことも不可能だ。

　唯一取れる対策があるとすれば、神室の万引き事実を学校側及びコンビニ側にリークすることだが、真実でも嘘うそでもオレ個人にはデメリットが多すぎる。

　仮に話が全て真実だとしても、神室の言葉を素直に受け止める気にはなれない。

　坂さか柳やなぎに対して不満を抱えていることは事実だろうが、裏切ってまで謎の多いオレに助けを求めてくるというのはやや動機に欠ける。

　なら、この一連の流れは何のために行われたのか。

　現実的な路線としては、全て坂柳の考えの下、行われていると考えるべきか。

　オレとの直接対決を実現させるために、一之瀬を利用している……という線。

「私が嘘をついてるって？」

　長考を受けて、神室は自ら沈黙を破った。

「正直、絶対の保証はない話だ」

　もちろん、今の話を聞く限りでは、ほぼ間違いなく事実だと判断できる。

　それでもオレが認めなかったのは神室が坂柳の側近であるからだ。

「……なるほどね。わかった、だったら証明して見せればいい？」

「証明できるのか？」

「多分ね」

　そう言って神室は学生証を取り出し、それをオレに手渡してきた。

「じゃ、鍵は閉めないで待ってて」

　それだけ言うと、部屋を出て行く。

　まさか、今から盗んで来て自分が万引き犯だと証明するつもりか？

　しばらく意味もなく神室の学生証を眺めて待っていると、10分ほどして神室が戻ってきた。そして服の中から、何かを取り出し見せた。

「おいおい……」

　どうやら、予感は的中したようだ。

「ガムとかにしようかと思ったけど、ビール。こっちの方が信用できるでしょ」

　確かに誰でも購入可能なガムなどであれば、予あらかじめ購入しておくだけで盗んだフリも可能になる。しかしアルコールとなれば話は別。仮に外で誰かに学生証を借りた、としてもこのアルコール飲料は用意できない。年齢制限のかかった商品を購入することは不可能だからだ。かといって、教師や敷地内で働く社会人を利用することも現実的じゃない。間違いなく盗み出してきた商品。

　オレからの信用を得るために、実行してみせたか。

「分かったでしょ？」

　そう言ってビール缶を仕し舞まおうとする神か室むろに対し、オレは手を伸ばした。

「一応本物か確かめさせてくれ。偽物ってこともある」

「……バカね。こんなものが作れるとでも？」

　一瞬抵抗を見せたように思えた神室だったが、程なくしてオレの手に渡してきた。

　キンキンに冷えたそれは、今まさにコンビニで手に入れて来たと思われるもの。

　ぐるりと缶をゆっくり一周させる。間違いなく本物のアルコール飲料だ。

「必要ならあんたにあげるけど？」

「やめてくれ」

　万が一そんなものが部屋の中から見つかれば、面倒なことが起こる。

　そうよね、と神室はアルコール飲料をオレの手から取り上げると、手元でポンポンと小さく浮かせキャッチを繰り返した。

「とにかく信用してくれた？」

「本物を見せられたんだ、信用しないわけにはいかないだろ」

「それは良かった」

「で、何な故ぜオレなんだ」

「あんた以外、私が声をかけられる人間はこの学校に一人もいない。それくらいわかってるでしょ」

　オレは神室のために淹いれたココアのコップを手に取る。一口も飲まないことを確信したからだ。既に10分以上口をつけられていないため、温ぬるくなってしまっていた。

「オレにメリットがない」

「そうかもね」

　満足したのか、神室は立ち上がる。

「結末がどうなるのか、楽しみにしてる」

　一方的に会話を打ち切り、オレの部屋を出て行こうとする。

「ちょっと待て」

「……何？」

「学生証、忘れてるぞ」

　すっかり忘れていた、と神室は学生証をアルコール飲料を持っていない方の手で受け取った。その後、改めて神室はオレの部屋を後にした。

　にしても、面倒な問題提起をしてくれたもんだ。

　やはり一いち之の瀬せに関する問題は放置しておくことが得策か。

「いや……そうとも言い切れないか」

　むしろこの機会を利用するのも手かもしれない。

　オレは学生証と携帯を手に、部屋を後にしてコンビニに向かう。

　その途中、堀ほり北きた兄から電話がかかってきた。

　来客が帰ってやっと落ち着けると思ったが……。

　とは言え意外な人物からの着信。無駄話をするためにかけてきたわけでもないだろう。

「話しておきたいことが幾いくつかある」

　通話ボタンを押すなり、堀北兄は開口一番そう言った。

「急ぎ、ってことか」

「場合によっては手遅れになりかねない。妹に関してだ」

「……妹に関して？」

　それはまた珍しい。

　余程のことがない限り、堀北兄から妹に関しての話が聞こえてくることはない。

「[image: ]くし田だ桔き[image: ]きようが、南な雲ぐも雅みやびと接触した」

「へえ」

　驚きを感じると同時に、堀北兄の耳の早さに感心した。

「てっきりあんたの周りは敵だらけだと思ってたんだが、よくそんな情報を掴つかんだな。誰からその情報を仕入れたんだ？」

「桐きり山やまからの情報だ。前回の合宿で、俺と南雲の関係には大きな亀き裂れつが明確に出来た。この先も間違いなく仕掛けてくるだろう。こちらとしても動かざるを得ない」

　桐山副会長、か。

　オレが考え込むように沈黙すると、堀北兄はこう続けた。

「手放しに信用できないか？」

「オレはあんたほど桐山のことを知らないからな」

「それでいい。おまえは常に疑う側でいろ」

　生徒会長を務めた男として、桐山だろうと南雲だろうと堀北は一定の信用を持って接している。疑わしくとも裏切られるまでは信用を固持する。到底オレには真ま似ね出来ない行為。

「それで？」

「堀北鈴すず音ねを退学にするための助力を願ってきた。随ずい分ぶんと大胆な行動をするものだ」

「なりふり構っていられない事情が出来たんだろ」

　約束した賭けで敗北した[image: ]田は、今後は妨害しないと言ったはずだ。

　とは言え、それを律りち儀ぎに守るつもりは毛頭ないということ。

　龍りゆう園えんに擦り寄り利用したように、次は南雲に接触した。合宿での南雲の立ち回りを見ていれば、そうなってもおかしなことじゃない。

　もちろん[image: ]田だって気づいているだろう。そうやって堀北を追い込むごとに、自分自身も追い込んでいることに。だが背に腹は替えられない。そんな覚悟は伝わってくる。正直龍園への接近に対しては時期尚早だったとは思うものの、南雲に擦り寄るのは悪い考えじゃない。１年先輩であれば、卒業していなくなってしまえば事実を知る者はいなくなる。

　ただ、これは南な雲ぐもが信用できる人間である場合に限ってだ。

「これから、南雲もしくはその近くの人間が、鈴すず音ねに対して手を打つだろう」

「オレに何をしろと？　妹を守ってくれとでも？」

「この先、鈴音が退学することになったとしても、それは自分自身の責任だ。だが、[image: ]くし田だはおまえの存在も厄やつ介かいだと口にしている」

「なるほど……」

　南雲は大してオレに興味ないだろうが、繰り返し名前が上がれば嫌でも意識する。

　早いうちに連鎖を断たなければ、厄介ごとは次から次に降って来るということだ。

「南雲と橋はし本もとが接触した可能性は？」

「何な故ぜ、そのようなことを？」

「合宿の序盤と、終盤で橋本の態度に僅わずかながら変化があった気がした。確信はなかったが、この間会った時に、その変化が気のせいじゃなかったと疑念を深めた。合宿終盤で橋本は誰かにオレのことを聞いた、ということになる」

　オレのことを知りながら、橋本にそんな話をする生徒がいるとしたら極めて限られる。

「読み通りだ。合宿中、南雲は橋本におまえについて話をしていた。とは言え、恐らくまだ橋本もおまえが鈴音を操っていた生徒だという答えには至っていない」

「なるほどな」

　それで、真相を確かめるために色々と嗅ぎまわっているということか。

「あえて言うほどでもないと思っていたが、不服か？」

「いいや。先に聞いてても、今と状況は変わってない」

　だろうな。と堀ほり北きた兄は呟つぶやく。

　坂さか柳やなぎ陣営の生徒なら、オレに対して不信感を抱いたところで些さ細さいなことだ。

　どれだけ探られようとも、オレが何もしなければ何も出てこない。あるいは対策を講じたところで坂柳が話してしまえばそれまで。龍りゆう園えんや南雲よりよっぽど楽だ。

　ただ、全ての基点に南雲がいる点を静観するのはやや問題か。

「情報は渡した。その上でどうするかはおまえが判断しろ」

「そうするさ」

　通話が切れる。

　この学校では、こういった情報がモノを言う部分は少なくない。常に誰かが誰かを陥おとしいれようと、日々策略に動いている。そういう意味では、オレが抱えている情報源の１つ、堀北兄は役に立つ。南雲ほどの器用さ、そして広範囲に及ぶ情報網はないが、信用度や正確さという意味では遥はるかに高い。

　ともかく降りかかる火の粉、それをいち早く阻そ止しするには先手先手が必要になってくるだろう。






○蔓まん延えんする噂うわさ









　週末が明け月曜日の朝。

　朝のシャワーを浴び、オレは頭をバスタオルで拭きながら、歯ブラシを咥くわえる。いつもよりゆっくりとした時間を過ごし、遅刻ちょっと手前まで部屋で過ごすプランだった。

　昨日の夜、携帯の電源を切って寝たことを思い出し、電源を入れる。

　携帯にメッセージが溜まっていたのか、画面がすぐに光った。

『清きよ隆たかくん、朝ちょっと時間あるかな？　部屋にお邪魔してもいい？』

　シャワー室に入った直後に届いていたと思われる愛あい里りからのメッセージだった。

　他にも恵けいからの着信があったが、後で折り返すことにしよう。

『悪いシャワー浴びてて気づかなかった。もう時間がないから学校でいいか？』

　そう送ると１秒も経たたずに既読がついた。

　たまたまか、オレからの返事を待っていたか。

『いいの気にしないで。また声かけるね』

　急ぎの用件でもないのか、そう返事が戻ってきた。

　そういうことなら、とりあえず身だしなみを整えることに集中させてもらおう。

　のんびりしている暇もなく、仕度を済ませロビーへ降りようとエレベーターを呼ぶ。朝は通学者で混雑するためすぐには来ないが、ギリギリでも忙せわしないもんだな。

　その間に携帯を取り出し、オレは恵に一通メッセージを飛ばしておく。

『用件は？　もし可能なら今日の夕方から夜に一度会って話がしたい』

　そう送ると、すぐに既読がついた。

『別に何となく電話しただけだから気にしないで。それより、会うのはいいけど早めでお願いできる？　夜、友達と遊ぶ予定あるから』

　そういうことなら、５時頃にしておくか。

『５時は？　６時前でもいいが』

『オッケー、じゃあ５時でお願い。用件は？』

『会った時に話す』

　そう送り返したところで、上の階からやって来たエレベーター。

　中には平ひら田ただけが乗っていた。

「やぁ、おはよう綾あやの小路こうじくん」

「珍しいな平田。結構ギリギリの時間だろ」

　平田は優等生のため、いつも余裕を持って通学していることが殆ほとんどだ。

　後発組、しかもほぼ最終の時間に寮を出るのはレアケースじゃないだろうか。

「本当はもう少し、早く出る予定だったんだけど……」

　そう言って、やや複雑そうな苦笑いを浮かべる。

「けど？」

　言葉を濁す平ひら田たと共に１階に降りると、そこには数人の女子がいた。

　どこのクラスと言うわけでもなく、ＡクラスからＤクラスまで満まん遍べんない。何の集まりだろうと一瞬思ったが、すぐに事態を理解する。

「おはよう平田くんっ」

「うん、おはよう」

　爽やかな笑顔を見せたものの、やや困惑した様子。

「これ……バレンタイン！」

　そう言って、女子６人が一斉にチョコを手渡す。恐らくこんなことが何度も繰り返されたんだろう。部屋にチョコを持って戻っていたと推察した。

　オレは平田に別れを告げ、学校へと急ぐことにした。

　待つことは簡単だったが女子からの『邪魔』というプレッシャーに敗北した。

　そうか世間はバレンタインデーか。

「人生で一度もチョコレートなんて貰もらったことがないな……」

　ふとそんなことを呟つぶやいてしまっていた。

　彼女が欲しいとかの前に、チョコレートを貰ってみたい。

　そんな欲求が少しだけオレの中にあったことに驚いた。
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　バレンタインに色めき立っている男子は、何もオレだけじゃない。

　Ｃクラスにつくなり、異様な空気に包まれている教室。

　多くの男子が１箇か所しよに固まっていた。

　今日は、１年間の集大成。

　クリスマス同様、男女の恋愛イベントの見せ場ポイントだ。

「おう来たか綾あやの小路こうじ。おまえもちょっとこっちに来いよ」

　須す藤どうに呼ばれ、近づく。

「おまえチョコ貰ったのか？」

「え？」

　やや睨にらみつけるような、食いしばったような顔でオレに聞く須藤。

「直訳すると、堀ほり北きたから貰ったのか？ってことらしいぜ」

　池いけがニヤニヤしながら言う。

「バカおまえ余計なこと言うな。関係ねえよ」

　そう言いながらも目は笑っていない。

　どうなんだ？と鬼のような気迫を込めて聞いてくる。

「貰ってない。貰うはずもない」

「……本当だな？」

「ああ」

　一度、二度と頷うなずいた須す藤どう。それでオレは須藤の睨にらみから解放された。

「まぁ健けんが慌てるのも分かるけどなー。なんせ綾あやの小路こうじのアレ、化け物だしよー」

　そう言って池いけはペットボトルのような形を手で空中に描き出す。

「……テメェ綾小路、それで俺に勝ったつもりになんなよ？」

「いや、全くなってない……」

　合宿以来、たまにこんなツッコミを受けるようになってしまって迷惑だ。

「つかおまえはどうなんだよ寛かん治じ。篠しの原はらとは上う手まくいってんのか？」

「は、はあ？　なんで篠原が出てくんだよ」

「もういい加減正直になれって。全員分かってんだからよ」

「わ、分かってるって……分かってる？」

　何な故ぜかその答えをオレに求めてきた。

　一応流れとしては理解できるので、軽く頷いておく。

「うげええ！」

　顔を赤くし蹲うずくまる池。

「ほらな？　綾小路みたいな朴ぼく念ねん仁じんにもバレてんだよ。で、貰もらったのか？」

　クラス内で人気が高いわけではないと思われる篠原のためか、池を妬ねたむ声はそれほど聞こえてこない。悪友仲間の山やま内うちくらいは憤ふん慨がいしそうなものだがその山内は姿が見えなかった。

「貰ってねえよ……」

「なんだおまえも俺と同じかよ」

　須藤は同情するように、池の肩に手を回した。

「べ、別にいいし。[image: ]くし田だちゃんからは貰えたしさ」

　そう言って、池はピンク色のリボンがついたチョコレート箱を自慢げに誇る。

「んなこと言ったら男子は全員貰えるんじゃねえの？　俺も貰ったしよ」

「ありがたいけど、究極の義理チョコだよなぁ」

　まさか１年の男子全員に渡すってことはないと思うが、どうなんだろうな。

　[image: ]田ならそれくらいしてもおかしくない。

　ともかく男子の熱気だけは伝わってきた。こういう子供な行動が女子から距離を置かれている理由な気もしなくはないが、やむを得ないだろう。

　恋愛経験の少ないウチのクラスでは、どうしてもこうなってしまう。

　まあ、貰える貰えないは日ごろの行い次第。

　慌てて何かが変わるものでもないよな。

　明あき人とにチョコを渡すＢクラスの女子を見て、そう思った。





　　　　２






「明日15日は予定通り全科目の仮テストを行うが、先ほども言ったように成績等には一切関係がない。あくまでも自分たちの現在の実力を試すため。そしてその先に待つ学年末テストの予習だ。全く同じ問題は出題されないが、今回の仮テストは学年末テストの内容に類るい似じしている問題も多い。Ｃクラスに上がったからといって油断しないことだな」

　茶ちや柱ばしらのありがたい説明が終わり、今日の授業が終わりを告げる。

　帰り支度を始めた隣人に、オレは一言だけ声をかけることにした。

「最近、[image: ]くし田だとはどうなんだ？」

「どうとは？」

「上う手まくいってるのかって話だ」

「どうかしら。関係改善を懸けん命めいに図っているところよ。あなたも協力してくれるの？」

「聞いてみただけだ」

「[image: ]田さん。少しずつ変わってきたわ」

「変わってきた、と言うと？」

「今日、これからケヤキモールで彼女とお茶をするの。いつもなら迷わず断られていたことよ」

　どうやら思った以上に『表面上』だけは進展しているらしい。

「実ってきたってことか、おまえの希望が」

「話し合えば分かり合える、のかも知れないわ」

「それは良かった。じゃあな」

　オレは堀ほり北きたに短くそう答え席を立った。

「……なにそれ」

　冷やかしを受けて、やや侮ぶ蔑べつを含んだ目で見られ視線を逸そらした。

　程なくして堀北は席を立った。

「あ、鈴すず音ね。えーっと……勉強、いつ教わりにいけばいいんだ？」

「あなたにしては随ずい分ぶんと積極的ね須す藤どうくん」

「そりゃ、まぁな。退学したくねーし」

　そう言いつつ、どこか落ち着かない様子の須藤。

　狙いはもちろん堀北からのバレンタインチョコ。

「俺としちゃ今日からでもいいんだぜ？」

　しかし───。

「まだ部活も休みに入っていないんでしょう？　仮テストの後でも遅くないわ」

　そう言って、須藤の目もく論ろ見みは露と消えた。

　オレは教室を出た。

　綾あやの小路こうじグループから誘いはあったが、断ることにした。

　目下、対処しておかなければならない問題が残っている。

「清きよ隆たかくんっ！」

　廊下に響く、叫び声。ただし控ひかえめな声量。

「どうした愛あい里り」

「今日、グループの集まりに来ないって本当？」

「そのつもりだったんだが」

「お、遅くてもいいから来られないかなぁ」

「そうだな……６時とか過ぎるかも知れないぞ？」

「うんっ。多分みんな、それくらいまでは一緒にいると思うから！」

「分かった。じゃあまた連絡するってことでいいか」

　その一言で、愛里は固かった表情が笑顔に変わった。そんな愛里にいったん別れを告げて移動する。Ｂクラスに着くと、妙に教室の中が静かだ。

　オレが話せる生徒はごく一部に限られているため、神かん崎ざきが一番好ましいが、合宿で一緒だった墨すみ田だか森もり山やまでも良かった。

　しかし間の悪いことに、既にその３人は教室に姿が無かった。

　誰か適当に捕まえられればいいんだが、そうもいかない。

　いったん引き返すことを決める。

　しかし、その途中でＢクラスから出てきた女子の会話が聞こえてきた。

「ねえ……今日帆ほ波なみちゃんが休んでる理由って……」

「そんなわけないでしょ」

　そんな短い、小さな会話。

　一いち之の瀬せは休みか。

　単なる偶然か、それとも今話されていたように、先日のことが関係しているのか。

　Ｂクラス前から離れつつ、オレは考える。

　そもそも、何な故ぜ一之瀬が坂さか柳やなぎに秘密を握られたのかだ。

　確かにコールドリーディングやホットリーディングといった、相手の秘密を引き出すための話術は存在する。だが、万引きをした過去を一之瀬は表に出したいとは思っていない。今も否定しているのがその証拠だ。

　最大の敵であるＡクラスの人間に、いくら誘導されたからと口にするだろうか。

　池いけや山やま内うちならともかく、一之瀬はそれなりに頭も回る。

「坂柳の口車に乗ったか……」

　あるいは、他にも一之瀬の秘密を知っていた者がいたか。

　だが、Ｂクラスでもっとも信頼を置いていたであろう神崎も知らない様子だった。

　仲の良い友人たちも、反応を見るに知っていたとは思えない。

　学校の教員、あるいは……一之瀬が所属する、生徒会。

「南な雲ぐもが一之瀬を切り捨て、坂柳を選んだとしたらありうるな」

　ただこれは、あくまでも幾いくつかの仮説が正しかった場合に限る。

　そもそも神か室むろの話したことが全て真実でなければ、立証とはならない。

　この大前提を覆くつがえせるのは唯一、一いち之の瀬せ帆ほ波なみ本人だけ。

　広いとは言っても、世間から見れば狭い学校の敷地内。

　誰かと顔を合わせ密談する時にはどうしても人目を気にしなければならない。

　早朝、あるいは深夜。大抵はその時間帯になるだろう。

　一之瀬帆波の部屋番号をオレは知らないが、その点の問題クリアは容易だ。寮の管理室に電話をし直接聞き出せば良い。学校側からすれば、生徒の部屋番号を秘密にする理由は無い。生徒同士連絡を取り合いたいと言えば、基本的に了承されるからだ。

　移動中に電話し確認すると、すぐに部屋番号が判明した。

　背後から距離を置いて、オレを見張っている橋はし本もとの気配を感じつつ無視をする。

　ここ最近、昼と夕方には常に橋本の尾行が行われていた。

　橋本の距離感は悪くない。これまでも何人かの尾行経験があるんだろう。

　わざわざ見張られているタイミングで一之瀬のところを訪ねるメリットなんて一見ないように思える。だが逆。見張られているからこそ、見せる価値のある行動だ。

　早めに寮へと戻り一之瀬の様子を確認しておこうと思ったオレは、一之瀬のいるフロアへと足を運んだ。しかし間の悪いことに一之瀬の部屋の前には数人の女子の姿があった。

　一之瀬たちと特に仲良くしている女子だ。

　オレはすぐに背を向けエレベーターに乗り込み直した。

　今日のところはやめておくか。
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　５時。オレは恵けいを寮から少し離れた場所へと呼び出した。

　人気は少ないが、とは言え全く人が来ない場所でもない。

「あー寒っ。なんでこんなところで待ち合わせなわけ？　もっとあるでしょ」

「ロビーってワケにはいかないんじゃないか？　堂々と接してると変な噂うわさが立ちかねない。それはおまえが困るだろ？」

「まあ、ね……。でも隠れて会うには微妙に目立たない？　下手に見られたら噂立ちそうなんだけど……」

「心配ない」

「なーんか、用心してるんだかしてないんだか。いいけどさ」

　これでいい。オレをつけまわす男にとっても長時間は堪こたえるだろうからな。

「にしても、寒すぎ。早く夏になればいいのに」

「夏になったら早く冬になれって言うんじゃないのか？」

　言われて少し考え込む。

「乙女ってそういうものなのよ」

　そう言って軽かる井い沢ざわは鼻を鳴らした。

「そういえばさ、今月は特別試験ないのかな」

「合宿も終わったばかりだしな、無くても不思議じゃない」

「じゃあ余裕って感じ？」

「学年末試験は大丈夫なのか？　多分相当難しいぞ」

　そう言ったところで、恵けいの動きが硬直するのが分かった。

「え……マジ？」

　これまで、何とか潜くぐり抜ぬけてきた恵だが、学力的には油断は出来ない。

「勉強教えてよ」

「平ひら田たに頼め───なくはないだろうが、難しいか」

　別れた直後で図ずう々ずうしく頼み込むことも恵なら出来るだろうが、本人はあまり乗り気じゃないらしい。ジッとこっちを見る。

　一番楽なのは、啓けい誠せいに面倒を見させることだが、それは現実的じゃない。

　いきなりオレのグループに放り込めば、間違いなく問題が起こる。

「夜中になるが、それでもいいのか？」

「退学になるよりマシでしょ」

　仰おつしやるとおり。

「じゃあ、予定は組んでおく」

「よろしく」

　ただ、学年末試験を越えても、新たな問題はすぐにやってくるだろう。

　次の３月。恐らくはその始めに大きな特別試験が待ち構えていると予想できる。

　それを無事に終えられて、初めて１年度の課程が終了する流れとなるだろう。

　最後の最後まで気を抜けない戦いが続く。

「でさ、あたしに用件はなに？」

　何な故ぜかそわそわした様子で、そう聞いてくる。

「どうした」

「べっつに。どうしても今日あたしに会いたかったんじゃないかと思ってさ」

「今日じゃなくても良かったんだが、早めに確認しておきたいことが出来た」

「ふうん」

　何かを疑うような眼まな差ざし。

　オレは気にせず本題を切り出すことにした。

「この番号に心当たりは？」

　先日オレの元にかかってきた、登録のない番号を見せる。

「えー誰だろ。なに、知らない人からの電話？」

「そんなところだ」

　恵けいは電話マークをクリックし手動でキーパッドにその番号を打ち込んでいく。

　登録者であれば、入力が終わったところでアドレス帳から名前が出るはずだ。

「出ないみたいだな」

「普通の子たちよりは連絡先は多いけどさ、あたし上級生とか殆ほとんど知らないから」

　もしヒットすれば、そんな思いで確認してみたが、やはり望みは薄いか。

「かけ直してみたらいいんじゃないの？」

「何度か試したんだが、電源が落ちてる」

「ふぅん……？　重要なことなら調べておこっか？」

「ああ。今日の用件はそのためでもあった。ただし、不用意にかけるなよ」

　了解、と恵は頷うなずいて番号をメモする。

「それだけ？」

「ああ。またな」

　早めに切り上げようとすると、慌てたように恵が引き止めてきた。

「あ、ところで、さ。ちょっと話があるんだけど。問題出していい？」

　別れ際、恵が近づいてくると奇妙な問題を出してきた。

「今日は何の日？　はい、５、４、３───」

「……想像以上に簡単すぎて、逆にそれが不正解なんじゃないかと思うんだが」

「捻ひねくれずにストレートに答えなさいよね」

「バレン───」

「はい正解」

　バフッと頭に当たる軽い箱の感触。

「くれるのか？」

「元々は洋よう介すけくんのために用意してたんだけど、必要なくなったから」

「平ひら田たのために、か」

「何よ不服？」

「いや、随ずい分ぶんと前からバレンタインの準備をするもんだなと思ってな」

　恵が平田と別れると決めたのは、もう１ヶ月以上も前のことだ。

「あ、あたしは用意周到なの。別れると決めてても、必要になることだってあるかも知れないでしょ？　ま、恋愛未経験のあんたにはわかんないでしょうけど」

　そう言われれば、そうかも知れないが。

「あたしから貰もらえるかもって思って今日を選んだのかと思ったのに」

「悪いな、それは全く考えてなかった」

　む、とちょっとだけ怒ったような顔をした恵だが、すぐに元に戻る。

「ちなみに他の子には貰った？」

　はぐらかすように、話題を少しだけ逸そらす恵。

「いや、全く」

[image: ]

　この場では貰もらっている貰っていないに関係なく、そう答えておくべきと判断した。

「ざまあ。０お似合い男～」

　速攻でバカにされる。

「けどいいのか？　オレに渡したら０じゃなくなるぞ」

「それはそれで惨みじめだろうしね。あたしからの救済措そ置ちってヤツよ」

　実に上から目線。

「あ、お礼は１０００倍にして返してくれてもいいから」

　それはまた至し極ごく無む茶ちやな話だ。

「ところでさ───」

　再び話を変えようとした恵けい。

　その言葉はオレの目を見て喉の奥へと引っ込んだ。

　近距離、互いの目と目が合う。

　オレはゆっくりとその目をスライドさせ、寮の方へと向ける。

「それじゃ、あたし部屋に戻るから」

「ああ。またな」

　そう言って恵は、さっさと寮の中に戻ろうとする。

　オレはすぐに鞄かばんの中にプレゼントを仕し舞まった。






○曖あい昧まいなもの









　橋はし本もと正まさ義よしにとって、誰の下につくか、という問題は些さ細さいなものだった。

　いや、全く気にしていないと言っても過言ではない。

　坂さか柳やなぎがリーダーをしようと[image: ]かつら城ぎがしようと、自分にとって有益である方を利用する。ただそれだけのこと。スタートがＡクラスだったことは幸いだが、途中ＢクラスやＣクラスに落ちることも視野に入れている。

　大切なのは最後に逆転できるポジション取り。

　だからこそ、早い段階で台頭してきた龍りゆう園えん翔かけるに接触し、可能性を感じた。

　坂柳や一いち之の瀬せをも倒しうる逸いつ材ざい。不気味な強さを持った人間だと認識した。必要に応じ、Ａクラスの情報を流すことも躊躇ためらわなかった。無論、あくまでも坂柳の傘下としての諜ちよう報ほう活動。しかし、龍園が他者を上回ることがあれば、坂柳を裏切ることも辞さない。

　同じようにＢクラスの一之瀬にも目星を付けた。ただ一之瀬の場合は龍園や坂柳と違い裏工作の通じない相手。橋本は無理せず、外堀から埋めることを選択した。一之瀬を裏切らせるまでは行かないものの、彼女に近いＢクラスのある生徒とも繋つながりを持っている。

　これが入学して、橋本がすぐに構築した各クラスとの関係だった。

　不測の事態に備えての保険は多いに越したことはない。

　そして、今日もその『不測の事態』に備えての下準備をしようとしていた。

「あ、あの橋本くん。ちょっといいかな？」

　放課後の廊下。橋本の下に、クラスメイトの元もと土ど肥い千ち佳か子こという女子が声をかけてきた。橋本と同じテニス部に所属している。橋本が教室を出たのを機に追いかけてきたようだ。どこか浮ついた様子で、落ち着きがない。

　用件を聞かずとも、橋本は状況をすぐに理解する。

　今日は２月14日。こんな光景を既に数回経験していた。

　ただし、理解したと顔には出さない。当然言葉にもしない。

「どうした元土肥。何か用か？」

　そう優しく問いかけると、意を決したように元土肥が切り出す。

「これ、チョコレート。今日バレンタインだから、さ」

　そう言って差し出されたチョコを、橋本はすぐに受け取った。

「ありがとな元土肥。嬉うれしいぜ」

「よ、よかった」

　橋本は以前から、元土肥が自分に対し異性としての好意、その視線を向けていたことに気がついていた。十中八九、本命のチョコレートだろう。告白すれば成功する自信はあったが、元土肥に対して抱く感情は何一つない。良くも悪くも利用する価値のない人間としか認識していないからだ。付き合うメリットも０と判断する。

「たまには部にも顔を出してよ」

「悪いな、最近サボってばっかりで」

「ホントだよ。先輩、呆あきれてたんだから」

「覚えとく。とりあえず来月、ちゃんとお礼させてくれ」

「う、うんっ」

　元もと土ど肥いは顔を赤らめ頷うなずくと、気恥ずかしさから逃げるように走り去っていった。

　付き合う可能性は皆無。それでも橋はし本もとは、関係の糸口を残しておく。

　もしかしたら今後、何かが変わるかも知れないからだ。

　橋本は遅れを取り戻すため、やや早歩きで１年Ｃクラスへと向かう。

　今、元土肥などよりもよっぽど注目している人物が一人いるところだ。

　Ｃクラスの男子生徒、綾あやの小路こうじ清きよ隆たか。

「何でこんなに、気になるンだろうなぁ」

　橋本自身、不思議に思っている部分はある。

　合宿までは完全にノーマークで、何となく顔を知っている程度だった。体育祭の時に元生徒会長と壮絶なリレーを繰り広げたことは記憶していたが、それだけ。足の速さくらいで評価が大きく変わることはないと思っていた。何より強いアンテナを張っている坂さか柳やなぎや龍りゆう園えんが、綾小路に対して特別な視線を向けていなかったからだ。

　だがここに来て、その綾小路への考えを改める出来事が起こった。

　生徒会長南な雲ぐも雅みやびによる奇妙な発言。堀ほり北きた学まなぶが誰よりも買っている男だ、という謎のセリフ。ただの冗談で片付けようとしたが、それが出来なかった。

　今にして思えばその兆ちよう候こうはあった。何な故ぜ元生徒会長と綾小路が直接対決をしたのか。

　あれは単なる偶然ではなかったのではないか。

　何か意図があって、あのような形で演じざるを得なかったのだとしたら。

　そんな疑念が渦うず巻まくようになった。

　それに龍園が石いし崎ざきたちに抑え込まれた一件も、まだ腑ふに落ちていない。現Ｃクラスもまた春の時点では圧倒的に最下位だったが、着実に上位クラスと差を縮め始めた。

　もしこれら一連の出来事に、綾小路が絡んでいるのだとしたら……。

「坂柳や龍園を凌りよう駕がする、ってこともあるのか……？」

　現時点では、とてもそんな風には思えない。

　それも当然のこと。今のままでは単なる疑念止まり。行き過ぎた妄想。決定的な何かが足りない。南雲のセリフは現実味のない冗談に過ぎないし、体育祭で行われたリレーのくだりそのものも、勝手な橋本の想像。

　だからこそ事実を確かめるための行動。

　坂柳に指示され、一いち之の瀬せに関する噂うわさをばら撒まきつつ、ここ最近は空いた時間を見つけては綾小路の後を付け回し、探りを入れている。

　Ｃクラスに辿たどり着ついたが、既に綾小路の姿は無かった。

「いつも無駄がないんだよな、綾あやの小路こうじは」

　交友関係が狭いためか、放課後教室に居残ることは少ない。

　今日も三宅みやけや幸ゆき村むらたちの仲良しグループと一緒なのか？　そう思ったが、教室に幸村と佐さ倉くらが残っているのを確認し、その可能性をいったん消去する。

「よう平ひら田た」

　下手に他クラスを観察していると目立つ。

　まだ部活に向かっていなかった平田に、橋はし本もとはすぐに声をかけた。

「やあ橋本くん。どうしたんだい？」

「新しい彼女が出来たのか、確認に来たのさ」

「そんな、今は彼女を作るなんてことは考えていないよ」

「傷心を癒いやしてる最中、ってことか？」

「はは……そんなところだね」

「また今度、その辺の話聞かせてもらうぜ。ところで、合宿で一緒だった連中の連絡先を聞いて回ってるとこなんだ。次は綾小路、と思ったんだがもう帰ったみたいだな」

「会わなかった？　ほんの１、２分前に出て行ったと思うけど……」

　僅わずかな遅れ。すぐに追いつけると判断し、平田へと礼を告げすぐに玄関へと向かった。

　もうすぐ学年末試験。橋本としても毎日尾行だけを繰り返すわけにはいかない。白か黒か決着をつけて、早いうちに頭を切り替え試験のために万全の態勢を整えたい。

「そろそろここらで何か掴つかませてもらいたいところだ」

　何かしらのチャンスがあれば仕掛ける。そのつもりで追いかける。

　運の良いことに、綾小路は玄関先で携帯を弄いじっていた。誰かと待ち合わせでもしているのか、単なる暇つぶしか。どちらにせよ橋本としては幸運続きの展開だった。

　綾小路は、頻ひん繁ぱんに携帯を触っては誰かと連絡を取り合っている。それが三宅たちだけなのか、それとも橋本の知らない人間と繋つながっているのか、それは分からない。

　ひとつ確かなことは、尾行そのものは非常に楽な相手だということ。

　これまで、橋本は何人かの生徒を尾行した。[image: ]かつら城ぎ、龍りゆう園えん、神かん崎ざき、時には一いち之の瀬せも。その誰もが簡単に尾行できたわけじゃない。２日に一度後を追えれば上出来。ツイてない時には１週間近く情報を得られなかったこともある。

　ところが綾小路は毎日が単調な行動かつ、極端に交友関係が狭い。

　そのため、先回りすることも容易だった。何より警戒心というものが全くない。

　背後に気を使ったり、鋭い感覚、偶然の嗅覚を発揮させることも皆無。

　それでも橋本は油断して驕おごることはしない。

　念には念を入れ、十分に距離を取りながら綾小路の後を追う。

　その橋本のところへクラスメイトの清し水みず直なお樹きから電話がかかってくる。

「もしもし。どうした直樹」

「いや……実は今朝のことなんだが……マジ参ったぜ」

「ああ。気にしない方がいいぜ？　クラスの中にもお喋しやべりが多いってことだ」

　橋はし本もとの所属するＡクラスでは、朝ちょっとした問題が起きた。清し水みずが西にし川かわという女子に告白し玉砕したことがクラスの女子連中に知れ渡っていた。大方西川が、友人にポロッと告白の話をして広まったんだろう。往々にしてあることだ。

「いちいち気にしてたら、誰にも告白できなくなるぜ？」

「そ、そうだけどよ……マジ許せねえよ西川のヤツ」

「愚痴に付き合ってやりたいのは山々なんだが、今ちょっと取り込み中だ」

「そうか、悪い」

　また夜に掛け直す、そう約束して橋本は電話を切った。

「確実に成功する条件が整わずに、告白なんてするからさ」

　後で慰なぐさめることを決め、寮へと戻っていく綾あやの小路こうじの後を追った。

「このまま真まっ直すぐ帰るなら、今日も何もなし、か」

　綾小路を尾行していて辛つらい点があるとすれば、変化に乏しいことだろう。

　ところがエレベーターは綾小路の部屋がある４階を過ぎた。そのまま上昇していく。しばらくモニターの様子を窺うかがっていると、女子の住まうフロアで、一人降りていった。

「確か……一いち之の瀬せのいる階か」

　単なる偶然で、別の女子と会うことも考えられる。

　だが、この時期だと嫌でも一之瀬絡みを連想してしまう。

「つってもな、一之瀬だとしても単なる見舞いって可能性もあるか……」

　いくら交友関係の狭い綾小路とはいえ、一之瀬は学年でも人気の高い生徒だ。

　綾小路と友達であっても驚くことじゃない。まして相手が可愛かわいいなら、何かしらを期待して見舞いに行く生徒がいてもおかしくはない。

　ところがすぐにエレベーター内に綾小路が戻ってくる。そしてそのままエレベーターは綾小路の部屋がある４階で止まり、降りて行った。

「なんだ……？」

　理解に苦しむ行動。一之瀬の階からＢクラスの女子たちが乗り込んで来る姿が映し出される。綾小路より先に見舞いに訪れていたところに鉢合わせして引き返した、という推理を立てた橋本。

　念のためエレベーターですぐに４階に向かうが、既に綾小路の姿は無かった。

　部屋に戻ったとみて、ほぼ間違いないだろう。

「結局今日も何もなし、か」

　引き上げるか思案した橋本は、ロビーでしばらく様子を窺うことに決める。

　まだ時間も早い。この後一之瀬に接触したり、あるいは別の人間と約束をして出かける可能性も十分にあると踏んだからだ。上に行くにしろ下に行くにしろエレベーターに乗り込めばモニターで確認することが出来る。

　そんな橋本の念のための一手は、約１時間後に実ることとなった。

　エレベーターに乗り込んだ綾あやの小路こうじが下の階へと移動を始めた。

　まだ私服には着替えていない様子。

「もう一度学校か？」

　わざわざ帰宅した後、そのような行動に出るのは不可解だ。

　仮に手近なコンビニに行くのに着替えるのが手間だった、ということであれば説明もつくが、手には学生鞄かばんを持っていた。

　すぐにソファーから立ち上がり、非常階段の方へと身を潜めにいく。

「面白い展開を期待したいところだ」

　そんな橋はし本もとの願いが通じたかのように、綾小路はロビーを出て人気のない方へと歩き出す。これで少なくとも学校やコンビニという線は消えた。なら、誰かとの待ち合わせ？　いや、単に友人と待ち合わせるには不向きな場所への移動。

　こうなると、何をするのか、誰と会うのか、という部分に否でも期待する。

　待ち合わせであることは確定的。

　堀ほり北きた元生徒会長、あるいは龍りゆう園えん辺りが出てくれば熱い。

　そんな思惑は、思わぬ形で裏切られることになる。

「おいおいマジか……」

　綾小路が待ち合わせしていた場所に現れたのは、１年Ｃクラスの軽かる井い沢ざわ恵けい。

　ここ最近平ひら田たと別れたことで、Ａクラスでも少し話題になった女子だ。橋本とはこれまで接点は皆無だったが、意外な存在の登場に驚きを隠せない。

　押し寄せてくる脱力感。裏切られた期待。

　橋本の追う綾小路の『裏』とは関係などない、単なる恋愛ごと。頭が自動的にそう切り替えようとしたが、どうにも二人の関係は友人の枠を超えている気がした。

　平田と軽井沢のデートは何度か目撃したことがあったが、その時には感じなかった『恋人らしさ』や『親密度』の濃さが見て取れたからだ。

「……分からないな。なんで綾小路なのか」

　そもそもどちらが好意を寄せているのか。あるいは両方なのか。推理を巡らせるも、答えが出ない。そもそも恋愛に正解はない。客観的に平田と綾小路を比べれば、八割の女子は平田を選びそうなものだが、残り２割が綾小路を選んでもおかしなことじゃない。

　１００人いれば、最低でも20人は綾小路を選ぶということ。

　ということは……。

「綾小路がこまめに連絡を取っていた相手は、軽井沢……？」

　しかしすぐに考えをシフトする。現状は橋本の中での勝手な決め付け、想像でしかない。もっと探らなくては答えは出ない。しかし人気のない場所だけに、不用意に近づくわけにも行かないため会話の内容までは聞くことが出来ない。

「どうするかね……」

　結論を出せないでいた橋本だったが……。

　２人の状況が一気に動く。

「チョコレート、か？」

　軽かる井い沢ざわは手にしていたモノを綾あやの小路こうじに手渡す。２月14日、人目を盗んで手渡すモノといえば、もはや中身を見なくても想像はつく。

　こうなると、少なくとも軽井沢は綾小路に対して好意を向けていることになる。

「まぁ、何にせよ今日は終わりか」

　知りたかった情報とは無縁だった。

　そう結論付け引き返そうとしたところで、橋はし本もとは動きを止める。

「この際だ……ちょっと仕掛けてみるか」

　学年末試験まで残り少ないことを踏まえれば、これはチャンスとも言える。

　無関係の軽井沢を強引に巻き込むことで揺ゆさぶりをかける。そこで綾小路がボロを出せばチャンス。逆に何も出てこなければ白と扱えるかも知れない。

　そう橋本は判断し、綾小路たちに向け歩みを速めた。
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　背後から近づいて来た気配……その足取りは速い。オレたちが近距離で接しているのを見逃すまいとした動きであることは明らかだった。

「よう軽井沢。それに綾小路も」

　ここまで、ロビーから息を潜め後をつけてきていた橋本だった。

「……えっと、誰？」

　恵けいの方は橋本のことを知らないのか、オレに確認してくる。

「Ａクラスの橋本だ。この間合宿で一緒だったんだ」

　橋本は、オレへの挨拶もそこそこに恵へと近づいてきた。

「こんなところで男と女が密会なんて、隅に置けないな綾小路」

　いずれ接触してくることは分かってたが、このタイミングになったか。

　それなら、こっちもその仕掛けを利用させてもらうとしよう。

「別に何かしてたってわけじゃ───」

「隠すなよ。今日はバレンタイン、恋人同士じゃない二人が密会してても不思議はないさ。実際貰もらってたみたいだしな」

　こちらが受け取り、すぐに鞄かばんに仕し舞まったチョコレートも目撃している。

「チョコを貰ったのも偶然だ。意図的に会ってたわけじゃない」

　そう否定するも、橋本は鼻で笑いその言い訳を看破する。

「いやいや、最初からチョコを貰えるって分かってたんじゃないのか？　その鞄」

「鞄？」

「一度寮の部屋に戻ったのに、わざわざ学校の鞄なんて持って出かけないだろ」

「……いや、そもそもオレは図書館に行こうと思ってたんだ。ただその前に、軽かる井い沢ざわから呼び出しを受けてついでに応じた、って流れだ」

「つまり……たまたまだと？」

　オレは橋はし本もとに対し頷うなずいてみせ、学生鞄かばんから２冊の本を取り出して見せた。

「まぁ、どっちにしろ同じことだ。軽井沢からチョコを貰もらったんだからな」

　橋本にしてみれば、オレから接触したものではなかったにしろ軽井沢からチョコを貰ったという事実が重要だと言う。

「よく分からないんだが……何か問題なのか？」

「綾あやの小路こうじのどこに惹ひかれたのか、単純に興味ってヤツさ。軽井沢の元彼は、学校内でも屈指の人気を誇る平ひら田ただぜ？　その平田を振ってまで、綾小路を選んだってことだろ？」

　つまり、何な故ぜその過程に至ったのか、その部分に興味があるということだ。

　一通りの流れを黙って聞いていた恵けいが口を開く。

「あーごめん。あんさ、それ勘違いなんだけど」

「勘違い？」

「そ。このチョコ、元々平田くんにあげるつもりだったわけ。でも、なんか捨てるのも勿もつ体たい無ないし、誰かにあげようと思って、それで適当に綾小路くんを選んだわけ」

「あんな親しげにチョコを渡すのが、適当？　悪いがそうは見えなかったな。しかもこんな場所だぜ？　嘘うそをつくにしちゃ、ちょっと弱いな」

　そう言って笑う橋本だったが、その様子に恵が露骨に怒りを見せた。

「はあ？　あんたいきなり現れてペラペラ話して、一体なんなわけ？」

　急きゆう遽きよ威圧する目を向けた恵。

「俺はただ本当のことが知りたいだけさ」

　ちょっと気押された橋本。

　とは言え不自然な部分を隠しきれないのは事実。

　そこでオレは方向性をシフトする。

　恵がそれに上う手まく合わせられるかは腕の見せどころだろう。

「もう、正直に話した方がいいんじゃないか軽井沢。ここで隠す方が、後で面倒なことになると思う。オレたちが付き合ってると『あいつ』に思われるほうが困るだろ？」

　そう言ってバトンを投げる。

　恵は迷わず、あからさまなため息を一度ついた。

「あぁもう。言っとくけどこの話は絶対に広めないでよ？」

　そう言って、橋本に指を突き立てる。

「チョコは、綾小路くんに託たくしただけ。あたしの本命に渡して貰うためにね」

「つまり───綾小路は仲介役だと？」

「そういうこと。分かった？」

　どうにも信じられない、そんな仕草を見せる橋本。

「ならそのチョコ、誰に渡すんだ？」

　橋はし本もとの追及は続く。

「は？　初対面の人間に教えるわけないでしょ。バッカじゃない？」

　煽あおるような恵けいだが、その部分には嘘うそ臭くささはない。

　作り上げてきたギャル、軽かる井い沢ざわ恵の姿がそこにあった。

「それは───まぁ、そうだな」

　やや驚いた様子で確認する橋本だったが、すまなそうに頭を下げた。

「頭下げて終わる問題じゃないし。マジ勘弁してって感じ」

「……そうか。どうやら俺の勘違いだったみたいだな、悪い。互いに好きなんじゃないかと思って、つい勘ぐってしまったんだ」

「そもそも、無関係なくせに何首突っ込んできてるわけ？」

「その点に関しちゃ、無関係ってわけじゃないんだよな」

「はあ？」

　怒る恵に対して橋本は足を向けた。

　そして壁に押しやるようにして、恵を腕の中に囲う。

「ちょ、何よ」

「前から良いと思ってたんだ、俺と付き合ってくれよ軽井沢。新しい本命が誰か知らないが、まだチョコを渡してないなら想おもいを伝えてないってことだ。そうだろ？」

　今からでも遅くない、と強引なアピールをする。

「何言ってるわけ……こんな状況であたしがオッケーするとでも？」

「恋愛はどうなるか分からないから面白いんだぜ？」

　そう言って、鋭い視線が一瞬オレを射い抜ぬく。

　恵に強く接することで、何かしらの感情をオレから引き出そうとしたのかもしれない。

「じゃあ、オレは行くから」

「は？　ちょ、あたしだって帰るし」

　強引に橋本の胸を突き飛ばし、恵は距離を取った。

「つれないねえ」

　苦笑いを浮かべた橋本だったが、流石さすがにこれ以上強引な手は使わないらしい。

　というよりも、もはや恵からは興味を失ったように思えた。

　状況が状況だけに、恵は呆あきれたため息をわざとらしくついて帰っていった。

「悪かったな。妙なところで乱入して」

「いや別に」

　寮と学校の分岐点まで、橋本と共に歩き出す。

「にしても、お前も恋愛面じゃ色々苦労するんじゃないのか？」

「と言うと？」

「あんだけデカイと、経験の浅い女じゃ受け止めきれないんじゃないかって話さ」

　からかうように笑いオレの肩に手を回し耳元で囁ささやいた。

　またその手の話か……。

「呆あきれるなって。おまえのこと、かなりの人数が一目置いてる状況だぜ」

　全く嬉うれしくない。

　むしろ、その原因となった合宿がどんどん嫌いになりそうだった。

「てことでキング。俺と連絡先交換してくれよ」

「その突然のあだ名を二度と使わないなら、交換してもいい」

「はははは。言わない言わない」

　謝りながら携帯を出してきた橋はし本もとと、連絡先を交換することにした。

「それじゃ、俺も今日のところは帰ることにするか。じゃあな綾あやの小路こうじ」

　嵐のようにやって来て、去っていく橋本。

　これで収穫十分と思ったのか、深追いは禁物と感じたのか。

　どちらにせよ、橋本の中でオレの存在はグレーとして残り続けるだろう。

　このままであれば。

　オレは図書館に立ち寄り、待機しているであろうひよりに会っていくことを決めた。

　そしてもう一人、学校で会う約束をしている人物に会わなければならない。





　　　　２






　予定よりも帰宅が遅くなってしまったことで、グループに合流できなかった。

　７時前に寮の部屋に戻ってくると、扉の前に紙袋が置かれてあった。

　中を覗くと、二つの包装違いの箱が入っていた。一つは四角、一つは丸。手書きでそれぞれ名前が書かれてあった。波は瑠る加かと愛あい里りからのバレンタインチョコだ。

　既にチャットにはその旨の記載があり、明あき人とも啓けい誠せいも同じものを貰もらっている。

　部屋に戻り、机の上にチョコレートを並べる。

「まさか五つも貰うことになるとは……」

　恵けい、愛里、波瑠加、ひより。そしてもう一つ。

　ピンク色の可愛かわいらしい包装用リボンがついたチョコレート箱。

　夜の10時を過ぎたところで、オレはフードつきの私服を着て廊下に出た。

　そしてエレベーターに乗り込んだ。

　エレベーター内に設置されたカメラからは、オレの顔を捉とらえることは出来ない。

　万が一、問題になっても回避できるようにだ。本来なら別の場所で接触するのが理想的だったが、体調不良で休んでいるならやむを得ない。

　既に寝ていてもおかしくない時間帯だったが、堀ほり北きたから教えてもらった一いち之の瀬せの連絡先からチャットを飛ばし、まだ寝ていないことを確認しての行動だ。

　ただし部屋に行くとは伝えていない。

　オレは一いち之の瀬せの階へ行き、ドアの前に立つ。チャイムを鳴らす。10秒、20秒。

　中からは音が聞こえてこない。もう一度チャイムを押す。

　夜中の訪問に、当然一之瀬は困惑するだろう。

　30秒を過ぎたところで、オレは声を発した。

「オレだ一之瀬。綾あやの小路こうじだ」

　門限を過ぎた時刻に、オレがこのフロアに居続けることは問題となる。

　そのことは一之瀬も理解しているだろう。

　不用意に相手を危険な目に晒さらすことを、彼女は選択しない。

「……綾小路、くん。どうしたの？」

　扉越しに聞こえてくる一之瀬の声。声を聞く限りでは弱々しい。

「ごほ、ごほっ」

　直後室内からの咳せき。これが本当の体調不良かどうかを音だけで見極めるのは難しい。

「少し大事な話がある。直接お邪魔したいんだが、ダメか？」

「ううん……っと……」

「正直、今女子に見られると面倒なことになりそうなんだ」

　やや強引に話を押し進める。

「ちょっと待って、ね」

　そう言うと、程なくして室内の鍵を開ける音が聞こえてきた。

　扉を開けた一之瀬は、信じられないほどダウナーなテンションで姿を見せた。

「にゃは、ちょっと強引だねぇ、綾小路くん……」

　マスクをして明らかに体調が悪そうだ。

　どうやら仮病を使っている、というワケでもない。

「悪いな。確かに強引な形になった。体調、悪そうだな」

「うん……。ちょっと、やらかしちゃって……」

「悪いなそんな時に訪ねて」

「いいよ、いいよ。熱はもう殆ほとんど下がってるし。どっちかって言うと、寝すぎと空腹で参ってる感じ？　あ、それとごめんだけどマスクしてもらえるかな？」

　風邪を移すわけにはいかないと、一之瀬がマスクを差し出してきた。

　オレは免めん疫えき力りよくは高い方だが、それでも絶対はない。無闇に断って風邪を引いたら、後で一之瀬が強く後悔するだろう。ここは迷わず同意して、装着しておく。

「それで、病院には？」

「平日のうちには行ったよ」

　一之瀬は蔓まん延えんした噂うわさが原因で、仮病を使って休んだ。

　そう多くの生徒は思っていたようだが、どうやらそうじゃなかったらしい。

　純粋に体調を崩したのは間違い無さそうだ。

「噂うわさのせいで休んでるんじゃないかって、心配してくれたんだよね。ありがとう」

「いや……」

　こちらの考えは見透かされていたか。

「病気中に、こうして顔を合わせたのは綾あやの小路こうじくんが初めてだよ」

「そう、なのか」

「熱が酷ひどい時にお見舞いに来たがった子たちには、申し訳ないけどキツかったから断りを入れたの。それ以来、他の友達も私が落ち込んでると思って、遠慮したみたいだね」

　遅めの連絡を寄よ越こしたオレだけが、皮肉にも初めての面会人になったわけか。

　実際に体調不良で休んでいた一いち之の瀬せだが、これまでの彼女の傾向を考えれば、体調管理にも気を配るタイプであることは深く考えるまでもない。まして学年末試験が近いこのタイミングでの病気は、本来なら避けたいところ。心のダメージ、免めん疫えき力りよくの低下による風邪とみて間違いないだろう。

「私、あの噂くらいで休む気はないからさ」

　本人に限っては、その部分を認めることはなかったが。

「強いんだな」

「強いって言うか……あ、ごめん。玄関閉めてもらった方がいいね。一応さっき換気はしたんだけど寒くって……。帰った後ちゃんと手洗いとうがいはしてね」

「ああ」

　室内では、乾かん燥そうを防ぐために加湿器が作動していた。風邪のウイルスは、低温乾燥の環境下で空気中に漂う量が増える。そのため、湿度を上げてウイルスを地面へと落としやすい環境作りをすることが先決だ。ここを侮あなどると、風邪が長引いたり、あるいは訪ねてきた見舞い客にまで風邪を移してしまう可能性がぐっと上がる。冬場は乾燥しやすいため風邪が長引くことになるのは、こうしたことが主な原因でもある。

　しかし、最近部屋に女の子が上がったり、女の子の部屋に上がることが多いが、それが何一つ恋愛に関係していないというのも不思議なものだ。

「どうしたの……？」

　加湿器を見ていたオレを、不思議そうに見てくる一之瀬。

「休んでる時に悪いな」

「ううん、いいのいいの。本当は顔を合わせないほうが安全なんだけどさ、一応本当に風邪を引いてたってところを知っておいてもらったほうがいいかなって」

　仮病を使って休んだんじゃないのか。

　そんな憶おく測そくが広がっていることは、一之瀬も十分承知の上だろう。

　証明するかのように、携帯を見せてきた。

　何度か堀ほり北きたとやり取りしたような形跡がある。

　あいつなりに心配し続けているということだ。

　長く話し込むことはせず、オレは頃合いを見計らいすぐに退室することにした。
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　仮テスト当日がやって来た。

　全クラス、それぞれテストに向けて集中していなければならない朝。

　教室は勉強一色、ではなく話し込む生徒で溢あふれていた。かといって、単語や予習の声が聞こえてくるわけじゃない。全く関係ない話題ばかり。

「随ずい分ぶんと騒がしいな」

「当然でしょう？　今朝、とんでもない噂うわさが聞こえて来たのだから」

「とんでもない噂？　一いち之の瀬せに関する続報か？」

「いいえ。私たちＣクラスの内部を混乱させるための、新たな噂よ」

「新たな噂……ね」

　浮き足立った教室を見れば、それがただ事じゃないのは明らかだった。

「ちなみにあなたも無関係じゃないわ、綾あやの小路こうじくん」

　そう言って、堀ほり北きたは携帯の画面をオレへと向けてきた。

　そこには４つの噂がメモ帳に書かれていた。

「これはまた───」





　・綾小路清きよ隆たかは軽かる井い沢ざわ恵けいに好意を寄せている

　・本ほん堂どう遼りよう太た郎ろうは肥満の女子にしか興味がない

　・篠しの原はらさつきは中学時代に売春をしていた

　・佐さ藤とう麻ま耶やは小お野の寺でらかや乃のを嫌っている






　噂の内容、その傾向は似ていたがオレを含め４人の名前が槍玉に挙がっていた。

「これどこから流れてきた情報なんだ？」

「学校が用意していた、各クラスの掲示板の存在は知っているかしら」

「確かアプリの中にあるやつ、だよな」

　残高照会をするときなど、学校の製作したアプリからログインすることになっているが、生徒たちが自由に利用できる掲示板がある。ただし携帯には様々な使いやすいチャットアプリがあるため、99％利用されていない代物だ。

「よく気がついたな。最初の発見者は？」

「私が教室に来た時には、既に広まっていたわ。この中の誰かがアプリ内で偶然見つけたんじゃないかしら。掲示板は更新されると分かるようになっているし」

　掲示板はクラス用だけじゃなく、雑談のためだけの掲示板も沢山ある。誰でもアクセス出来るため、この噂は他クラスに見られている可能性も十分にある。

「前回までと手口が違うのが気にならないか？」

「同一犯だろうと別人であろうと、広め方なんて無数にあるもの。手口の違いを考えても仕方ないんじゃない？　こうして書き込まれた以上、隠し通せるものじゃないし」

　ところで、と堀ほり北きたが前置きする。

「念のために聞くけれど、事実？」

「事実じゃない」

　すぐに否定する。

「そもそもオレと軽かる井い沢ざわとがそれなりに話す関係だと知ってる人物は少ない」

「思い当たる節は？」

「無いわけじゃない」

　オレは昨日、橋はし本もとと会った時のことを掻かい摘つまんで説明する。

「一いち之の瀬せさんの噂うわさを広めたのが橋本くんである可能性が高いなら、あなたと軽井沢さんのことを広めても何の不思議もないわね」

「けど、他の連中はどうかな。確かめる方法は限られている」

「そうね……」

　直接、この噂の真相を確かめられる生徒なんて───。

「おい篠しの原はら、おまえ売春とかしてたのか!?」

　空気を読めない山やま内うちが、笑いながらそんなことを叫んだ。

「し、してないわよ！」

　慌てて立ち上がり、全力で否定する篠原。その顔には恥ずかしさと怒りが見て取れた。

「じゃあその証拠見せてくれよ」

「証拠って……どうやって証明しろってのよ！」

　噂を面白がる者が、新しく教室にやって来る生徒たちに広めていく。

　まあ、遅かれ早かれではあるが。

「あなたが嘘うそだと言うなら、ここに書いてあることは全て嘘、デマカセということ？」

　山内と篠原のやり取りを見ながら、そう確認してくる。

「どうかな……山内のように名指しされた生徒一人一人に確かめるしかないだろうな」

　だが、隠したい傷口をえぐるような真ま似ねはまず常人には出来ない。

「バッカじゃないの！　誰が書いたかも分からない噂に流されるなんて！」

　篠原が怒りを山内に向けながら否定するのも無理はない。

　こんなことを書かれて平静でいられる方が驚きだ。

「けどよ～。なんかここに書かれてあることって、真実っぽくね？」

「おまえ、やめろよ春はる樹きっ」

　容よう赦しやない山内の追及に、傍そばに来た池いけが肩を掴つかみ強引に止める。

「な、なんだよ。いつも偉そうにしてる篠原に仕返しするチャンスじゃん」

「仕返しって……こんなの嘘に決まってんだろ！」

「わかんねーぜ？　ああいうややブス女が、意外と悪いことしてんだって」

　池いけの気持ちを考えようともせず、ヘラヘラとそう語る山やま内うち。

「あぁそっか。池おまえ、篠しの原はらのこと結構好きだもんな。認めたく───」

「春はる樹き！」

　池が山内の胸倉を掴つかむ。

「やめろっておまえら」

　その状況を見かねた須す藤どうが、力任せに二人を引ひき剥はがした。その直後、教室にやって来た平ひら田たがすぐに空気を察知し近づいてきた。女子から事情を聞き噂うわさを確認する。

　否定するばかりの篠原から、山内は一度ターゲットを変更する。

「じゃあ本ほん堂どう～おまえ、デブ専ってマジなん？」

　山内の矛先が本堂へと向いた。

「ち、ちげえ！　ちげえし！　嘘うそっぱちだぜこんな噂！　なあ綾あやの小路こうじ、おまえだって軽かる井い沢ざわが好きなんてありえないよな！」

　当然本堂も噂を否定する。そして逃げるようにオレへと助けを求めてきた。

　一気に視線が集中する。ただ幸いにも恵けいグループはまだ殆ほとんど登校していなかった。

　頷うなずいて見せると、ほらな？と、本堂が叫びながら山内に返す。

「ちぇ、なんだよ全部嘘かよ」

　三つの噂を三人ともが否定したことで、やや落ち着きを見せようかという時。

「けどさ……佐さ藤とうさんって、小お野の寺でらさんのことあんまり好きじゃないよね？」

　前まえ園ぞのがそんなことをポツリと漏らした。まだ小野寺がいなかったからこそ、思わず口から出た言葉だったかもしれない。

「ちょ、や、やめてよ前園さん！」

　佐藤は慌てて前園の発言を止めようとするが、既に遅い。

「そういや佐藤って小野寺と遊んだりするところ見ないよなぁ？」

「そ───それは───」

　噂は嘘、それでは片付けられないかも知れない状況に一変しつつあった。

　そんな中、須藤は池と山内が離れたことを確認して、堀ほり北きたとオレを見て歩いてきた。

「綾小路。おまえ本当に軽井沢が好きじゃないのか？」

　須藤からもそんなことを聞かれる。

「いや、違う」

「ふぅん。俺としちゃ、真実でも別にいいんだけどよ。鈴すず音ね」

「何、須藤くん」

「いや、さっきちょっとおまえらの話が聞こえて来てよ。俺でよかったら協力するぜ」

「と言うと？」

「俺は無神経だからよ。春樹みたいにズバズバ聞いて回ってもいいんだぜ？」

　そう申し出てきた。

　今回の件、話の起点という意味では須藤は武器として使えるかも知れないが……。

　というか聞こえていたのなら、オレが恵けいのことを否定したのも聞いていたはずだが。

「自分から他人の評価を下げる行動をしないことね。あなたの場合、周囲からの評価は高くない。今は少しでも高くなるように努める時期なの。山やま内うちくんは不用意な発言でクラス内での地位を大きく下げてしまったようだし……」

　元々クラス内で一番ヘイトの高かった須す藤どうを、一気に抜き去った感はあるな。

　何より一番仲良くしていた池いけが、その山内に対して怒りをぶつけた。

「そうかも知れないけどよ……役に立ちたいんだ」

　一瞬須藤はオレを見たが、すぐに視線を逸そらした。堀ほり北きたがオレに色々と相談しているであろうことは、何となく察してるだろうからな。もちろん、単に席が隣同士で話しやすい関係だから、であることは分かっているだろうが。

「それならあなたは、山内くんが暴走しないように見張っておいて。良い噂うわさがひとつでもあったなら話は違ったけれど、今回はどれも個人的に真実であれば厄やつ介かいな噂ばかり。本ほん堂どうくんも、精神的に傷ついているはずだからケアをお願いしたいの。出来るわね？」

「……そうだな」

　少し残念そうな須藤だったが、素直に指示に従った。

　須藤が離れたのを確認して堀北が逸れた話を戻す。

「恐らくこれも、坂さか柳やなぎさんの一手、ということなんでしょうね。一いち之の瀬せさんだけじゃ飽き足らず、私たちＣクラスにも同じ手を仕掛けてきた。それも複数人同時に。学年末試験に対する揺ゆさぶりと思うけれど……どうする？」

「どうするも何も、この噂に立ち向かう方法があると？　こっちが全面的に否定すればするほど周囲は真実なんじゃないかと想像を掻かき立たてる。かといって認めれば認めたでそうなんだと囁ささやかれ続ける。オレの噂はまだ平気な部類だが、生徒によっちゃ嘘うそを真実と認知されるダメージはかなり大きい」

「……そうね。そうかも知れないわね」

　自分自身に置き換えたのだろうか、堀北も本堂や篠しの原はらを見ながら納得したように頷うなずく。

「でも、ある意味反則技ね。こんなものに抵抗のしようなんてあるの？」

「どうだろうな」

「自分に火の粉がかかってきたというのに、あくまでも静観し続けるつもり？」

「火の粉ってほどじゃない。まぁ軽かる井い沢ざわにして見れば間違いなく火の粉だろうけどな」

「つまり平気だと？」

「ああ平気だ」

　何となく、オレが慌てふためく姿が見たかったのかも知れない。

　少し残念そうな珍しい堀北の表情を見ることが出来た。

「それにしても、幸いなのは逆だったことくらいね」

　逆。もしも逆だったなら。恵がオレを好きだという噂だったら、ということだ。平ひら田たと別れた直後、別の男を好きだという噂が流される。となれば様々な憶おく測そくが飛び交う。

　たとえ事実ではなくても、誰かが事実だと認定する。虚きよもまた真実。

「でも───いつまでもあなたのように静観は出来ないわ」

「そうだな」

　放っておいても、これだけの騒ぎになれば燃え広がっていくのは明らかだ。

　山やま内うちは再び篠しの原はらや佐さ藤とうに話を振ろうとしていたが、それを平ひら田たが止める。

「山内くん。掲示板に書かれてあったからと言って真実とは限らない。仲間同士で傷つけあうのは、少なくとも間違ってるんじゃないかな」

「けど一いち之の瀬せの噂うわさみたく、もう全員知ってるんじゃねーの？　だったら俺たちが黙ってたって一緒じゃん？」

「そうとは言い切れない。少なくとも現状じゃ分からないよ。だからこそ、今出来ることはこんな掲示板に惑わされることなく、行動することだと思う」

　平田の声で、男女からそうだと同意の声が強く上がる。もちろんそれで万事解決とは行かないだろうが、少なくとも簡易な蓋ふたをすることには成功した。

　そんな堀ほり北きたの携帯に一通のメッセージが届いた。

「神かん崎ざきくんからよ」

　そう言って、メッセージに目を通した堀北。

「どうやら、今日も一之瀬さんは休みを取っているみたい」

　仮テスト当日。ちょっとした体調不良だったとしても、自らの実力チェックを兼かねて受けておきたいところ。まして一之瀬はクラスのリーダー。仲間たちを牽けん引いんする役目を担っている。ま、昨日の様子じゃ完治していなくても無理はないか。

「それともう一つ……Ｂクラスの掲示板にも噂が書き込まれていたそうよ」

「ということは、向こうはこっちの書き込みにも気づいたってことだな」

「そうみたいね」

　堀北が急ぎアプリにログインし、Ｂクラスの掲示板を確認する。するとそこにも４人の名前とＣクラスと似たような噂が書き込まれていた。Ｄクラスの掲示板も同様だった。

「ご丁寧に、Ａクラスの噂だけが書かれていないわね。放課後時間を貰もらえない？　彼女についても詳しく知っておきたいし、この掲示板に対する対応も話し合いたいの」

「そうだな」

　オレは堀北に同意しておいた。

「ひとまず、今は仮テストに集中しましょう。学年末の難易度の確認、クラスの状況を把は握あくする貴重な機会なんだから」

　しかし噂の対象外である堀北とは違い、対象者はそうはいかない。

　恵けい、そして仲の良い女子たちが登校して来ると周りに集まって耳打ちが始まる。

　そしてこちらの様子を窺うかがう。まるで汚物を見るような目で。

　言葉は直接聞こえて来なくても分かる。

『綾あやの小路こうじくん、軽かる井い沢ざわさんのこと好きらしいよ？』

『ねえどう思う？　ねえ軽かる井い沢ざわさん』

　そんな会話が繰り広げられている。そして、恵けいは間違いなく『気持ち悪い』やら『最悪』なんて単語を並べ立てていることだろう。

「平気、なんでしょう？」

「……結構キツイかも」

　これ以上視線を向けてるとそんな言葉が直接聞こえかねないので、やめることにした。

　問題はオレ以外に名指しされ噂うわさを流された生徒たちだろう。
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　クラス内にギスギスした遺い恨こんを残しながらも、仮テストが始まる。

　学年末に向けた大切な時間。

　その仮テストの内容は、これまでの試験と比較しても難易度は高め。高難度だ。

　ただし、これまでの試験を堅実にこなして来た生徒なら慌てることなく対処できる内容であることも確か。逆にギリギリで綱渡りしてきた生徒は、この仮テストを境に猛勉強が必要だろう。

　綾あやの小路こうじグループから勉強会の誘いはあったが、今日のところは堀ほり北きたに付き合うため、先に勉強会を始めてもらうよう連絡しておく。神かん崎ざきは目立つことを嫌ったようで、仮テストを終えた放課後のケヤキモール集合となった。

　堀北に導かれるように、オレは神崎の下を訪れる。ケヤキモールの南口傍そば。

　ここは学校から最も離れた位置にある場所で、生徒はまず立ち寄らない。

　クラスの争いに興味はないが、それでも友人としては心配していないわけじゃない。

　情報を耳にしておく分には悪いことではないだろう。

　それに、ここ最近は橋はし本もとからのマークが続いていたこともある。

　オレがＢクラスに接触すれば、必然Ａクラスの影が近づいてくることにもなる。

　それはこっちにとって、望む展開だ。

　事実橋本はオレから適切な距離を取りつつ、ここまで後をつけてきていた。

「２日連続の休み。しかも一いち之の瀬せさん本人とは連絡が取れないの？」

「レスポンスが遅いだけで反応がないわけじゃない。風邪を引いて体調を崩したとの報告だけは受けている」

　ここ最近の神崎はピリピリした緊張状態が解けていないようだ。一之瀬からは気にしないよう繰り返し言われているはずだが、大人しくはしていられないのだろう。

　実際に体調を崩していることも一因だろうが、一之瀬は今クラスメイトと顔を合わせることに対して消極的。噂について言及されることを嫌がっている。

「担任の先生は何て言っているの？」

「似たようなものだ。風邪を引いたため休んでいるとしか答えない」

　担任も一いち之の瀬せから同じように報告を受けているのだろう。

　神かん崎ざきの表情が暗いのは、本当に一之瀬が休んでいる理由が風邪なのか、そのことを疑問視しているからだ。ここ最近、一之瀬は噂うわさの渦中に居続けた。それが原因ではないかと考えている。

「お見舞いには？　直接会えばハッキリしそうなものだけれど」

「何人かクラスの女子が訪ねたそうだが、直接顔は合わせていないらしい」

　状況が芳かんばしくないことを悟り、堀ほり北きたも深く考え込む。

「救いがあるとすれば、彼女が学力面で優秀な部分ね。仮テストを受けてなくても、恐らく支障はないでしょうし」

　一之瀬のように体調を崩した生徒は後日問題文を貰もらうことが出来るし、他の生徒から答えを教えてもらうことも可能だ。

「その点は俺たちも心配していない。気にかかっているのは一之瀬のメンタル面だけだ」

　堀北と神崎。

　対策を立てるべく思案していると、近づいてくる複数の影があった。

　どうやら橋はし本もとがこの密会に関して報告を入れたようだな。

「一之瀬さんは今日も学校をお休みされたそうですね。来週末は学年末試験。もしその日まで長期のお休みということになれば……大変なことになってしまうかも知れませんね」

「……坂さか柳やなぎ」

　オレたちの前というよりは、Ｂクラスの神崎の前に現れた坂柳たち。そこには神か室むろの姿と橋本の姿もあった。更には鬼き頭とうという男子生徒も同行している。

　坂柳の派閥、その主要メンバーといったところか。

「Ｃクラスの方々と、一体何のお話をされているんです？」

「おまえには関係のないことだ」

「歓迎されていないようですね、私たちは」

「歓迎されたければ、変な噂の数々を吹ふい聴ちようして回るのをやめることだ。取り返しがつかなくなる前にな」

　坂柳はクラスメイトと顔を見合わせ、クスリと笑う。

「一体何のことでしょう？」

「幾いくつ噂を流したとしても、Ｂクラスの結束は揺ゆるがない」

「あなた方がどのような状況に置かれているかは知りませんが、楽しみにしていますよ」

　あくまでも様子を直接見に来ただけ。だが、それで効こう果か覿てき面めんだと判断したようだ。

「気にしないことね神崎くん。全て坂柳さんの作戦よ」

「分かっている」

　仲間思い、そして控ひかえめな性格故に、神崎が苦しむジレンマ。
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　学校が終わっても、噂うわさの流布が止まるわけではない。

「ちょ、ちょちょちょちょ！　どういうことよ清きよ隆たか!!」

　帰宅してのんびりと過ごしていると、恵けいから電話がかかってきた。

「どういうことって、何が」

　分かっていたが一応聞き返す。

「何が、じゃないって！　清隆が、その、あ、あたしを好きなんて噂が広まってるんだけど!?」

「噂だ気にするな」

「い、いやいやいや、噂だからって気にしないわけにはいかないっていうか、なんでどうしてそんなことになってるわけ!?」

　キーンと耳の奥が痛くなるほどの声量だったので、一度携帯から耳を離す。

　音量を下げるボタンを指先で押しながら調整する。

「もしかしたら、橋はし本もとが流した噂なのかもな。あるいは他に見てた生徒がいたか」

「ぇぇぇ[image: ][image: ][image: ]！」

　小声で悲鳴を上げる恵。

「まあ良かったじゃないか。逆だったら大変だったろ」

「ぎゃ、逆って？」

「恵がオレを好きだ、なんて噂の方が厄やつ介かいだろ。平ひら田たと別れた直後なんだ、変な勘ぐりはオレ以上にされてたと思うぞ」

「……そ、そうかも知んないけどさあ……」

「安心しろ。噂なんてものはすぐに風化する」

「ホントにぃ？」

「とは言え、この噂のお陰で今後は接触しやすくなったとも言える。オレが恵に話しかけてようと、そういうことなのか、で片付けてもらえるからな」

　モノは考えようということだ。

　そもそも目立つところで会話をするつもりもないが、そういうときの保険にもなる。

「いやいやいやいやいやいやいや」

　今度はさっきよりも長い『いや』を繰り返す。

「２人でいるとき、めっちゃ変な目で見られるじゃん！　絶対見られるじゃん！」

　繰り返すのがブームなのか、実に変な口調だ。

　オレの後をつける橋本にもそういった情報を間接的に植えつけられる。

「とにかく気にしないことだ」

「気にしないことだって言っても…………………やっぱ無理だって！」

　長い沈黙の後、やはり難しいと判断したらしい。

　ぶつぶつ言いながら、しばらく話していた恵だったが、やがて諦めたように通話を切った。
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　目まぐるしく動き始める展開。

　特別試験もなく、学年末、２月下旬に行われる筆記試験だけに集中しておくべきこの時期に、波乱の様よう相そうだ。仮テストを終えて３日経たった、２月18日金曜日。

　学校の敷地から離れた場所に、Ｂクラスを除く３クラスの生徒たちが集まっていた。

　新たに散布された噂うわさを、瀬せ戸と際ぎわで食い止めようという平ひら田たの動きもあったが、その努力も虚むなしく瞬く間に噂は広がりを見せた。

　唯一掲示板に書き込まれることのなかったＡクラスも、既に他のクラスのその情報を掴つかんでいる。

「よう石いし崎ざき。話がしたいなんて一体何の用だ？」

　Ａクラスの橋はし本もとはいつもと変わらない様子で石崎に問いかける。

「何の用だ、じゃねえよ橋本。おまえ、鬼き頭とうまで連れて来てどういうつもりだ。俺はおまえ一人に来いって言ったんだぜ？」

「そっちこそアルベルトを連れてきてるだろ。用心のためさ」

　ひりひりとした空気が流れる。

[image: ]

　先日まで合宿で生活を共にしていたとは思えないような状況だが、無理もない。

「今日は話し合いをしに来たんです。そうですよね石いし崎ざきくん」

　Ｄクラスは石崎とアルベルト以外に、ひよりと伊い吹ぶきも参加していた。

「向こうが荒立てなきゃ、大丈夫でしょ」

「ですが……」

　ひよりが心配するのも無理はない。

　このメンツで何事も起こらないとは、到底思えそうにないからだ。

「しかし、なんだよこのメンツは。俺たち以外にも呼び出してたなんてな」

　橋はし本もとはオレたちを見ながら、呆あきれたようにため息をつく。

「知らねえよ。おまえが呼び出したんじゃねえのか」

　ＤクラスもＡクラスも、オレたちＣクラスの存在に違和感を抱いている。

「おまえの言う通りだったな綾あやの小路こうじ」

　そう声をかけてきたのは、隣に立つ明あき人とを含む綾小路グループ。

　勉強会を行うためにカフェに集合するところだったメンバーたちだ。

「この間、神かん崎ざきと橋本が揉もめてた時のことを思い出したんだ。『たまたま』あいつらが敷地から離れていくのが見えたから、もしかして……って」

　オレが不穏な空気を感じると明人に伝えると、すぐに合流してきた。

　ただ、予定外だったのは波は瑠る加かや愛あい里り、啓けい誠せいも一緒だったことだ。

「前回よりもメンツがメンツだ、マジで一波乱あるかもな……」

「あーもう、なんでこんな険悪な状況ばっか続くわけ？」

　度々こんな場面に遭そう遇ぐうしている波瑠加が呆あきれたように言う。

「まぁいいさ。誰が呼び出したにしても、な。用件を聞こうか椎しい名なちゃん」

「例の噂うわさの件です。アレはあなたたちＡクラスが流した情報ですよね？」

　石崎に任せると喧けん嘩か腰ごしになると判断したのか、ひよりが声をかける。

「おいおい、なんで俺たちにそんなことを聞くんだよ」

「んなもん───！」

「私に任せてください、石崎くん」

　怒りのままに発言しようとする石崎をひよりは優しく制止する。

「一いち之の瀬せさんの噂を広げているところを、神崎くんが見たとの証言を耳にしました」

「あいつもお喋しやべりだねえ。それとも、そっちにいる２人から聞いたのか？」

　神崎と橋本のやり取りを聞いていたオレと明あき人とのことだ。

「お答えください橋本くん」

　ひよりはこちらに顔を向けることもなく橋本を問いただす。

「……ま、そっちにいる綾小路や三宅みやけは知ってるから素直に言うが、俺はどこかで耳にした一之瀬の噂を、興味本位で右から左に流しただけなのさ」

　当然橋本が、その事実を認めることはない。

「都合の良い言い訳だぜ。そんなもんがまだ通ると思ってんのかよ」

「言い訳？　事実さ。ま、興味本位で広げたことを悪だというなら悪なんだろうさ。にしても妙だよな。無関係のはずのＤクラスがここに来てしゃしゃり出て来るなんて」

　陽気ながらも鋭い眼光を見せた橋はし本もとが続ける。

「もしかして……例の噂うわさを流したのはおまえらＤクラスなんじゃないのか？」

「ふざけんな。坂さか柳やなぎが噂を流させたってことはもう分かってんだよ！」

「決め付けんなよ。確かにウチのリーダーは好戦的さ。一いち之の瀬せに対しても、ついつい挑発的な発言をすることもある。それを深読みして、噂の根源だと決め付けたい気持ちも分からなくはない。けど無関係なのさ。実際に証拠はないだろ？」

　橋本の言葉を受けて苛いら立だつ石いし崎ざき。しかし言っていることも間違っていない。ポストに投とう函かんされた手紙も、掲示板に書かれた噂も、今のところ坂柳である確証はない。十中八九そうだと分かっていても、だ。

「今日はそれを問い詰めるための場だった、ってことか。しかし知らなかったぜ、おまえらＤクラスが一之瀬の肩を持つなんて」

　睨にらみを利かせる石崎たちに対し、橋本は分かったように息を吐く。

「上う手まく誤ご魔ま化かしても無駄なんだよ。おまえら一之瀬だけじゃなく俺らの噂話までベラベラと流しやがって」

「なるほど。やっぱりそういうことか。一之瀬なんてどうでもいいんだろ？　Ｄクラスのあることないこと、噂を流されたことが気に入らないんだよな。『小学生に悪戯いたずらして少年院に入れられた』んだって？　石崎」

　そう煽あおられた瞬間、石崎がキレたのが分かった。

　ひよりは慌てて石崎の腕を掴つかみ、飛び掛りそうな石崎を押さえる。

『小学生に悪戯して少年院に入れられた』とは、掲示板に書かれていた『嘘うそ』の一つ。

　こんな噂を流されれば、石崎が怒らずにいられるはずがない。

　このような状況が出来上がることは必然。

　引く様子を見せず橋本は続ける。

「よくもまぁあんな噂を並べ立てたもんだな。一之瀬の件だけじゃない、どうやっていろんなヤツの噂を調べ上げたのか教えてくれよ」

「ざけんな橋本！」

「待て石崎！」

　ひよりでは抑えきれないと思った明あき人とが慌てて石崎を止める。

「止めんな三宅みやけ！　これ以上Ａクラスに勝手させられるかよ!!　ぶっ飛ばす！」

「やめとけよ石崎。怪け我がするのはそっちだぜ？　喧けん嘩かに自信あるんだろうが、こっちも結構やるんだぜ？」

　鬼き頭とうは静かに一歩前に出ると、石崎とアルベルトに対して握りこぶしを作った。

　状況次第ではこの場でも受けて立つ、そんな様よう相そう。

「おまえらやめとけよ。この学校が喧けん嘩か騒動にうるさいのは知ってるだろ」

　遠巻きに明あき人とが落ち着くよう声をかける。

「以前までは、な」

「以前まで？」

「今度の生徒会長は、ちょっとしたいざこざはおおめに見てくれるらしい───ぜ？」

　橋はし本もとは距離を詰め右足を石いし崎ざきめがけ繰り出した。それを明あき人とが左腕で受け止める。

「っ……は、マジかよ。何でもありだな、あの生徒会長」

　橋本の言葉ひとつじゃ、本当に『喧嘩解禁』とは言い切れない。

　だからこそ、自ら先手を取ることでそれを証明して見せた。

「やるな三宅。道理で俺たちの喧嘩を止めようと口出しするわけだ」

　橋本は下がり再び距離をとる。

　先ほどよりも、ちりちりとした空気が場を支配していく。

「喧嘩はダメです」

「分かってるよ。俺は喧嘩するためにここに来たんじゃないのさ。今のはこっちにも自衛するだけの力はあるってことを証明するためなんだよ」

「……信じていいんですね？」

　ひよりの目を見て頷うなずく橋本だが、誰も信じようとはしない。

「もういいでしょひより、こいつらは平気で嘘うそをつく。どう考えても噂うわさを流したのはＡクラス。その証拠にＡクラスだけは噂のターゲットになってなかった」

「それは……だからこそ犯人ではないという可能性もあるのでは？」

「椎しい名なちゃんの言う通りさ。もし俺たちが噂を流したんなら、疑われないようにＡクラスの掲示板にだって適当な嘘を並べ立てるぜ？」

「どうだかな。一いち之の瀬せの噂を流した件だってＡクラスの連中全員が坂さか柳やなぎが張本人だと知ってるとは思えない。そんな状態でＡクラスに噂を流せば、当然混乱する」

　明人からの指摘に、橋本はため息をついた。

「そんな推理が通らない、ってわけじゃないけどな。悪魔の証明だな、こりゃ」

　極めて疑わしくとも証拠がない。潔白を示すのも困難だ。

「そういう連中には拳で直接本当のことを聞き出すしかないの」

「おいおい、やめようぜ伊い吹ぶきちゃん。俺たちが争っても得はないぜ？」

「そっちから喧嘩売ってきといてやめようだなんて、随ずい分ぶん調子いいんじゃないの」

「俺たちは無関係なんだよ。信じてくれ」

　そう言って橋本は笑うが、伊吹に笑顔はない。

　むしろ怒りを堪こらえるので精一杯といった様子だった。

　この伊吹もまた、石崎と同じようにあらぬ『嘘』を流された。

「おまえ、龍りゆう園えん……がリーダー辞めたからって、俺たち舐なめてんじゃねえのか」

　石崎は我慢の限界を迎えたのか、明人を押しのけて前に出る。

　合わせるように伊い吹ぶきが、橋はし本もとと鬼き頭とうの前に立ちふさがる。

「いやいやマジで待てよ」

「一いち之の瀬せの噂うわさ、そんで俺たちへの噂の件。その両方を坂さか柳やなぎに詫わび入れさせろよ」

「勘違いだ。俺たちが流したんじゃない」

「笑わせんな！」

　石いし崎ざきが手すりを全力で蹴り飛ばす。

　もはや収まりがつかない状況になったことを橋本も理解していく。

「……だったら、どうするつもりだ？」

「決まってんだろ。力ずくで黙らせんだよ」

「マジでやるつもりか？」

「ああ。それが嫌だったら今すぐ噂を取り消せ」

「何度も言うが、俺たちが噂を流したんじゃないんだよ」

　そう言っても、それが簡単に通じないことは橋本も理解している。

　坂柳が一之瀬に対して宣戦布告したも同然の中、無実の証明は難しい。

　一度橋本は口元が緩んだ。

「笑ってんじゃねえよ」

「悪い悪い。あまりに理解不能だからな」

　噂の出所を坂柳だと認められない以上、石崎の要求は突っぱねるしかない。

「だったら直接坂柳と話をさせてもらうぜ」

「おまえが？　やめとけ」

　相手にされるはずがない、と橋本が手で払う。

　それを分かっているからこそ石崎も、橋本に声をかけたのだろう。

「鬼頭。やるしかないかもな」

　空気の流れを読む橋本は、会話で終わらないことを予感した。

　鬼頭は既に心の準備を済ませていたのか、ゆっくりと構えを取った、その直後。

「うらぁ！」

　石崎が鬼頭にタックルするように突っ込んでいく。

　さらにその真横では、伊吹が飛び掛るような蹴りを繰り出す。橋本は慌てて避よける。

「っぶね！」

　勢いよく飛び跳ねた伊吹のポケットから、携帯と学生証が飛び出し散乱する。

　想像以上に速く、そして強力だと理解した橋本は、敬意を表する前に危機感を口にした。

「伊吹ちゃんも喧けん嘩か慣れしてるんだったな……忘れてたぜ」

「おまえらやめろって！」

　明あき人とが近くに転がってきた携帯を拾い上げながら叫ぶ。

　しかしＤクラスは止まろうとする気配を見せない。

　携帯が傷つこうと、動じた様子はないな。

　オレも足元傍そばに落ちた伊い吹ぶきの学生証に手を伸ばす。

　ふと視線を落とした、その学生証。

　そこには当然笑顔もなく、硬い表情の伊吹が無愛想に写っているだけ。




　しかし───




　オレは『ある一点』を見て気づく。

「どういうことだ……？」

「何が」

　呟つぶやきを傍で拾った啓けい誠せいが聞き返してくるが、すぐに首を左右に振る。

　いったん邪魔になる伊吹の学生証をポケットに仕し舞まう。

「いや、何でもないんだ。それより喧けん嘩かを止めたほうがよさそうだな」

「止めるって……どうやって」

　既に２対２の図式が出来上がり、第二ラウンドが始まろうとしている。

「そうよ。やめときなって」

「危ないよ清きよ隆たかくん……」

　波は瑠る加かと愛あい里りもやめるよう進言してくる。

「……そうだな。明あき人とに任せておいた方が賢明か」

　その明人は、次の衝突を止めるべく間に割り込む。

「邪魔すんなよ三宅みやけ！」

　力任せに押しのけようとする石いし崎ざきだったが、明人はその手を掴つかみ、強引に押し倒した。

「てめ、放せ！」

「悪いな石崎。俺はおまえみたいなタイプは嫌いじゃないんだけどな」

「邪魔するな！」

　伊吹が明人の頭を狙い蹴りを繰り出す。

　慌てて石崎から離れた明人は間一髪蹴りを避よけるが、体勢を崩した。

　その明人をアルベルトの大きな手が掴んだ。

「押さえといてアルベルト」

「くっ……」

　怪力のアルベルトに上から押さえ付けられては、明人といえど抵抗のしようがない。

　Ｄクラスとしては２対２の図式さえ作れれば負けないという判断。

「伊吹！」

　石崎の叫び。それと同時に伊吹の首元を狙ってきた鬼き頭とうの手。

「舐なめんな！」

　その手に対し素早く反応した伊吹が、鬼頭の手を蹴り払う。

「マジで喧嘩始まっちゃったじゃん……どうする？」

　止めることも出来ず、静観するオレたち４人。

「始まったもんは仕方ないが、Ｃクラスの連中がいると邪魔だなあ……」

　起き上がった石いし崎ざきに注視しつつ橋はし本もとはこちらにも目を向けてきた。

「ここに来たのは偶然だが言いたいことはある。石崎たちと同じように俺たちの仲間……綾あやの小路こうじも噂うわさのターゲットにされて頭にキテるんだ」

　啓けい誠せいがそう訴えると、愛あい里りが隣で激しく縦に頷うなずいた。

「はっ、そういやそうだったな。軽かる井い沢ざわを好きだなんて、可愛かわいい噂じゃないか」

「ぜ、全然可愛くありません！」

　静かな愛里が珍しく声をあげて反論した。

　オレもそれに合わせるようにして、橋本に言葉をかける。

「こんなことを言いたくはないが、オレもお前を疑ってるんだ橋本」

「……だろうな。先日、おまえと軽井沢の密会を見たのは俺だけだろうしな」

「み、密会？」

　ぐるっと愛里、だけじゃなく波は瑠る加かの顔もこちらを向いた。

「変なことは一切ないぞ」

「本当に？　で、でも清きよ隆たかくん、ちょっと最近軽井沢さんと仲良いイメージあるし……」

　オレのことをよく観察している愛里なら、それくらいは分かっているからな。

　だが、この会話を橋本に聞かせることは非常に重要だ。

　オレと恵けいの関係性について、知る者は知っているということを知らせる必要がある。仲介役でチョコを渡す役目を課せられた、という大前提には、それなりの親密関係がなければ成り立たないからだ。

　クラスメイトがオレと恵の関係性をどう理解しているのか、試すためのフリ。

　優秀であるが故に、自ら可能性を閉ざしてしまう。

　オレに目を付けているのに、シロかも知れないと言う証言を引き出してしまう。

　結果、オレへの疑いが薄れていく。

「今は俺が相手だろ橋本ぉ！」

「ったく……厄やつ介かいなことになったもんだ」

「これ以上はやめてください石崎くん。少なくとも、私は許可しません」

　ひよりが石崎に、強い口調で言い放つ。

　それを無視も出来ず、困ったように振り返った。

「で、でもよ！」

「仮にここで、橋本くんたちに喧けん嘩かで勝って、強引に自白させたとしても証拠にはなりません。肝心の坂さか柳やなぎさんは、恐らく一切認めないでしょう。認めてもらうことは出来なかった、その事実だけで良いではありませんか」

「俺も伊い吹ぶきも泣き寝入りしろってのかよ」

「厳しい言い方をするようですが、そうです。今は耐えてください」

「あんたが私たちを連れて来たんでしょ。それなのに耐えろって変な話じゃない」

「必ず報いを受けてもらいます」

　そんなやり取りを聞いて、橋はし本もとが興味深そうに口笛を吹いた。

「この場をセッティングしたのは、石いし崎ざきじゃなくて椎しい名なちゃんってことか」

「アルベルトくんも、放してあげてください」

　そう指示すると、ゆっくりと拘束を解いた。

「Ｃクラスの皆さんもお騒がせしました」

　そう言って、深々と頭を下げる。

「これで終わりにしようってのも、一方的な話だな。俺たちは疑われ、殴られ損か？」

「許してはもらえませんか？」

　正面から橋本の言葉を受け止めたひより。橋本としてもこれ以上引っ張って得することは何もないと分かっているはずだ。

「ま、怪け我がしたってわけでもないしな。今回はこれで終わりにしようか鬼き頭とう。けど、これ以上俺たちを不用意に疑うのはやめてくれ。疑うなら確実な証拠を持ってきてくれよ？」

　何とか大乱闘になる前に事態を収拾することに成功したが、これでＡクラスと他クラスの関係の溝は修復不可能なところまで進行した。





　　　　７






　その日の夜。オレは堀ほり北きた学まなぶに電話をかけていた。

「おまえから俺に連絡とは珍しいこともあるものだ」

「あんたにひとつ聞きたいことがある」

「なんだ」

　オレはある二人の生徒の学生証を見て、気づいた点を報告する。

「おまえの勘違い、ということはないのだろうな」

　初耳と言った様子で、驚いた反応が返ってくる。

「その言い方をするってことは、生徒会……いや、前例がないってことか」

「そうだ。単なるミスでない場合を除き、だが」

　もちろん、ミスである可能性を排除することは出来ない。

　だが、こんなミスがそうそう起こることでないことも確かだ。

「この学校も当然、毎年変化し進化しようとしている。その『事象』にも意味があるはずだ。恐らく誰よりも先に気づいたおまえには、いずれ役立つものかも知れん」

　そんな日が来ても、出来れば役立てることなく終わりたいものだ。

「おまえたち１年は、恐らくあと１回で一年度の特別試験が終わるだろう」

　１年『は』ということは、こっちと事情が異なるってことか。

「これはあくまでも、前年までの話であって確実性のあるものではないが、従来通りであれば３年にはあと２回以上、特別試験の機会が残されている」

「あんたにとっちゃ、災難が続くってことだな」

　南な雲ぐも率いる２年全員が、３年Ｂクラスをバックアップすることになればけして安全圏とは言えないだろう。

「予断を許さない状況であることは確かだが、おまえが気に留めることではない」

　さすがは元生徒会長、自分の状況を窮きゆう地ちだとは思っていないようだ。今の状況を打開し、そして戦っていくだけの力は身につけている。そんな自負を感じる。

　だが、それはあくまでも堀ほり北きた学まなぶ一人に限っての話。

　橘たちばな茜あかねが狙われたように、南雲は崩せるところから狙ってくる。

「今心配するべきは１年全体の方だ」

「生徒会がバックアップすれば、それなりのもみ消しも出来そうだしな」

「ああ、可能だ。もちろん、やりすぎれば学校側からの信頼を失い強制的に解散させられることもある。だが南雲のことだ、上う手まく立ち回るだろう。[image: ]くし田だの件は問題ないか？」

「その件なら片付いた」

「今回の一いち之の瀬せ潰つぶしの一件、裏で何か動いているようだな」

「また連絡する」

　オレは聞きだすべきことを終え、通話を終えた。
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　それから、あっという間に数日が流れる。

　その間渦中の存在だった一之瀬は一度も学校に姿を見せず休み続けていた。

　しかし学年末試験まで、いよいよあと１日となった２月24日。

　ついに一之瀬は学校へと来た。直接見かけたわけじゃないが、１週間以上学校に姿を見せなかった一之瀬の動向は常に大勢が注目している。すぐに情報は飛び込んできた。

　とは言え、あくまでもそれはＢクラスにとっての重要なことであり、Ｃクラスにとっては明日に迫った学年末試験の方が大切なことだ。

「よし。綾あやの小路こうじも、明あき人とも、波は瑠る加かも、愛あい里りも。全員バッチリだ」

　昼休み、オレたちは授業の前に啓けい誠せいの机の周りに集まっていた。

　啓誠の作ってくれた模も擬ぎテストの仕上げ、その答え合わせをするためだった。

　夜の間に自主的に行い、実力を試すために用意してくれていたもの。

「うわきよぽん90点とか凄すごいじゃん」

　サンドイッチを食べながら、波瑠加が驚いたように言う。

「啓誠の作ってくれたテストが完璧だったからな。そっちだって似たようなもんだろ？」

　３人とも多少点数にバラつきはあるが、概おおむね80点前後だ。

「仮テストと俺の作った模擬テスト。どっちもこれだけ解けてれば試験はまず問題ない」

「啓けい誠せいからお墨すみ付つきをもらったなら楽勝だな」

　明あき人とも今回は気合いを入れたからか、凝った肩をぐるりと回した。

「本当にありがとう啓誠くん。私、テストとか毎回不安だったから……」

「いや。俺に出来るのはこれくらいだしな」

　ちょっとテレ臭そうに啓誠は鼻の上を人差し指で軽く掻かいた。

「けど今日は本当に何もしなくていいのか？」

「この１週間、相当勉強に時間を費やしたからな。最後の１日はあえて休んで欲しい。ここまで丁寧に身につけたことはちょっとやそっとじゃ抜けない。それよりも無理して体調を崩したり、本番で眠気に襲われる方が危険だ。些さ細さいな凡ぼんミスを重ねて点数を落としたら勿もつ体たい無ないからな」

「了解。ゆきむーの指示に従うであります」

　謎の敬礼をしながら、波は瑠る加かたちは素直に頷うなずいた。

　バン！　突如扉を激しく開いた音が教室中に響き渡った。

「皆すげえぞ！」

　ゆっくり昼食を済ませよう、そんなタイミング。

「うわ最悪……」

　波瑠加は驚いて手に持っていたサンドイッチを床に落としてしまったようだ。

「ちょっとなによ」

　あからさまに不機嫌になった波瑠加が、入ってきた池いけを睨にらみつけた。

「祭りだよ祭り！　今Ａクラスの連中がＢクラスに乗り込んだんだってよ！」

　そんな話が飛び込んでくる。

「一いち之の瀬せさんの復帰と共に、坂さか柳やなぎさんが動いたのね……」

　同じく教室で昼食を取っていた堀ほり北きたは慌てて立ち上がった。オレに声をかけることもなく教室を飛び出す。それを見ていた須す藤どうや平ひら田たたちも、堀北に続いて教室を出て行った。

　明日は学年末試験。

　最後の仕上げをするならこの日しかないからな。

　復帰して来た一之瀬を仕留めるため、直接攻撃をかける狙い。

「どうする明人……」

「行くしかないだろ。また先日みたいなことになったら止める人間がいる」

「そう、だな」

「けど波瑠加と愛あい里り。おまえらはここに残れ。人数が多くても意味ないからな」

「はいはい、分かってるって。私たちはゆっくり食べてよ」

「清きよ隆たかくんはどうするの？」

「オレは───」

　明人と共に啓誠も立ち上がっている状況だ。残るとも言いづらい。

「一応ついていく。役に立てるとは思わないけどな」

　三人で教室を出てＢクラスへと向かう。

　既に廊下では騒ぎが伝染しているようで、明らかに人が集まってきている。

「何しに来たんだよ坂さか柳やなぎ！」

　Ｂクラスにやってくると、柴しば田たが坂柳に詰め寄っていくところだった。

「何しに、ですか。私はあなた方Ｂクラスの皆さんを救いに来たんですよ？」

　坂柳の左右には神か室むろと橋はし本もと。鬼き頭とうや他の生徒の姿はなかった。あまりに大人数を連れ歩くのは問題になりかねないとして少人数での行動だろう。

「どういうことなのかな、坂柳さん」

　教室の奥で数人の生徒に囲まれるようにしていた一いち之の瀬せが声をかける。

「待てよ一之瀬、おまえが出る必要はないって」

「そうだよ帆ほ波なみちゃん。行っちゃダメっ」

　一人がぎゅっと一之瀬に抱きつき、坂柳との接触を防ごうとする。

「まずは体調が快復されたとのことで、良かったです。本当はもっと早く声をかけたかったのですが、試験勉強に忙しかったもので。それにしても良かったです、明日の学年末試験には間に合いましたね」

「うん。ありがとう」

　距離をあけての二人の会話。

　Ｂクラスの生徒たち全員が坂柳を敵視しているのは当然理解しているだろう。

　昼休みだというのに、誰一人欠けていない。

　恐らくクラス全員で一之瀬を一丸となって守るつもりだったのだ。

　しかし坂柳は全く動じた様子もなく、完全なアウェーの雰囲気を楽しんでいる様子。

　噂うわさの渦中にある一之瀬が、昼休みに食堂などを利用しないことも見越しての行動だ。

「救いにと言ったな坂柳」

「ええ」

　神かん崎ざきの問いかけに笑って頷うなずく坂柳。

「それはつまり、あの噂を流したことを認める、ということか？」

　その謝罪に来たのなら理解できなくもない、と神崎は続けた。

「噂を流したのは私ではありません」

「……なら、何をもって救いだと？」

「以前、一之瀬さんが大量のポイントを保持している。という噂が広まったことは覚えていらっしゃいますね？　あの時は不正行為がなかったためすぐに沈静化しましたが」

「それがどうしたと言うんだ」

　神崎が間かん髪はついれず言う。一之瀬に出番を与えないためだ。

「これは私の勝手な想像でしかありませんが……不正行為なく大量のポイントを保持する方法は限られているということです。クラスメイトから定期的にプライベートポイントを回収し、集めておく。要は銀行のような役割を、一之瀬さんが担っているのではないかと判断しました」

「それは答えられることじゃない」

　Ｂクラスの戦略に関わってくる部分。当然拒否する。

「ええ。別にその回答を求めているわけではありません。ただ───ただもしも、一いち之の瀬せさんが私の推理どおり銀行の役割を果たしているのだとしたら……それは非常に危険なことではないかと思ったのです」

　そう言って、遠くで坂さか柳やなぎを見つめる一之瀬に視線を送る。

「…………」

　一之瀬は答えず、真まっ直すぐとその視線を見つめた。

「私の言っていることは間違っていますか？　一之瀬帆ほ波なみさん」

　無駄なんだ坂柳。おまえは、確かに一之瀬を追い詰めた。

　沈黙という武器で戦うしかなかった一之瀬を、ギリギリの縁にまで追いやった。

　あと一押しで、断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきから叩たたき落おとせる。

　そんな状況を作りだしていた。

　だが、もうその手は通じない。

「ちょっと道をあけてくれるかな、千ち尋ひろちゃん、麻ま子こちゃん」

「で、でもっ」

「大丈夫。私ならもう、大丈夫だから」

　そう言って優しく微笑ほほえみ一之瀬はゆっくりと歩みを進めた。

　坂柳との距離を詰めていく。

　だが最終的に一之瀬が向き合ったのは、坂柳ではなく教室のクラスメイトだった。

「……ごめんみんな！」

　一之瀬は教壇の前に立つと、Ｂクラスの生徒全員に向かって頭を下げた。

「な、何を謝ってるんだよ一之瀬。何も謝る必要なんてないって。なぁ？」

　動どう揺ようした柴しば田たは、一之瀬の言葉を遮ろうとする。

「止めないであげましょう柴田くん。彼女は懺ざん悔げしようとしているんですよ」

　坂柳が愉快そうに笑う。

「私は今までの１年間……ずっとずっと隠し続けてきたことがあるんだ……」

「待て一之瀬。この場では何も話す必要はないんだ」

　不穏なものを感じた神かん崎ざきが止めようとするも、一之瀬は止まらない。

「この数週間私のことで変な噂うわさが立っていたと思う。その中に一つだけ、嘘うそじゃない本当のことがあるの。それは、手紙に書かれてあったこと……私が犯罪者だって話」

　その言葉を引き出し、坂柳は満足そうに微笑んだ。

「それは本当のことなの」

　騒がしかった教室の中が、静まり返っていくのが分かった。

「ここに居るお人好よしの集団は全く見当もついていないようなので、詳しく教えて差し上げてください一いち之の瀬せさん。あなたは一体、どんな過あやまちを犯したんですか？」

「私は───」

　一之瀬は続けようとして、一度喉を鳴らした。

「みんなに黙ってたことを───今から告白します」

　そう言って、一之瀬は封印してきた過去を口にする。




「私の隠してきた犯罪、それは……万引きをしたこと───」




　優等生一之瀬帆ほ波なみの万引き。

　その事実は、Ｂクラスだけじゃなく明あき人とや啓けい誠せいなどの観客も驚いたことだろう。

　そんなことをするような生徒には見えない。

「帆波ちゃんが……万引き……ほ、本当に？」

「うん。ごめんね麻ま子こちゃん」

　謝りながら一之瀬は、その発端を語り始める。

「私は母子家庭で、お母さんと２つ下の妹との３人暮らし。裕福な方じゃなかったけど、不幸だと思ったことは一度も無かった。２人の子供を育てながら働くお母さんは、いつも大変そうだった。だから私は小学生の時、いずれ中学を卒業したら働きに出ようと思ってたの。高校に行くのにも沢山のお金がかかるから。就職してお母さんを助けて、２つ下の妹をバックアップしようと考えてたから。でも、お母さんはそれに反対した。姉として妹の幸せを心から願うように、母として、娘２人には同じくらい幸せになってもらいたかったんだと思う」

　自らの過去を全て話しだす一之瀬。

「お金がなくても、一生懸けん命めい勉強すれば特待生制度を利用できることを知った。必死に勉強して、学校でも１番だって言われるまでに自分を成長させることが出来た。でも……そんな私が迎えた中学３年生の夏……お母さんは無理をして倒れてしまった」

　日々の生活を支えるため、一之瀬の母親は働き続けたんだろう。

　我が子を育てるため、身を粉にして。

「妹の誕生日が近かったの。妹はこれまで、何一つお母さんにも、私にもプレゼントなんておねだりしてきたことはなかった。妹はまだ中学一年生。もっと甘えてもいいはずなのに、ずっと我慢し続けて来てた。欲しい洋服も買わず、友達との遊びや買い物にもついて行かないで、耐えて耐えて、耐えてきた。そんな妹に……初めて欲しいものが出来た。それは去年流行したヘアクリップ。妹の大好きな芸能人が身につけてた物だった。きっとそのヘアクリップを買ってあげるために、お母さんは無理してシフトを入れてたんだと思う」

　だが───入院というアクシデントに見舞われ、誕生日プレゼントどころではなくなった、ということだ。

「今でも覚えてる。病室のベッドで泣きながら謝るお母さんに、ありったけの罵ば声せいを浴びせていた妹の顔を。泣きながら、楽しみにしていたヘアクリップのことを叫んでいた妹の顔を。そんな妹を私は責められなかった。たった一度だけ願ったプレゼント……」

　その告白を、坂さか柳やなぎは変わらぬ笑みで聞き続けていた。

「姉として……何とかして妹の笑顔を取り戻さなきゃいけない。そう思った。だから私は、誕生日当日の放課後、デパートに足を運んだ」

　今も、当時と同じように鼓こ動どうが高鳴っているだろう。

「あの時の私の感情は、きっと闇だったと思う。いいじゃない……たった一度、妹のために悪さをするくらい大したことじゃない。世の中、悪いことをする人なんていっぱいいるんだから。そんな感情を持ってた。これまで我慢し続けてきた私たちが、責められる必要なんてない。これは許される行為なんだ。そんな身勝手、我がままな解かい釈しやく。普通に買えば１万円以上はする。私は妹の欲しがったそのヘアクリップを……盗んだ」

　重たいモノを吐き出すように、一いち之の瀬せは口にする。

「すべての人を不幸にする行為。でもあの時の私は、何とかして妹に喜んで欲しかった」

　それが引き金。

「……ダメだね」

　ポツリと吐き出す一之瀬。

「結局、犯罪行為は犯罪行為。どれだけ懺ざん悔げしても、けして消えることのない罪」

　途切れ途切れに言葉を繋つなぐ。
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「それで捕まったってことか」

　橋はし本もとのそんな問いかけに、一いち之の瀬せは首を左右に振った。

「私はそのヘアクリップを持ってデパートを出た。初めての万引き、初めての犯罪。それは誰にも見つからなかった。それから、すぐに家に帰った私は塞ぎこむ妹にヘアクリップをプレゼントした。盗んできたから、梱こん包ぽうも何もない、雑なプレゼントだったけど。凄すごく喜んだ。その笑顔を見ると、私は罪悪感が一瞬薄れた気がした。でも違う、後からどんどん罪悪感は増していった」

　自嘲気味に笑う一之瀬。

「悪いことをした娘に、母親が気づかないはずがないよね。秘密にしておくように言ったプレゼントを、妹は身につけてお母さんのお見舞いに行った。だって、そうだよね。妹は思いもしなかったはずだもん。私が盗んできたものをプレゼントしたなんて。そのとき初めて、本気で怒るお母さんを見た。私をひっぱたいて、妹からそのプレゼントを取り上げた。泣きじゃくる妹はわけも分からなかったと思う。まだ入院していなきゃいけないお母さんに連れられ、私はお店に連れて行かれた。土下座して許しを願った。そのとき私は自分の犯した罪の重さを初めて理解した。どんな言い訳を並べ立てたって、犯罪が肯こう定ていされることはない、って」

　それが一之瀬の過去。隠してきた過去。

「結局お店の人は、私を警察へは突き出さなかった。だけど騒動は瞬く間に広がって、私は自ら殻からに閉じこもった。中学３年生のほぼ半年、ただ部屋に閉じこもる生活を続けた……。だけど、もう一度前を向こうと思った。そのキッカケが、この学校の存在を担任の先生に教えてもらった時だった。入学金も、授業料も免除される。その上、卒業すればどこにでも就職できる。もう一度やり直そうって、一からやり直そうって」

　全てを話し終えた一之瀬は、改めてＢクラスの生徒全員に頭を下げた。

「ごめんねみんな。こんな情けないダメなリーダーで……」

「そんなことはないぜ一之瀬」

　傍そばで聞いていた柴しば田たが、そう言った。

「今の話を聞いて確信した。一之瀬はやっぱり良いヤツなんだって。なあ？」

「うんっ。帆ほ波なみちゃんは悪いことをしたのかもしれない、だけど───」

　カン！

　甲高く杖つえを床に叩たたきつける音が響き渡った。

「止やめてください。笑わせないでもらえますかＢクラスの皆さん」

　一之瀬を擁護する声を、一蹴する。

「実に下らない茶番劇ですね。不必要な過去の詳細まで語って、同情を引いているつもりですか？　どんな境きよう遇ぐうであれ万引きは万引き。同情の余地などありません。あなたは私利私欲のために盗みを働いたんです」

　その言葉を聞き、隣の神か室むろの表情が一瞬強こわ張ばった。

「うん、その通りだね。過去の背景は、一切関係ないよ」

「あなたが『犯罪行為』を犯したことは事実です。即すなわち、今大量に抱えているプライベートポイントも、卒業間近で盗み取ってしまうのではありませんか？」

「……そんなことできっこないよ坂さか柳やなぎさん。もし私が全員の意向を無視して、Ａクラスに上がるような真ま似ねをすれば、それは裏切り行為。学校も許可しないんじゃないかな」

「そうですね。あなたは賢い人ですからそういう露骨なやり方はしないかと。けれどまさに今、ここで実演して見せている同情を誘うやり口で、全員のお墨すみ付つきをもらってＡクラスに行くのではないですか？」

　執しつ拗ように追い詰める坂柳。

「そう、だね。私が……私がどれだけ頑張っても、私の努力は全て偽善なのかも知れない。一度犯した罪は二度と消えることはないんだよね」

　犯罪者としてのレッテルは付きまとう。

　いずれ裏切られるのではないかという疑念が消えることはない。

「皆さんも分かったんじゃないでしょうか。それが、一いち之の瀬せ帆ほ波なみさんという生徒です。このような人をリーダーに据えている限り、あなたがたＢクラスに勝ち目はありません」

　徹てつ底てい的に、現実を叩たたきつける。

「今すぐこの場でプライベートポイント全てを生徒に戻し、Ｂクラスのリーダーを降りる。それくらいのことをして頂きたいものですね。それくらいしなければ、今後もあなたの悪い噂うわさが消えることはありませんよ？」

　一之瀬は目を閉じる。

　静かに、呼吸を整える。

「どうなんだ一之瀬。おまえは、どうしたいんだ」

　Ｂクラスを代表した神かん崎ざきからの問いかけ。

　リーダーを続けるのか否か。

　それを決めるのは一之瀬本人だからだ。

　もしこれが、一度目の心の骨折だったなら。

　一之瀬は耐えられずポッキリと折れていたかも知れない。

　だが、既に一之瀬の心は折れた。




　いや『オレが叩き折った』。




　そして、完治した。

　折れた箇か所しよは、以前よりも強くなり強度が増す。

「これで私の懺ざん悔げは終わり！」

　そう言って、笑顔を坂柳に向けた。

「私は確かに万引きをした。坂柳さんの言うように同情の余地はないと思う。罪は罪だからね。それから逃げるつもりはないよ。だけど、実際に私は刑罰に問われたわけじゃない。つまり、償うべき罪って言うのは本来存在しないものなの」

「厚こう顔がん無む恥ちとはよく言ったものです。万引きをした悪人とは思えない開き直りですね」

「そうかも知れないね。でも、私はもう振り返らない。過去に縛られない」

　クラスメイトに笑顔を向け、一いち之の瀬せは続ける。

「こんな厚顔無恥な私だけど───みんな、最後までついてきてくれないかな？」

　そう言った。

　一瞬の沈黙。

　けして、一之瀬は楽観して言ったわけじゃない。

　今にも泣き出しそうで、逃げ出したくて。過去を恥じて。

　それでも前に進もうとしていた。

　１年間苦楽を共にしてきたＢクラスの生徒に、それが分からないはずがない。

「ついて行くに決まってるよな!?」

　柴しば田たが、笑顔で叫ぶ。

　それと同時に、Ｂクラスの生徒、一人残さず全員が満場一致のエールを送る。

　一之瀬に対する人望。

　その厚さを実感させられる。

　啓けい誠せいも明あき人とも、そんなＢクラスに魅せられるように嬉うれしそうな顔を見せた。

　Ｂクラス全体だけじゃない、それ以外のクラスの生徒から、ここまで援えん護ごする声が上がる生徒など他にはいないだろう。

「坂さか柳やなぎ……どうするの」

　仕掛けていた坂柳の攻撃は、無効化された。

　それを神か室むろも肌で感じ取る。だからこその、撤退の進言とも取れる一言。

「フフフ」

　坂柳が笑う。

「フフフフフフ」

　もう一度、今度は長く。

「なるほど。Ｂクラスに対しては上う手まく丸め込みましたね。ですが、先ほどあなた自身が言ったように犯罪者の過去が消え去るわけではありません。これから先もずっとずっと、あなたに関する噂うわさは広がり続けるでしょう」

「うん。それから逃げるつもりはないよ」

「そうですか。では徹てつ底てい的にやら───」

「はーい、皆そこまで」

　坂柳が答えようとしたところで、Ｂクラスに教師と生徒が姿を現す。

　生徒会長南な雲ぐも、そしてＢクラスの担任星ほし之の宮みやに茶ちや柱ばしらだ。

「随ずい分ぶんと大物が集まりましたね。これは１年生同士の問題ですが？」

「確かに１年の小こ競ぜり合あいだ。しかし、本日をもって安易な噂うわさの吹ふい聴ちよう行為を禁止とする」

「……どういうことでしょう？　一いち之の瀬せさんの噂に関する箝かん口こう令れいとは、納得がいきませんね。どこが発端にせよ、一之瀬さん自身が迷惑していると、一度でも学校側に報告があったのでしょうか？」

「そうじゃない坂さか柳やなぎ。これはもはや一之瀬だけの問題じゃないのさ」

　南な雲ぐもが坂柳に対してそう答える。

「……と、仰おつしやいますと？」

　説明しようとする南雲の前に、茶ちや柱ばしらが立つ。

「詳細は伏せるが、おまえたち１年生の間で誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようの応酬合戦が行われていることが明確に確認された。流された噂の数は20近くに上る。これ以上の噂話は学校の風紀を乱す。噂は噂。しかし確証があろうとなかろうと、個人を陥おとしいれるような噂がこれ以上蔓まん延えんすることを学校側は望まない。よって、無意味に吹聴して回る者は今後、処罰の対象となる可能性があるということを通告しておく」

　留とどまることを知らない噂の広がりに、これまで黙もく認にんしていた学校側が行動に出た。

「……なるほど、そういうことですか」

　茶柱の言葉で、全てを悟る坂柳。

「学校側が重い腰を上げた、ということね」

　状況を見て近づいてきた堀ほり北きたも察する。

「結果論だけれど、これですべてのクラスが救われるんじゃないかしら。事の発端だった一之瀬さんに関しても、これ以上坂柳さん陣営は叩たたくことが出来なくなる。本ほん堂どうくんや篠しの原はらさん、あなたや佐さ藤とうさんに立った噂もこれで沈静化するはずよ」

「そうだな」

「やりすぎたわね、坂柳さんは。全クラスを同時に同じ戦略でハメようとしたんでしょうけど、目立ちすぎたのが仇あだになったわ。好戦的な彼女の行き過ぎた一手だったようね」

　そう言った後、堀北は黙り込む。

　そして少しして口を開いた。

「でも───」

「どうした」

「いいえ、なんでもないわ」

　そう言って堀北は話そうとしなかった。

「引き上げましょう。学校が動いたのであれば、私たちの出番は不要ですね」

　状況を理解した坂柳はクラスメイトに撤退を命じる。

　騒がしかったＢクラスが、一度だけ大きく盛り上がった。

　Ａクラスの撃退に沸いたのだ。





　　　　９






　Ｃクラスに戻ってくると、波は瑠る加かが食い気味に明あき人とへ話しかける。

「ねえどうだったのＢクラス。凄すごい騒ぎだったみたいだけど」

「予想外の展開だ。一いち之の瀬せが坂さか柳やなぎを退けた」

　明人はＢクラスで起こったことを端的に伝える。

　一之瀬の噂うわさ話ばなしの真相と、学年で蔓まん延えんした噂は今後広めないよう通達されたこと。

「午後の授業になったら先生から釘を刺されるだろうな」

「万引きかー。意外も意外だけど、それならちょっと納得かな。触れられたくない過去に触れられたら、そりゃ休みたくもなるって」

　事情を知った波瑠加が、一之瀬を擁護する発言をする。

「ともかくこれで騒動は終わりだ。噂に振り回されることなく、試験に集中しよう」

「良かったねきよぽん」

「まあ……そうだな」

　と、携帯が鳴る。

「誰から誰から？」

「登録のない番号だ」

　オレは表示された番号を波瑠加たちに見せる。先日真夜中にかかってきた番号とも違う。

　席を立ち、グループから少し距離を取ったところで電話に出る。

「もしもし」

「綾あやの小路こうじくんですか？」

　声の主はすぐに分かった。坂柳だ。

「どうしてオレの番号を……と思ったが、調べることは難しくないか」

「ええ。昼休みが終わるまでまだ10分ほどあります、出て来れませんか？」

　断ることは簡単だったが、また後で時間を取るのも面倒だ。

「どこに行けばいい？」

　話しながらオレは廊下に出る。

「そうですね。１階の玄関前でどうでしょう」

「分かった」

　通話を切りオレは玄関へ向かう。

　神か室むろや橋はし本もとがいるかも知れないと思ったが、その場に居たのは坂柳一人だった。

「安心してください。今は誰も連れていません。実にお見事でした。綾小路くん」

「何の話だ？」

「私の気づかないところで、水面下で動いておられたようですね。幾いくつか解けない謎は残っていますが、答えあわせを求めようとは思っていません。ただ、何な故ぜ一之瀬さんを守ろうと思ったのか、その点だけが気になったんです」

　そう言って、坂さか柳やなぎはオレを凝視した。

「待て。話が見えない」

「あなたが一いち之の瀬せさんを救ったからこそ、彼女はあの場で開き直り……いえ、立ち直ることが出来たとしか思えません。恐らく彼女は、あの場で初めて過去を告白したのではなく、事前に口にしていたんでしょう」

「その相手がオレだと？」

「そうです」

　その結論に至ったのも無理はない。

「オレを動かすために神か室むろを使っただろ」

「神室さんを？」

「一之瀬が万引きをした過去。その話を明確にする前に、オレだけに流した」

「あれは彼女が勝手にやったことです」

「いや、それは違うな」

「何な故ぜそう言いきれるのです？」

　どうやら、答え合わせを求められているのはオレの方らしい。

「万引きをした証明として、オレに差し出したアルコールの缶。アレはあの日盗み出したものじゃない。入学当初に神室が盗み出したものだ」

「その根拠は？」

「賞味期限だ。オレは神室から渡されたビール缶の賞味期限を確認した後、コンビニで同じ銘柄のアルコール缶を手にとって賞味期限を確認した。店の中に置かれてあった缶の賞味期限とは４ヶ月以上もの差があった。たまたま一つ前だけが４ヶ月以上も古いものだったとはまず考えられない。神室はそのときのアルコール缶はおまえが処分すると言って受けとったものだと言っていた。なら、予あらかじめおまえから保管しておいたアルコール缶を渡されて準備していたか、オレの部屋を出た後おまえに接触しアルコール缶を直接受け取ったか、ということになる」

　その時点で、神室が接触し一之瀬の過去を話すことは想定の中だったことになる。

「何故、私がそのような回りくどいことをしたと？」

「オレを誘い出すため、だろ？」

「フフフ。流石さすがは綾あやの小路こうじくん、といったところでしょうか」

「今回の一件、オレは静観することは容易だった。むしろ、そうするつもりだった」

　それに水を差したのは、他でもない坂柳だ。

　自らの手で一之瀬を陥おとしいれ、そして自らの手で一之瀬に救いの手を差し伸べた。

　もちろん、非常に回りくどい方法で。

「すべてはあなたに関心を持ってもらうためですよ、綾小路くん」

　坂柳は杖つえをつき、ゆっくりと歩きながらオレへの距離を詰めてくる。

「一之瀬さんをそのまま壊してしまっても構わなかったのです。ですが、あなたが介入してくる可能性の糸を残しておけば、それを掴つかんでくれるのではないかと期待してしまいました。可能性は五分五分でしたが……理想の展開となったわけです」

　坂さか柳やなぎにしてみれば一いち之の瀬せの存在などどうでもいい、と言うことだ。

「私と勝負してください、綾あやの小路こうじくん」

「もし受けなければ？」

「あなたは大したダメージにはならないと仰おつしやるかもしれませんが、あなたがＣクラスを率いてる黒幕だと言うことを暴露します。噂うわさの範疇で済む話ではないことは、今の綾小路くんなら理解できるでしょう」

　学校側に表向き噂の吹ふい聴ちようを禁止にされようと、平然と坂柳は話を流すだろう。

「どうです？　受けていただけませんか」

「何を以もつて勝ちにする。おまえはＡクラス、オレはＣクラス。差は歴然だ」

「次の試験内容がどんなものかは存じませんが、その順位で争いましょう。あなたが勝てば、私は今後一切過去に関する話を他言しないとお約束します」

　悪くない条件ではあるが、それが守られる保証はどこにもない。書面や音声で記録を残すつもりも、こちらとしては全くない。

「信じられませんよね。ですが信じてもらう他ありません。そうでなければ、あなたの過去は白日の下に晒さらされる。日常生活を送ることは困難になるでしょうね」

「好きにすればいい。だがそうなれば、オレとおまえが戦うことは金輪際なくなる」

「……フフ。そうですよね、綾小路くんはそう仰る人です」

　簡単に勝負など受けないことは、坂柳自身が分かっているはずだ。

　だからこそ、これまで坂柳は誰に対してもオレの過去について語っていない。

「では私自身の退学を賭ける、と言ったら？　そしてその保証相手として、この学校の理事長である私の父を立会人にしても構いません」

　オレとの勝負に絶対の自信を覗かせる坂柳。

「もちろん私に負けたとしても、あなたが学校を去る必要はありません。何か特別なものを賭けろと言うつもりもありません。ただし、あなたがＣクラスの黒幕だったことだけは公表します。それくらいのリスクを負って頂かなければ、あなたは単純に棄権するだけかも知れませんし」

　どうでしょうか？　とオレに対して問いかけてくる。

「その条件で良いいなら、受けよう」

「ありがとうございます綾小路くん。これでやっと、退屈な学校生活が終わりそうです」

　満足そうに微笑ほほえみ、坂柳が撤収する。

　オレは今回の一件、その影の立役者に電話しておくことにした。

　それは堀ほり北きたでも恵けいでもなければ、堀北兄でもない。




「そろそろ連絡くれる頃だと思ってたんだ。こんばんは、綾小路くん」






○すべてのカラクリ









　話は２月11日金曜日、一いち之の瀬せが犯罪者だと書かれた手紙が投とう函かんされていた日に遡さかのぼる。

　一之瀬の動どう揺よう、そして神か室むろが万引きの過去を語りに接触してきたタイミング。

　オレは坂さか柳やなぎの戦略に対して布ふ石せきを打っておくことを決意した。それを実行するため、夕方オレはある女子生徒に電話をし、部屋に来てもらうよう要よう請せいを出しておいた。

　そして約束の時間。チャイムではなく、控ひかえめなノックが部屋に響く。

　鍵は既に開けていたので、そのまま扉を開いた。

　吹き込んで来る寒い風と共に、微かすかな花の香りが鼻び腔こうをくすぐった。

「こんばんは、綾あやの小路こうじくんっ」

　夜の12時を回っているため、声のトーンを１段階下げてやってきたのは[image: ]くし田だだ。

「こんな時間に悪いな。良かったら上がってくれ」

「いいの？」

「玄関先じゃ寒いだろ」

「うん。ありがと」

　夜中に男子生徒の部屋に上がりこむ。

　しかも１対１の状況。普通なら嫌がっても不思議は無い。

　だが[image: ]田は迷うことなく部屋に上がってきた。

「綾小路くん。ちょっと早いんだけど、これあげるね」

　上着の中に入れていたのか、ピンクリボンのついたチョコレート箱を取り出した。

「いいのか？」

「14日は渡す数が多いから早めに渡せる人がいたら渡すことにしてるの」

　そういうことならありがたく頂いておく。断るものでもない。

「それで私に話って何かな？　こんな時間の呼び出しなんて普通じゃないよね」

　何気ない話なら、朝でも昼でもいい。当然何かあると疑う。

「相談に乗ってもらいたいことがある」

「へえ……」

　ちょっと驚いた後、[image: ]田は続ける。

「私は綾小路くんに嫌われてると思ってたし、相談なんてもうされないと思ってた」

「別に嫌ってない。むしろオレが避けられてるんだと思ってたんだが？」

「あははは、そっか、そうだよね」

　表でも裏でもない。中間の[image: ]田が笑う。

「だけど堀ほり北きたさんがいるじゃない？　彼女の方が私なんかよりよっぽど頼りになるよ？」

「他でもない、[image: ]田にしか頼れないことがある」

「力になれるかどうかは分からないけど、話を聞くのはタダだからいいよ。でも、私にしか出来ない協力ってなんだろう？」

　内容までは推察することが出来ないようで首を傾かしげる。

「１年の中で、流されると困る生徒の個人情報、つまり秘密をオレに教えてもらいたい」

「……どういうことかな？」

　表情は笑顔のままだったが、[image: ]くし田だの目から笑みは消えていく。

「前に言ってたよな。おまえはクラスを崩壊させるだけの情報を既に持ってるって。それはオレたちＣクラスだけじゃなく他のクラスの生徒も含んでるはずだ」

　常に人気者であり人格者であり続ける[image: ]田には、日々相談事も持ち込まれる。

　Ｃクラスほどではないにしても、他クラスの生徒の情報で掴つかんでいるものは少なからずあるだろう。

「どうしてそんなことを、綾あやの小路こうじくんは知りたいの？」

「今、一いち之の瀬せが噂うわさを流されて苦しんでいるのは知ってるよな？」

「そうだね。今日も手紙に酷ひどいことが書かれてあったとか……」

「それを止めるためだ」

「んーと、よくわからないな。それは綾小路くんの意思？　それとも───」

「堀ほり北きたは関係ない」

「ふぅん？　結構情に厚いんだ、綾小路くんって。須す藤どうくんだって助けてたもんね」

　入学早々に、オレが須藤退学の件で動き回っていたことを、当然[image: ]田は知っている。

「だけど他人の個人情報を知ることが、あの噂を止めることに繋つながるの？」

「ああ」

「よく分からないなぁ。沢山の人を傷つける噂が広まったら、今よりずっとギスギスするだけじゃないの？　一之瀬さんに集中していた話題を逸そらせればそれでいいってこと？」

　大勢を犠牲にして一人を救う。そんな戦略に見えたのかも知れない。

　その考え方は正しくもあるが間違っている。[image: ]田は言葉を続ける。

「私だって一之瀬さんとは仲良くさせてもらってる。力になれることがあるなら力になりたいよ？　確かに、他の人よりは沢山の秘密を聞かされてるかも知れない。でも、だからってそれを簡単には口に出来ないよ。そういう約束の上で聞いてる話なんだから」

　もちろん、当然そうだろう。

　隠しておきたい秘密が広がることを、喜ぶ人間はまずいない。

　それなら、誰にも話さなければいいのだが、それほど人間は単純でもない。

　家族や親友、恋人には、誰だってその秘密を曝さらけ出だす。感情の共有がしたいからだ。

「友達を裏切る真ま似ねなんて出来ない。それに一之瀬さんのために協力したとしても、その噂を流したのが私だとバレることだってあるんだよ？」

「もちろん、そうならないよう選定する必要はある」

　[image: ]田にしか話していないような重すぎる秘密では使い物にならない。

　かといって、友達なら誰でも知っている、という軽いものでもダメだ。重要なのは、何人かは知っているが、知っている人間はそれほど多くない秘密。絶妙なバランス感覚が求められる。

「私が、そんな友達を裏切るような、よく分からない作戦に協力すると思う？」

「簡単じゃないだろうな」

　もし、裏の[image: ]くし田だをオレが一切知らなかったとすれば、交渉の余地もなかった。

　天使を演じる[image: ]田が他人を陥おとしいれる行為を手伝うはずが無いからだ。

　しかし、裏の[image: ]田を知るオレだからこそ、その余地はある。

「もし適切な情報を与えてくれたら、見返りは用意する」

「見返り？」

「極力[image: ]田の望む形で応こたえるつもりだ」

「つまりお願いを聞いてくれるってこと？」

「ありていに言えば、そういうことだ」

「守ってもらえる保証がないよね。綾あやの小路こうじくんは堀ほり北きたさんの味方だしさ」

「だったら、今この時の会話を保険にすればいい」

「どういうこと？」

「わざわざ口にしなくても分かってるんじゃないのか？」

　オレは[image: ]田の私服。上ポケットの方へと一度視線を落とした。

「んん？」

　それでも惚とぼけた顔をするので、もう少し踏み込む。

「言わなくても分かってるはずだ。携帯かレコーダーか、あるいは両方か」

　オレたちの会話を利用しないはずがない。

「分かってたんだ？　私が録音してるって」

「[image: ]田ならそれくらいの保険はかけてくると思ってな」

「でも確信持ってたよね？」

　一度はぐらかそうとしたのは、オレがカマかけしていると思ったんだろう。

「録音は、自分に不都合な部分をカットすれば、その信憑性が一気に落ちる。出来る限りそのままのデータで使いたい。そうすると必然、自分の言動をセーブする」

　今日、オレの部屋にやって来てからの[image: ]田は極力言葉を丁寧に選んでいた。

　もしもの時に備えて、自分に落ち度の無いよう会話を運んでいた。

「それだけで確信したんだ……やるね」

　携帯を取り出した[image: ]田は録音している画面を見せると、それを目の前で止める。

「はい。これで録音終わり、あー窮屈だった」

　そう言って[image: ]田は、さっきまでのお淑しとやかな気配を完全に消し去った。

「流石さすがの私も、もう分かった。やっぱり綾小路くんが堀北さんを助けてたんだね」

「堀北に入れ知恵したのは認める」

「ま、そのことはいいや。これからはいつでも聞けるってことだろうし」

　そう言って、[image: ]くし田だは先ほどの話へと戻る。

「それで、どうやって他人の個人情報で一いち之の瀬せさんの噂うわさを止めるわけ？」

　肝心なのはそこだと、[image: ]田は頭を切り替えて話を聞く体勢を作る。

「それは───静観を決め込んでいる学校側を巻き込むことだ」

「学校側を、巻き込む……？」

「今一之瀬は噂に対して、沈黙し何一つ対策を打たないでいる。だから当然、学校側は何もしないということだ」

「決め付けていいの？　学校が一之瀬さんのために動いてる可能性もあるんじゃない？」

「似たようなものだ。仮に担任辺りが事情を聞いていたとしても、現状何もしていないってことは、一之瀬が助けを求めていないからだ。だからこの事態を放っておけないものにまで昇華させる。そうすれば、必ず学校は事態を重く受け止めるはずだ」

　たとえ世間から隔離されているとはいっても、臭いものに蓋ふたが出来る時代は終わった。

　学生が他者を誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようする話が蔓まん延えんする学校で、退学、あるいは最悪自殺者が出るようなことになれば、この学校の地位と名誉は途端に失墜する。

　虐いじめに発展しかねない問題を、学校側は絶対に放置できない。

　坂さか柳やなぎは当然、そうならないようギリギリのラインを攻めていた。

　なら、オレはその背後から突き飛ばし、ラインの向こう側へと押しやる。

　それで事態は強制的に鎮ちん火かの方向へ舵を切り始める。そういう狙い。

「誰だって一之瀬さんのように黙っていられるわけじゃない。だから学校側に泣きつく生徒も出て来るってこと？」

「そうだ。仮に相談する生徒がいなかったとしても、学年末試験の前。噂も相まって相当ピリピリした状況が出来上がるはずだ。喧けん嘩か紛まがいの騒動も起きるかもしれない」

「そうなれば今は静観している学校側も放ってはおけない……ってことだね」

　各クラス数人ずつの、真実と嘘うそが織おり交まざった情報を拡散する。

　恐らく、その噂のターゲットになった生徒の半数以上が、嘘だと主張するだろう。

　ともすれば全員が認めない、ということもあるかも知れない。

　だが、それが真実を含んでいることは自おのずと露ろ呈ていする。

「今の状況で噂が流れれば、真っ先に疑われるのはＡクラスになる。それも利点だ」

　一之瀬をハメるため、噂を流した坂柳陣営はすぐに、第三者のやり口だと気づく。

　しかし気づいたとしてもどうすることも出来ない。

　全力で否定しようとしても『一之瀬の噂』を流した事実は否定できないからだ。それが本当である以上、誰よりも疑われるのは避けられない。

　一つの道筋が見えたことで、[image: ]田にも筋書きが見えたことだろう。

「でも、どうやってそんなに沢山の噂を流すの？　簡単じゃないよ」

「どうやって噂を流すか、だが。これは学校の掲示板を使う」

「学校の掲示板って、アプリ内の？　あんなの誰も使ってないよ？　それに学校側が動くってことは、噂うわさを流した人間へのペナルティだってあるんじゃない？　掲示板は匿名でも書き込めるけど、すぐにどこから書き込んだかバレちゃうよね？」

　次々と[image: ]くし田だから飛んでくる疑問。

「当然そのリスクを考えた上でだ」

「つまり……最悪綾あやの小路こうじくんが噂の出所だとバレる覚悟ってこと？」

「ああ。当然そうなっても、[image: ]田のことは一切他言しない」

　もちろん、対策は考えてあるが、今の段階では絶対とは言えない。

　だが、オレだと特定できる状況で掲示板に書き込む気など最初からないが。

「私にも少しは危険性があるね」

「そうだな。オレが他人の内部事情を知りすぎてるのは不自然だ。誰かから入れ知恵されたと思う生徒も出て来るかもな」

　大切なのは、今はまだ[image: ]田の前であまりオレが完璧に立ち回らないこと。

　どこか抜けている、そう思わせておく必要がある。

「ただ、その不安要素を減らすためにも噂の内容は厳選しなければならない」

「……うん。綾小路くんの狙いは分かった、考えてもいいよ。協力するって話」

　考える、ということは現時点ではまだ確定していないということ。

「オレが条件を飲むかどうか、それにかかってるってことか」

「そういうことだね」

　今回の作戦は、[image: ]田無くして遂行することは難しい。

　嘘うそ八はつ百ぴやくを並べ立てることもできるが、それでは本当の意味で人の芯には響かない。

　真実が無数に織おり交まぜられているからこそ、周囲は焦あせる。

　焦りが火ひ種だねとなって、広がっていく。

「それで、条件は？」

　もちろん、飲めない条件を提示してきたなら、交渉は破談してしまう。

「堀ほり北きた鈴すず音ねの退学」

「飲めないな」

「だよね」

　一番の、[image: ]田の願い。

　叶わないと知っていて、一応口にしたってところだろう。

「綾小路くんの退学もだよね？」

「それは堀北の退学以上に飲めないな」

「あはは」

　ちょっとおかしかったのか、素で笑った[image: ]田。

「でもそれ以外に私が望むものなんてないんだよね」

「なら、ひとつ提案してもいいか」

　オレは自ら、見返りについて話してみることにした。

「いいよ。なに？」

「今後オレに入ってくるプライベートポイント。その半分をおまえに譲る」

「なにそれ。龍りゆう園えんが似たようなことやってたみたいだけど……」

　当然のように龍園とＡクラスの契約内容を[image: ]くし田だは知っているようだ。

「ああ、同じと思ってもらっていい。もちろん誤ご魔ま化かせないように、必要なら毎月入出金の履歴も見せる。これで、卒業までの間に[image: ]田には数十万から数百万のプライベートポイントがいくことになる。情報料としては破格の値段だ」

　やや沈黙。考え込む[image: ]田。

「確かに悪い話じゃないね。でも残念、私プライベートポイントには困ってないんだ。お金は多いに越したこと無いんだろうけど、十分なんだよね」

　[image: ]田は船上試験の折に大金を獲得している。

　ある程度使い込んでいたとしても、まだまだ潤じゆん沢たくにポイントを持っていることが窺うかがえる。

　だが、交渉事でもっとも分かりやすく効率的なのは、結局のところ金だ。

「小遣いとして使うには事足りていても、非常時にあって困ることはない。茶ちや柱ばしら先生も言ってただろ。プライベートポイントは自分の身を守るためにも必要になる」

　自らの保険と思えば、１ポイントでも多く持っておく方がいい。

「その提案。どう考えても綾あやの小路こうじくんが不利じゃない。これが、綾小路くんが退学する危機だって言うならまだ分かるよ？　でも、一いち之の瀬せさんを救うために自分の魂半分差し出すような真ま似ねするなんて変」

「好きなんだ、一之瀬が」

「そういう冗談いらない」

　笑うかと思ったが、[image: ]田にはウケなかったようだ。

「本当のことを話す。確かにプライベートポイントを半分失うのは痛い。だが、それでオレは自分の身を守ることも出来る」

「と言うと？」

「おまえに退学を望まれてる一人だ、いつ背中から刺されるか分からない。つまりオレなりの防衛策だ」

「プライベートポイントを差し出す側に回れば、私にとっても綾小路くんの存在がメリットになる、そういうことだね」

「ああ。[image: ]田を敵に回すと厄やつ介かいだからな。半分出す価値があると思ってる」

　プライベートポイントの提供で結ばれる協定。

　相手を切り捨てない限り、供給され続けるプライベートポイント。

　けして悪い話じゃない。

「……なるほどね」

　少しの間考えていた[image: ]田が、結論を出す。

「いいよ、その話乗ってあげる。厳密な条件は綾小路くんに対して私が敵対しないこと、それだけでいいの？　堀ほり北きたさんに関して、何か保証を付けておきたいんじゃない？」

「そこまでオレは強欲じゃない。堀北も一緒に守ってくれと頼んで、この合意が破談する方が厄やつ介かいだ」

「凄すごく甘い条件だよね、それって」

「口頭での約束が不安なら書面にしようか？」

「ううん、必要ない」

　そう言って、[image: ]くし田だはポケットから携帯……ではなくボイスレコーダーを取り出した。

　二重録音。携帯だけじゃなく、予備を作動させていたようだ。

「こっちに証拠も残ってるし。どんな形でも裏切ったら……分かるよね？」

「ああ」

　約束の反ほ故ごとなれば、最悪学校側に話を持っていくことも出来る。

　公にせず、オレからの強制搾さく取しゆも可能だろう。

「流石さすがだね綾あやの小路こうじくん。堀北さんとは全然違うね」

　ギブ＆テイク。

　持ちつ持たれつ。

　感情だけで自分を信じろなんて無理な話。

　目に見えない感情と違って、数字は見ることが出来る。

　堀北のやり方はけして悪くない。

　感情で裏づけされた関係は、時に数字や契約の上での関係を凌りよう駕がする。

　ただ、そのためのハードルはきわめて高い。

　[image: ]田に恨みの感情を堪こらえろと説く方法そのものが、間違っている。

「けど本当に半分もいいの？」

「少ない額じゃ[image: ]田には響かないと思ったんだ」

　もちろんプライベートポイントを払い続けることは、オレにとって重荷だ。




　───だが、その点はすぐにクリアされることになるだろう。




「話もまとまったことだし、聞かせてもらってもいいか？」

「そうだね。希望の条件は？」

「悪事でも、恥ずかしい過去でもいい。とにかく公にされると困るものだ」

「そうだね……じゃあ適当に教えていくね」

　そう言って[image: ]田は面白おかしく、掴つかんでいる秘密を話しだした。

　誰が誰を好きで、誰を嫌っているか。

　そう言ったことから始まり、生徒の家庭事情、補導歴といった情報に触れる。

　活いき活いきして話をする[image: ]田。

　この段階まで来てもまだ、オレの本当の狙いは分かっていない。

　一いち之の瀬せを救うこと。

　坂さか柳やなぎの挑発に乗ったこと。

　橋はし本もとからオレというターゲットを逸そらすこと。

　南な雲ぐもの脅威。

　そんなものは全て、過程の一つに過ぎない。

　オレが一連の事件で知りたかったことはただ一つ。




　[image: ]くし田だ桔き[image: ]きようの持つ情報の量と質。それを確かめ───退学させるため。




　一口に[image: ]田を退学させると言っても、やり方を誤れば面倒なことになる。

　抱えている爆弾の威力を推し量っておく必要があった。

　[image: ]田の圧倒的情報網。

　そして、その情報の精査。

　誰からどんな噂うわさを聞きつけ、どれだけの人間がそれを知っているのか。

　また生徒の性格や特徴を恐ろしいまでに把は握あくしている。この学校の中で情報の把握という意味で、少なくとも１年の中に[image: ]田以上の存在はいないと断言できる。

　自らを守るため、自らを崇すう高こうな存在と認めさせるために培つちかった、[image: ]田の卓越した能力だ。

「なるほどな……」

「役に立てた？」

　もちろん、今話して聞かせてくれた情報が[image: ]田の知りうる全てではないだろう。

「Ｃクラスからは本ほん堂どう、そして佐さ藤とう。この二つの情報を流したい」

「いいんじゃないかな。佐藤さんの小お野の寺でら嫌いはそれなりに知れ渡ってるしね」

　いずれ小野寺の耳に入るのも時間の問題だった、というところか。

「私も性格は悪いけどさ、女子なんてそんな子ばっかりって覚えておくといいよ」

　そう言って[image: ]田は携帯を取り出すと、チャットアプリを立ち上げる。オレとは比べ物にならない数の友達の数。びっしりと作られたグループの数。

「たとえば、これは私たちＣクラスの女子の一部で作られたグループＡなんだけどさ。６人いるじゃない？　でも、実は同じメンバーで作られたグループがもう一つ、グループＢがあるの。ちなみに１人参加してないのは、寧ね々ねって子」

　森もり寧々、恵けいのグループメンバーの１人だ。

「森も嫌われてる、ってことか」

「そういうこと。グループＡが表なら、グループＢは裏って感じ。たまに寧々の悪口を言い合ったりしてるわけ。もちろん、私は迂う闊かつな発言はしないけどね。表面上はニコニコして仲良くしてても、裏じゃ皆誰かを嫌ってる。罵り合ってる、それが普通。とにかく、こんな表と裏のグループは、一つや二つじゃない。私が知ってるだけでも何十も存在するってわけ」

　普段話せないようなことを口にして満足したのか、[image: ]くし田だが立ち上がった。

「遅い時間だし、帰るね。契約のことこれからよろしくね綾あやの小路こうじくん」

　玄関で靴を履はきながら、背を向けたままそういう[image: ]田。

「[image: ]田」

「ん？」

「今日は助かった」

「ううんいいんだよ。それじゃ、おやすみなさい綾小路くん。これからよろしくね」

　[image: ]田に対して南な雲ぐもに接近したことを聞くチャンスがあった。

　だが、あえてその件には触れなかった。

　南雲と[image: ]田が接点を持った、という点。これは偶然の産物。利用しない手はない。




　こうして、オレは[image: ]田の情報を元に各クラスの『噂うわさ』流しの決行準備を始めた。
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　２月14日のバレンタイン。この日、オレは昼休み、放課後と尾行を続ける橋はし本もとの対処をすることを決めていた。恵けいがオレに対しバレンタインチョコを渡してくることは予測がついていたため、それを利用することにしていた。

　恵がチョコレートを渡すなら早朝か夕方以降。学校のある日中はあり得ない。平ひら田たと別れたばかりで鞄かばんの中にチョコを入れるわけにもいかないだろうし、そもそも渡す相手がいるだけで大騒ぎになる。だからオレは、あえて13日の夜から携帯の電源を落としていた。

　不用意に接触してくる可能性はないだろうが、朝は都合が悪い、という言い訳をしないでもいいようにするためだ。あくまでも会う時は自然体でなければならない。

　橋本も尾行で大きな成果が得られないことに焦あせりのようなものを感じている頃。

　だからこちらから、何かある、というヒントを与えることにした。

　それが恵との密会であり、バレンタインチョコを受け取る。待ち合わせの時間を５時に指定したのは、いつも橋本の尾行は短くとも６時頃まで続けられていたからだ。案の定、橋本はオレをマークしていた。ロビーの監視カメラで、オレが出て来るのを見張っていた。

　尾行の中で初めて見せた不可解な接触の機会。橋本は大胆にも直接コンタクトを取ってきた。まぁ、遠くで見ているだけで接触してこずとも、結果は同じ。

　頻ひん繁ぱんに連絡を取り合っていたのが、恵かも知れないという答えを得て橋本は満足した。

　翌日以降、橋本の尾行はなくなった。自らの学年末試験の準備へとシフトした。

　そしてオレは自由に動くことが出来るようになったこの日。

　恵から貰もらったバレンタインチョコを鞄に入れた状態で学校に向かった。

　図書館で椎しい名なひよりとの接触をする。もちろん大半は他愛もない本に関する話題。

　しかし、本題は別。

　明日流す予定である無数の『噂うわさ』についての前振り。

　Ａクラスは一いち之の瀬せの噂以外にも、何かしようとしているかも知れない。

　そんな種を植え付けることにした。そして、その種は数日後開花する。あえて喧けん嘩か腰ごしである石いし崎ざきと伊い吹ぶきを噂のターゲットに選ぶことで、一触即発の状況を作り出した。これはオマケ程度のもの。ああいった展開にならなければならなかったで、然さしたる展開の違いはなかっただろう。

　重要なのはこの後。いつ、どのタイミングで、どうやって掲示板に書き込みを行うか。

　その鍵を握っている人物との接触。白羽の矢を立てたのは桐きり山やま副会長。

　南な雲ぐも失脚を狙う２年Ｂクラスの生徒だ。

　オレはひよりと図書館で話しこんだ後、人気のなくなった校舎で桐山と会っていた。

　そして計画の全てを打ち明ける。一之瀬を救うための戦略。

「なるほど。それで俺の携帯から噂を書き込めと？　メリットが全くない」

「そんなことはありません。桐山福会長にもメリットはあります。このやり取りを介すことで、オレと桐山副会長との間に一つの関係が生まれる。桐山副会長からのアクションを待っていたら、いつまでも関係が進展することはありませんからね」

　事実知り合ってから一度も、桐山から何かを指示してきたことはない。

「当然だ。俺はおまえの力をかなり疑っている」

「ええ。ですからまず、あえて借りではなく貸しを作らせてください。万が一困った展開になった時、オレに頼りやすくなるはずです。それに、この掲示板への書き込みは、何も桐山副会長にとって悪い話ばかりではありません」

「……と言うと？」

「一之瀬帆ほ波なみは生徒会にとっても重要な生徒。失うには惜しいはずです。掲示板から噂を流すことで学校を巻き込むことが出来れば、その一之瀬を守ることにも繋つながります」

「だが俺が１年を巻き込む噂を書き込んだとなれば、それは生徒会の信用問題に繋がる」

「それの何が問題なんですか？」

「なに……？」

「生徒会の信頼が落ちるということは、誰よりも南雲生徒会長がダメージを受ける。失脚を狙っているのであれば、歓迎すべきことだと思いますが」

「バカな。掲示板の噂が俺の書き込みによるものだと分かればそれこそ大問題だ。学校側からのペナルティを受けるだけでなく南雲に副会長の任を解かれる可能性も───」

「それくらい上う手まく言い逃れして見せてもらえませんか？　仮にも南雲生徒会長と争っているんですよね？　それとも、もはや生徒会長に弓を引くことは出来ませんか？」

「１年に何が分かる……！」

　桐山の怒りを含んだ目がオレを貫く。

「[image: ]くし田だと南雲生徒会長が接触したこと、元生徒会長に報告したそうですね」

「何な故ぜそれを……堀ほり北きた先輩は本当におまえなんかを信用しているんだな」

「彼女は学年でも屈指の情報通。つまり今回掲示板を通じて流れる噂うわさは、彼女から南な雲ぐも生徒会長に漏れたことから可能になった戦略。という空想話も作ることが出来ます」

　[image: ]くし田だが南雲に情報を流し、南雲が一いち之の瀬せを救うべく桐きり山やまに指示をした。

　そんなありもしない道筋がぼんやりと浮かびだす。

「……そこまで考えた上での俺への接触ということか」

　桐山は考え込む。掲示板に書き込むことで、起こりうる未来を想像する。

　だがこのままではイエスとは言わないだろう。

「あなたがここでノーと言えば、それは南雲に屈したと判断します。あるいは───既に南雲に取り込まれている人間として、元生徒会長には報告することになるでしょう」

　脅しとも取れる言葉だが、それが桐山を動かす決め手となる。

「やってくれますね？」

「……いつ書き込めばいい」

「この場で、今すぐに」

　下手に時間差を作れば、桐山以外の携帯から書き込まれる恐れもある。

　もちろんそれでも構わないが、後の計画に狂いが出るリスクは極力避けたい。

　何より桐山が第三者にこのことを漏ろう洩えいすることも、視野に入れておく必要がある。

「いいだろう。おまえに大きな貸しをひとつ作っておく」

「ありがとうございます」

[image: ]

　各クラスに記載する文章をオレの携帯に表示し、それを桐きり山やまに手打ちさせる。

　10分ほどの作業時間をもって、この工程は全て終了した。

　今すぐ気づく生徒はいないだろうが、明日には蔓まん延えんするよう仕向ける。
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　これで下地は全て整った。

　後は最後の仕上げ……一いち之の瀬せ帆ほ波なみの心を壊す作業が残っている。

　間もなく坂さか柳やなぎに心を折られることが分かっていたからだ。

　坂柳の策略は見事に成功し、一之瀬は体調が治ったと思われる後も学校を休み続けていた。

　２月18日。橋はし本もとたちと石いし崎ざきたちがぶつかり合った日。

　既に体調を崩して５日目になるこの日も、一之瀬は学校を休んでいた。

　十中八九体調は治っているだろう。だが負った心の傷が癒いえていないのか。

　まだ学校を休み続けていることを知った一之瀬へのコンタクトを取ることを決めた。

　ただし放課後や休みの日に露骨に会いに行けば、誰かに見つかる可能性が高い。

　だからオレは、もっとも寮に人がいなくなる平日の昼間を狙うことにした。

　携帯での連絡は一切しない。

　そこに逃げ道を与えるつもりはなかったからだ。

　一之瀬の部屋の前に着き、オレはチャイムを押す。

「少し話したいんだ。出てきてくれないか？」

　中から、しばらくして反応があった。

「ごめん綾あやの小路こうじくん。折せつ角かく来てくれたところ悪いんだけど、また今度にしてくれないかな」

　その声に覇は気きはないが、やはり風邪は完治したと判断しても良さそうだった。

「あの手紙はそんなに一之瀬にとって大きなものだったのか？」

　その問いかけに、一之瀬は何も答えなかった。

　オレは部屋の前の扉に背中を預けるようにして座り込む。

「月曜には学校に来るのか？」

「……ごめん。それはわかんないや」

　核心に迫る質問以外は、一応答えてくれるようだ。

「昼休みが終わるまで時間があるからな。少しここにいさせてもらうぞ」

　それから昼休みギリギリまで、オレはただ静かに座り続けた。

「じゃあ、オレは学校に戻る」

「私、少しだけ時間が欲しいだけだから。もう少し気持ちの整理がついたら、必ず学校に行く。だからもう、来ないでくれるかな……」

　そんな一之瀬の搾り出す声を聞き、オレは学校へと戻った。
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　土日を挟んでの、21日。今週末金曜日には学年末試験が始まる。

　だが月曜日になっても一いち之の瀬せは学校に姿を見せなかった。

　その間、神かん崎ざきや柴しば田た、一之瀬と仲の良い女子たちは電話、チャット、メール。

　それらを送り続けた。

　それでも放課後に押しかける姿を見ることがなかったのは、オレと同じように、一之瀬に来ないように忠告された以外に考えられることはない。

　昼休みに学校を抜け出し一之瀬の部屋の前へ。

　軽くノックだけして、返事も待たず声をかける。

「今日も休んだんだって？」

　もう来ないように忠告した上で、それを無視した暴挙。

　中から一之瀬の言葉が返ってくることはなかった。

　オレは長々とは話しかけず、先週末と同じように時間ギリギリまで一之瀬の部屋の前に座り続けた。





　　　　４






　火曜日も同じこと。もはや説明は不要だろう。

　休んだことを確認したうえで、オレは一之瀬の部屋に来ていた。

　同じクラスメイトであれば嫌われるわけにもいかない。だが他クラスであるオレなら、一之瀬に絶縁されようとダメージはない。それが積極的に出られる一番の理由だろう。

　学年末試験まで、もう残り時間は少ない。

　このままでは、その学年末試験を休む可能性すら出てきた。

　いや、仮に当日だけ出てきたとして、Ｂクラスの生徒は大きな精神的疲労を負っている。予期せぬトラブルで点数を下げることも考えられるだろう。

　退学者は出ずとも、クラスポイントには大きく響く。

　木曜日には一之瀬に学校に来てもらい、Ｂクラスを安心させる必要がある。

　そう考えれば、タイムリミットは明日の水曜日。





　　　　５






　結局、タイムリミットの水曜日はあっという間にやって来た。

　コンビニで買ってきた缶コーヒーを片手に、白い息を吐く。

　今日もオレは何も催促しない。

　何な故ぜなら、今日が限界ラインだと一いち之の瀬せが分からないはずがないからだ。

　必ずアクションはある。

　そう踏んでいた。

「もう２月も終わりだな。来月の特別試験を乗り越えたら、晴れて２年に進級だ。喉元過ぎれば熱さを忘れるって言うけど、本当にそうかもな」

　無人島試験、船上試験、ペーパーシャッフルと、奇抜な試験を繰り返してきた。

「２年になったら、今以上に変わった特別試験になるんじゃないか？」

「……ねえ。変なこと、聞いてもいいかな……」

　独り言のように呟つぶやいていると、久しぶりに一之瀬の声が返ってきた。

「ああ。扉越しでもいいなら何でも聞いてくれ」

　快く歓迎するも、すぐには一之瀬の言葉は返ってこなかった。

　もしかしたら数日ぶりに言葉を発したのかもしれない。

「どうして綾あやの小路こうじくんは、私に何も言わないし聞かないの？」

「と言うと？」

「クラスメイトも、そうじゃない友達も、皆学校に来るように説得してくれる。悩み事があるなら話して欲しいって言ってくれる。なのに、綾小路くんは、そんなことを一言も言わないのにそうやって毎日来てくれるよね……どうして？」

　他の生徒のように心配してもらいたいってことではないだろう。

　何のために毎日学校を抜け出し、昼休みを無駄にしているのか理解できないのだ。

「オレなんかよりも、よっぽど一之瀬を心配してる生徒が、何度も説得してるからさ。薄っぺらい人間関係のオレが情に訴えて、そんなものが心に響くとは思えない」

　部屋の中から、微かすかに足音が聞こえた。

　扉を一枚挟んだ傍そばに、腰を下ろしたのが感覚で伝わってきた。

「オレが毎日ここにいるのは、おまえが全部吐き出すのを待ってるから、かもな」

「吐き出すのを……待ってる？」

　ここでオレは初めて、一之瀬の心の領域に踏み込むことを決める。

「オレはおまえが犯した罪がなんであるかを知ってるんだ」

「っ……」

「もっとも、知ってると言っても深い背景を知ってるわけじゃないんだけどな。坂さか柳やなぎに掘り返されてここまで休むくらいだ、一之瀬にとってそれがどれだけ自分自身に重く圧のし掛かっているのかは、もう分かっているつもりだ。けど、そんなことをこっちから言っても仕方ない」

「どうして……知ってるの？」

「今、そのことはさして重要じゃない。何より、オレから深く踏み込むつもりもない」

　一之瀬が話そうと思わないなら、この話はここで終わる。

「一いち之の瀬せは多分、自分の悩みを他人に打ち明けるのが苦手なんだろう。他人は救えても自分を救えない。そんなタイプだ。だからオレは、今ここにいる」

　伝えたかったオレの気持ちは、少しずつ一之瀬に伝わっているはずだ。

　僅わずかに流れる沈黙。

　感情を吐き出したい時に、それを吐き出せる相手がいないのは辛いものだ。

　オレはそんな子供たちをホワイトルームで無数に見てきた。

　やがて自分自身に押しつぶされ、消えていった。再起不能な者たち。

「オレは今扉だ。顔も見えなければ触れることも出来ない、ただの扉。そんな扉にくらい、弱い自分を晒さらけ出だしたって誰も笑ったりはしない」

　カン、と缶コーヒーを地面に置く。

「どうする一之瀬。今がおまえの正念場だぞ」

　一之瀬帆ほ波なみの仲間たちは、皆が控ひかえめで大人しい。頼れるリーダーに対して、次々と優しい言葉を投げかけたことを想像するのは難しくない。

　しかし、それではダメだ。一之瀬を支える人間としては正解かも知れないが、正す人間としては過あやまち。強制的にねじ伏せるだけの圧をかけなければならない。

「情けない私でも……いいのかな」

「誰に否定する権利がある」

「犯罪者の私に……許されることなんて、あるのかな……」

「すべての人間には許される権利がある」

　心にノックした。

　あとは、一之瀬がそれに応えるかどうか、それだけだ。

　一之瀬は扉の一枚向こう、ゆっくりと口を開いた。

「私ね───万引きしたの。それで中学３年生の時、苦しくて半年間学校を休んだ。誰にも相談できず自分を責め続けて。今みたいに、狭い部屋に閉じ篭こもって……」

　必死に手で押さえていた心の傷口。その手を離し、一之瀬は語りはじめた。

　自分がやってしまったこと。そして、殻からに篭る弱さがあることを。

　この話を南な雲ぐもにだけしたこと。坂さか柳やなぎにクラスメイトの相談を持ちかけられ、万引きをした生徒がいることを聞かされたこと。偶然なわけがない。南雲から、坂柳に自分の過去が知られたことを感じたこと。嘘うそをつく隙すら与えず、吐き出すしかなかったこと。

　気丈に振る舞い、弱さを見せることが出来なかったこと。

　自分自身の罪を認める。それがどれだけ難しく恐ろしいことか分かるだろうか。

　心の未熟な若者の多くは万引き、いや、何かしらの『罪』を一度は経験する。だが、大勢の前でそれを説けば『僕は、私はそんな悪いことはしない』と口を揃そろえて言うだろう。当然だ。自分の罪を認め、それを公の場で口にすることは恐ろしく難しい。だから正義の名の下に多数で咎とが人びとを責め立てる。そして知る。咎人の悲惨な末路を。だから隠す。けして口にはせず罪を抱え続ける。善人という皮を被かぶって生き続ける。

　一いち之の瀬せは自責の念にかられ、半年間を一人で過ごした。

　そしてやっとの思いで、束縛から逃れた……いや、逃げ出すことが出来た。

　だがどこまでもそれは付きまとう。死ぬまで追いかけてくる。

　実際、今また、こうして一之瀬の前に立ちふさがって心に襲い掛かっている。

　だからどこかで立ち向かうしかない。

　話の全てを聞き終える時には、昼休みは終わっているだろうが関係ない。

　午後の授業が始まっても、オレは一之瀬の言葉をただただ聞き続けた。

　慰なぐさめることも、叱責することもせず。

　一之瀬は扉の向こうで声を押し殺し泣いていた。

　オレは、慰めの言葉をかけない。

　そんなものは、今の一之瀬には無意味だからだ。

　戦うべき相手は最初から決まっている。

　自分自身。自分自身で終止符を打てるかどうか、ただそれだけなのだ。

　本当の意味で罪と向き合える者など、ごく僅わずかしかいない。

　しかし罪と向き合うことが出来た時……人は一歩成長することが出来る。




　それが───仲間たちに全てを打ち明ける前の、一之瀬とオレとのやり取り。

　その全て。






○復帰









　いよいよ学年末試験当日がやって来た。

　仮テストを元に、各自様々な対策を立て、今日を迎えたことだろう。

　堀ほり北きたの報告によれば、須す藤どうや池いけ、山やま内うちたちの方もかなり万全を期しているようで、ここ１週間は徹てつ底ていしてテスト対策を頭に叩たたき込んだらしい。

　明あき人と、波は瑠る加か、愛あい里り、そして恵けい。オレの周辺も十分な底上げは出来た。

　その他の生徒は全て平ひら田たがカバーしている。問題がある生徒がいるとの報告も上がっていないため、あとは体調面にだけ気をつけて臨めば、まずクラス内の生徒は乗り切れるだろう。その時、背後から小走りに駆けてくる足音が、オレの傍そばで勢いを弱めた。

「おはよう綾あやの小路こうじくん！」

　満面の笑顔で近づいてきたのは、一之瀬だった。

「おはよう一之瀬」

「今日はいよいよ学年末試験だね。勉強はしっかり出来た？」

「それなりには。そっちは───オレがわざわざ確認するまでもないな」

　Ｂクラスがオレたちよりも遥はるかに連携を取って、テスト対策をしたことは想像するまでもない。先日まで休んでいた一之瀬も、勉強面には何一つ不安要素はないだろう。

「昨日の一いち之の瀬せは格好良かった。男のオレも見み惚とれるくらいにな」

「そ、そうかな……。坂さか柳やなぎさんの言うように、ただの厚こう顔がん無む恥ちなだけだよ」

　そもそも一之瀬には罪はない。母親の適切な対応によって不問として終わっている。

　必要のない罪を、自ら背負っているだけに過ぎない。

「これも全部、綾あやの小路こうじくんが私を立ち直らせてくれたおかげ」

「オレにはＢクラスの生徒のように、寄り添って心配することは出来ないからな。ただ、話を聞いてやろうと思っただけなんだ。お礼を言われるようなことじゃない」

「ううん……。綾小路くんがいなかったら、私はきっと、去年と同じように自滅して潰つぶれていたと思う。そういう意味じゃ、今回坂柳さんには完敗だったねえ」

　坂柳は完全に一之瀬をコントロールし、自滅寸前にまで追い込んでいた。

　確かにオレの介入がなければ、どうなっていたかは分からないところだ。

　ただ、履はき違ちがえてはいけないことがある。

「あまり感謝されすぎても困るぞ。オレはきっかけに過ぎない。結局のところ、過去を打ち破れるかどうかは自分自身にしか出来ないことだ」

「……うん、そうだね。私がやってしまったことは取り消せない。どれだけ時間が経たっても、罪が無くなった、そう思える日は来ないかもしれない。でも……今度からはちゃんと向き合って生きていける。そう確信した」

　もう大丈夫だろう。誰に責められても、恐らく一之瀬は立ち向かっていける。

　与えたひとつの変化は、一之瀬を誰よりも強く成長させた。

　今後、今まで以上に他の生徒にとって強力なライバルになってしまっただろうな。

　それでも、人生に絶対はない。

「もしも自分を見失いそうになったら、またオレに声をかければいい」

「え……？」

「その時は───そうだな。話を聞くくらいならオレにも出来るはずだ」

　ふと歩みを止め、立ち止まった一之瀬。

「頼ってもいいの……？」

「オレなんかで良ければな」

「本当に？」

「……ああ、本当に」

　念を押され、オレはやや困惑したように頷うなずいた。すると小さなお礼が返って来る。

「……あ、ありが、と……」

　いつもハキハキしている一之瀬にしては、珍しい反応だった。

　そんな姿が自分でも変だと思ったのかぶんぶんと顔を思い切り左右に振った。

「で、でもさ……いつか、後悔することにならない？」

　こちらを覗き込むように、一之瀬はそんなことを聞いてきた。

「ん、そうだな。これでオレたちがＢクラス止まり。一之瀬たちがＡクラスで卒業することになったら、クラスメイトから責められるかもな」

「だ、だよねぇ」

　苦笑いを浮かべ、頬ほおをかく一いち之の瀬せ。

「その時は、少なくとも堀ほり北きたには内緒にしておいてくれ」

「……ふふ。そうだね、そうしてあげようかな」

　隣に並んで歩く一之瀬の背筋は真まっ直すぐ伸びきっている。

　たったひとつのきっかけで、生まれ変わったように晴れやかな姿だった。

　さて。あとは学年末試験を乗り越えるだけ。

　一之瀬は静かにオレの方に視線を向けていた。

「どうした？」

「え、えっ？」

「さっきからジッとこっちを見てるだろ。言いたいことがあるなら聞くぞ」

「あのさ、実は───あ！　ごめん綾あやの小路こうじくん。ちょっと待っててもらえる？」

　一之瀬が何か言いかけたところで前方の生徒に視線を奪われる。

　その後姿、そして取り巻きを見れば誰かは一目瞭然だった。

「ごめんちょっと行って来るね」

　そう言って一度、一之瀬はオレから離れ前の生徒へと追いついた。

「おはようございます、南な雲ぐも先輩」

「帆ほ波なみか。朝から元気だな」

「それが私ですからっ」

　今までと変わらない笑顔を向ける一之瀬に、南雲は驚いたかも知れない。

「俺を恨んでないのか帆波」

「恨む、ですか？」

　何な故ぜ？と不思議そうに首を傾かしげる一之瀬。

　そしてすぐ、問いかけてきた意味を悟ったのだろう。

「恨むなんてとんでもありません、南雲生徒会長には感謝だけです。私を生徒会に引き入れてくれて本当にありがとうございます。これからも頑張りますので、どうぞよろしくお願いいたします」

「そうか。どうやらお前は、俺の期待以上の活躍を見せてくれそうだな」

　一瞬だけオレを見た南雲だったが、すぐに背を向けて歩き出す。

　その視線が何を物語っていたか想像に難くない。

　一之瀬帆波を壊し、自らの手で再生。そして手駒として手なずけるつもりだった。

　それを妨害されたことに対する、気に入らない、そんな目。

　オレがこの件にかかわったことをどこかで掴つかんでいる。

　南雲に頭を下げた一之瀬は、立ち止まっていたオレの下に再び戻って来る。

「あのさっ！」

　戻ってくるなり、一際大きな声で一いち之の瀬せは声をかけてきた。

　そして大きく口を開けて言葉を続けようとする。

「あの、さっ」

　そう言いながら学生鞄かばんに手を入れ、動きが硬直する。

「なんだ？」

「えぇとその、あれぇ……お、おかしいな。もっと、スッと出すつもりだったのに……」

　少しの間鞄の中で腕を動かしながら迷っている様子だったが、意を決したように何かを取り出した。そしてそれをオレに差し出してくる。

「少し遅くなっちゃったけど、これ、バレンタインチョコ……も、貰もらってくれるかな。なんていうか、私こういうの、今まで渡したことないんだけど……。こんなことでしか、お礼が出来ないから……」

「別に無理して何かを返そうとしなくていいんだぞ？」

　多少14日は過ぎたが、女の子にチョコを貰えるのは悪い気はしない。

　しかしチョコを貰うために行動をしたわけではないので、無理をさせる必要もない。

「むむむ、無理はしてないんだよ？　い、いらない？」

「いや……ありがとう」

　あまり長時間、チョコレートを野ざらしにしていると目立ちかねない。

　オレは一之瀬からありがたく頂戴することにした。
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あとがき




　最近ふと東京の利点ってなんだろうと思ったとき、メディアで紹介される飲食店が多く、そしてそのお店に直接足を運べることだなと思いました。ただテレビに取り上げられた直後だと、人気過ぎて入れないことも少なくありませんが。だけど物価が高すぎるのは最大の欠点……。

　はい、お久しぶりです。

　先日８巻が発売したと思っていたら、９巻の発売日を迎えていた衣きぬ笠がさです。

　突然ですが、最近健康に不安を覚えて仕方ないんです。

　職業柄一日の３分の２近くを座って過ごしているため、血行は悪くなるわ背中が痛くなるわ。若いときは肉体のポテンシャルで何とかなってくれていたのに、誤魔化しが効かなくなって来ました。

　定期的にメンテナンスには行ってるんですが、根本が解決しない限り明るい未来はないんだろうなと感じております。

　さて今回９巻はバレンタインのお話と、学年末試験までのストーリーです。

　徐々に主人公の周囲に女の子も増え始めました。２年生のどこかで、女の子との仲が深く進展していくことも十分にあるのかなぁと他ひ人と事ごとのように思ったりしています。

　これまでスポットの当たっていなかった一いち之の瀬せを中心に進んでいきます。

　今回は特別試験がなく比較的穏おだやか（？）に展開されていきますが、シリアス寄りになってます。




　そしていよいよ次回10巻の特別試験で１年生編は終了となります。

　４年近い刊行でまだ１年なのか……と思うこともありますが、ここから先は少し展開の仕方が速くなっていく……かもしれません（まだわからないけど）。

　この作品を始めた時に編集さんに言われた言葉が今でも頭に残っています。

『時間が必ず進む作品でよかった』と。

　どれだけ長くとも、いつかは終わりが来る。

　当初は笑っていたんですが、今は結構真顔で確かに、と納得しているところです。

　また次の巻では、これまでのクラスポイント、主要キャラクターのプライベートポイントの推移などをお見せ出来ればと思っております。

　では皆さん。次の10巻でお会いしましょう。
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本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。
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